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序

　福岡県では、平成 20 年度から国土交通省九州地方整備局北九州国道

事務所の委託を受けて、一般国道 201 号行橋インター関連道路建設工

事に伴う埋蔵文化財の発掘調査を実施してきました。本報告書は、平成

20 ～ 25 年度にかけて行った福岡県行橋市延永・吉国に所在する延永ヤ

ヨミ園遺跡の発掘調査の記録で、国道 201 号行橋インター関連に伴う本

遺跡の調査報告書の 3 冊目となります。

　本遺跡は、京都平野に突き出るように伸びる低丘陵上から斜面及び谷

部に立地し、近隣には県指定史跡ビワノクマ古墳などが位置しています。

　今回の調査では、弥生時代終末～古墳時代初頭、古墳時代後期を中心

とした大規模な集落跡と古代～中世の遺構・遺物を確認しました。中で

も丘陵を横断する古代の道路遺構の存在からは、本遺跡周辺に推定され

る古代の港湾「草野津」を拠点とする海上交通だけではなく、陸上交通

の歴史を知る上でも大変貴重な資料を得ることができました。

　本書が教育、学術研究とともに、文化財愛護思想の普及・定着の一助

となれば幸いです。

　なお、発掘調査・報告書の作成にいたる間には、関係諸機関や地元を

はじめ多くの方々にご協力・ご助言をいただきました。ここに、深く感

謝いたします。

　

　平成 27 年 3 月 31 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　九州歴史資料館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館長　杉光   誠
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例　言
１．本書は、一般国道 201 号行橋インター関連道路建設に伴って発掘調査を実施した、福岡県行橋市延永・吉国

　　に所在する延永ヤヨミ園遺跡Ⅲ区の記録で、一般国道 201 号行橋インター関連関係埋蔵文化財調査報告の第

　　3 集にあたる。

２．発掘調査は国土交通省九州地方整備局北九州国道事務所の委託を受けて、福岡県教育庁総務部文化財保護課

　　及び九州歴史資料館が実施し、整理報告は同所の委託を受けて、九州歴史資料館が実施した。

３．本書に掲載した遺構写真の撮影は下原幸裕が、遺物写真の撮影は九州歴史資料館が行った。空中写真につい

　　ては、熊本航空株式会社・東亜航空技研株式会社に委託し、撮影を行った。

４．本書に掲載した遺構図の作成は、下原・大庭孝夫・城門義廣が行い、発掘作業員が補助した。

５．出土遺物の整理作業は、九州歴史資料館において、小池史哲・城門・小川泰樹の指導の下に実施した。

６．出土遺物及び図面・写真等の記録類は、九州歴史資料館において保管する。

７．本書に使用した分布図は、国土交通省国土地理院発行の 1/25,000 地形図「行橋」、1/50,000 地形図「行橋・蓑島・

　　中津・田川」を改変したものである。

８．本書で使用した方位は、世界測地系による座標北である。

９．樹種の鑑定は小林啓が行った。

10．本書の編集は、城門・坂本真一・岩橋由季の助力を得て、下原が行った。執筆はⅠとⅡ 1 を大庭、Ⅲ 2（9）

　　とⅢ 3（8）を城門が行い、その他は下原が行った。
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Ⅰ　はじめに

１　調査に至る経緯
　一般国道 201 号は、福岡県福岡市を起点として

飯塚市・田川市などの４市８町を経由し、福岡県

京都郡苅田町に至る、延長約 64㎞を測る福岡県

中央部の横断幹線道路である。当路線は、古くは

篠栗街道として栄え、明治以来の日本の近代化・

工業化を支えた筑豊炭田の幹線道路としての役割

を果たしてきた。その後、昭和 30 年代以降の石

炭から石油への転換に伴う産業基盤の著しい衰退

により、現在当路線は九州縦貫自動車道福岡イン

ターや国道 200・211・322 号、東九州自動車道行

橋インター等と連結し、かつ近年では緊急輸送

ネットワークに位置づけられる主要な幹線道路となっている。

　一般国道 201 号行橋インター関連は、国道 201 号の終点部に位置し、国道 10 号と連絡する。当

路線は、行橋市及び苅田町市街地の交通混雑の緩和並びに東九州自動車道や新北九州空港と筑豊地

域とを結ぶ重要な路線として、平成 12 年度に事業着手された延長 4.5㎞の区間である。

　道路建設に係る文化財関連の経緯としては、平成 14 年９月に当路線の建設計画についての説明

が初めて国土交通省九州地方整備局北九州国道事務所から福岡県教育庁総務部文化財保護課にあっ

たが、日本道路公団（現西日本高速道路株式会社）の民営化の問題もあり、具体的に事業が動きは

じめたのは平成 19 年度からである。平成 19 年５月に行橋市大字吉国の終点側の試掘調査を行った

のを契機として、平成 20 年 3 月 24 日付国九整北調第 57 号で行橋インター関連予定地の埋蔵文化

財の確認について依頼があった。その依頼に対し、平成 20 年７月 20 日付 20 教文第 2474 号で、同

路線を任意に７地点に分割し、その取り扱いについて回答している（第１表、第２図）。

　延永ヤヨミ園遺跡が所在する丘陵については、埋蔵文化財の包蔵地として周知化されていたこと、

その当時すでに近接する東九州高速自動車道予定地の発掘調査が文化財保護課を担当として実施さ

れ、その非常に高い密度の遺構分布から、丘陵全体に遺構が所在すると判断し、確認調査は行わず、

平成 20 年６月より本調査を行うこととなった。発掘調査は、平成 25 年度まで継続して実施された

（第２表）。

　本遺跡の発掘調査は路線内の用地買収が終了し、発掘調査が実施可能な地区から調査を進めた。

本遺跡付近は東九州自動車道行橋インター予定地北側の隣接地であることから、西日本高速道路株

式会社が施工する東九州自動車道とそのアクセス道路で福岡県行橋土木事務所（現京築県土整備事

務所）が施工する県道直方行橋線バイパスと本路線の３路線が複雑に入り組む形となる（第３図）。

そのため、当初に大きく事業ごとにⅠ～Ⅴ区という区分けを行い（第２表）、本路線は台地と谷の

落ち際でⅢ・Ⅳ区と区分けを行った。またその区の中で、調査を実施した順番と現道などを考慮し、

Ⅲ区は北から A・B・C 区に、Ⅳ区も北から A・B・C 区に小区分けを行っている。

第 1 図　延永ヤヨミ園遺跡の位置

行橋市
延永ヤヨミ園遺跡

山口県

玄界灘

佐賀県

熊本県

大分県
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第 2 図　国道 201 号線行橋インター関連路線図と調査地点位置図（１/25,000）

第 1 表　一般国道 201 号行橋インター関連埋蔵文化財調査地点一覧

地点名

1

2

3

4

5

6

7
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京都郡苅田町新津

遺跡なし

発掘調査
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遺跡なし

発掘調査

遺跡なし

発掘調査

遺跡なし

遺跡なし

遺跡なし

約19,000

約900

H20 ～ 25

H24

H24 ～ 26

H25

2・3・4

1

Ｈ19 ・
20

Ｈ21

H24

Ｈ21

H22
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 （H20.7.10)
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面積（㎡）
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国
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号
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国
道
10
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国
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第３図　延永ヤヨミ園遺跡調査区割図（１/2,000）
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２　調査・整理の組織
　平成 20 ～ 25 年度の発掘調査関係者及び平成 23 ～ 26 年度の整理作業関係者は以下のとおりであ

る。なお、平成 23 年度からは組織改革により、九州歴史資料館にて事業者との契約から整理報告

までを行っている。
国土交通省九州地方整備局北九州国道事務所
　　　　　　　　　　平成 20 年度　 平成 21 年度　 平成 22 年度　 平成 23 年度　 平成 24 年度　 平成 25 年度　 平成 26 年度
所長	 後藤　徹　　	 後藤　徹　　	 世利正美	 世利正美　　	 赤星文生　　	 赤星文生　　	 靏　敏信
副所長	 柳田誠二　　	 上村一明　　	 上村一明　	 大成和明　　	 大成和明　	 大成和明	 福崎昌博
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 大成和明　　　　　　　　　　　　　　	 福崎昌博
建設監督官	 樋口洋一	 松永鉄治　	 松永鉄治　	 松永鉄治　	 松木厚廣　	 松木厚廣　　	 二口卓史
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 松木厚廣
調査課長	 池田稔浩　	 池田稔浩　	 大榎　謙　	 大榎　謙　	 大榎　謙　	 森山安夫　	 森山安夫
専門職	 渡辺幹夫	 渡辺幹夫　	 渡辺幹夫　	 渡辺幹夫　	 東　昌毅　	 東　昌毅　	 羽田史郎
専門調査員	 徳重俊博　	 徳重俊博　	 徳重俊博　	 徳重俊博　　	 秋田賢一　	 秋田賢一　	 猪井知明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 秋田賢一
国土交通技官　　　　　　　　　　　　　　　　　	 山本陽子　 	 山本陽子　　　
工務課長	 今田一典　　	 谷川征嗣　　	 谷川征嗣　 	 谷川征嗣　　	 松元勝美　	 松元勝美　	 松元勝美
							       桜井敏郎
専門官　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 鍬　淳司　　	 鍬　淳司　　	 児玉祐一　	 児玉祐一　	 石橋　正

福岡県教育委員会（平成 23 年度の機構改革により、発掘調査業務は九州歴史資料館に移管）
　　　　　　　　　　平成 20 年度　 平成 21 年度　 平成 22 年度　 平成 23 年度　 平成 24 年度　 平成 25 年度　 平成 26 年度
総括
教育長	 森山良一	 森山良一　	 杉光　誠　	 杉光　誠　	 杉光　誠　	 杉光　誠	 城戸秀明
教育次長	 楢崎洋二郎	 亀岡　靖　　	 荒巻俊彦　	 荒巻俊彦　　	 荒巻俊彦　　	 城戸秀明	 西牟田龍治
理事兼総務部長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 川添弘人
総務部長	 荒巻俊彦	 荒巻俊彦　	 今田義雄　　	 今田義雄　　	 西牟田龍治　	 西牟田龍治　
副理事兼文化財保護課長	磯村幸男　　　　　　　　　　　　　　
文化財保護課長        　　      　　 　 	平川昌弘　　	 平川昌弘 　	 平川昌弘　　	 伊﨑俊秋　　	 伊﨑俊秋	 赤司善彦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	伊﨑俊秋
同　副課長　　　　	 池邉元明　　	 池邉元明　　	 伊﨑俊秋　　	 伊﨑俊秋
参事兼課長技術補佐　	小池史哲　	 小池史哲　　	 小池史哲
課長補佐　　　　　　	前原俊史　	 前原俊史　	 日高公徳
　　　

第２表　延永ヤヨミ園遺跡の調査区と期間

事業主体 事業名 調査
主担当 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

国土交通省
北九州国道事務所

西日本高速道路株式会社
福岡工事事務所

福岡県京築県土整備事務所
（H22 まで行橋土木事務所）

国道 201 号
行橋インター関連

東九州自動車道

県道直方行橋線
バイパス

進村

下原
城門

大庭

吉村

飛野

城門

岡田
宮地
飛野

Ⅲ－C

Ⅰ－１・
３～５
Ⅱ－１

Ⅲ－C 
Ⅳ－C
Ⅳ－A

Ⅰ－２～
４・７
Ⅱ－２

Ⅴ－A・B

Ⅳ－A・B
Ⅲ－C

Ⅱ－１～３

Ⅴ－２～４

Ⅳ－B

Ⅳ－B
Ⅲ－A・B

Ⅱ－４

Ⅴ－５・６

Ⅲ－B

Ⅲ－B

Ⅴ－５・６

Ⅲ－B

Ⅰ
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　　　　　　　　　　　平成 20 年度　 平成 21 年度　 平成 22 年度　 平成 23 年度　 平成 24 年度　 平成 25 年度　 平成 26 年度
参事補佐兼調査第二係長   飛野博文　	 飛野博文　　	 飛野博文
調査第一係地域担当　	  岸本　圭　	 小澤佳憲　	 宮地聡一郎　	
庶務
管理係長　　　	   富永育夫　	 富永育夫　	 富永育夫　　　　　　　　                                               　
主事　　　　　　　　	   野田　雅　	 野田　雅　	 仲野洋輔
調査
調査第二係
主任技師　　　	 　　	 　	 下原幸裕
　　　　　　　　　　　　　　　　　	 下原幸裕　　	 城門義廣
技師　　　　　　　　	 　城門義廣　	 城門義廣

九州歴史資料館　　　　             　　 平成 23 年度　　　平成 24 年度　　　平成 25 年度　　　平成 26 年度
総括
館長　　　　	 西谷　正　　	 西谷　正　	 荒巻俊彦　　	 杉光　誠
副理事兼副館長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 伊﨑俊秋
副館長　　　　　　　　　　　　	 南里正美　　	 篠田隆行　　	 篠田隆行　　　
参事（文化財調査室長）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 飛野博文　　　	 飛野博文
企画主幹（総務室長）　　　　	 圓城寺紀子　　	 圓城寺紀子　	 圓城寺紀子　　	 塩塚孝憲
企画主幹（文化財調査室長）　　　　	 飛野博文　　　	 飛野博文　　
企画主幹（文化財調査室室長補佐）　　　　　　　　　　	 吉村靖徳　　	 吉村靖徳　　　	 吉村靖徳
技術主査（文化財調査班長）　	 小川泰樹　　　	 小川泰樹　　	 小川泰樹   　	 秦　憲二
庶務
企画主査　　　	 塩塚孝憲　　　	 長野良博　　	 長野良博　　　	 山﨑　彰
事務主査　　　　　　　		  青木三保　　	 青木三保　　　	 南里成子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 宮崎奈巳
主任主事　　　　　　　　　　	 熊谷泰容　　　　　　　　　　　　　　　　	
	 近藤一崇　　　	 近藤一崇
主事　　　　　	 谷川賢治　　　	 谷川賢治　　	 三好洸一　　　	 秦　健太
調査
主任技師　　　　　　　　　　　　	 大庭孝夫　　　	 大庭孝夫　　
	 下原幸裕　　　	 城門義廣
整理報告
参事補佐　　　　　　　　　	 小池史哲　　　	 小池史哲　　　　
技術主査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 小川泰樹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　	 酒井芳司
	 加藤和歳　　　	 加藤和歳　　	 加藤和歳　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　				    大庭孝夫
主任技師　　　　　　　　　	 大庭孝夫　　　	 大庭孝夫　　	 大庭孝夫　　　　 坂本真一
	 下原幸裕　　　	 下原幸裕　　	 下原幸裕　　	 下原幸裕
　　　		  小林　啓　　	 小林　啓　　	 小林　啓
	 城門義廣　　　	 城門義廣　　	 城門義廣　　	 城門義廣
整理指導員				    岩橋由季

　なお、発掘調査・整理報告にあたっては、地元の吉国区、延永区の方々、発掘調査に参加された

方々、国土交通省九州地方整備局北九州国道事務所、同行橋建設監督官詰所、戸田建設（株）延永

作業所、行橋市都市政策課国道・高速道対策室、行橋市教育委員会文化課の皆様よりご協力を賜っ

た。記して感謝いたします。
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Ⅱ　位置と環境
１　地理的環境
　行橋市は、福岡県北東部の周防灘（瀬戸内海）に面した場所にあり、東経 130°54′～ 131°３′、

北緯 33°40′20″～ 32°45′、面積は 68.65k㎡を測る。東は周防灘、北は京都郡苅田町と北九州市小

倉南区、西は京都郡みやこ町、南はみやこ町と築上郡築上町に接する。行橋市は昭和 29 年 10 月に

行橋町、蓑島村、今元村、仲津村、泉村、今川村、稗田村、延永村、椿市村の９町村が合併し、成

立した自治体で、人口は現在 70,000 人余りを数える。

　行橋市は、地形的には臨海盆地に位置づけられ、その中央部には京都平野が発達し、市街地を形

成している。その盆地の周囲を見てみると、北西部は国指定天然記念物である平尾台カルストに接

し、周防変成岩類、平尾花崗閃緑岩類が広く分布する。この平尾花崗閃緑岩類の風化・浸食面上に

は第四紀更新統の河川堆積層が高～低位段丘地形を形成し、本遺跡は東・南を長峡川、北を小波瀬

川によって形成された平尾花崗閃緑岩類を基盤とする砂礫台地である河成の低位段丘上に立地す

る。本遺跡が立地するこの低位段丘は、河川堆積物である黒添砂層が約 5.5 ｍ堆積し、その上には

阿蘇４火砕流堆積層が約 0.5m ～３ｍの厚さで堆積し段丘を形成する。

　長峡川・小波瀬川流域の低湿地の地下には海成層である行事層が分布するが、この海成層は行橋

市草野の地下２ｍでも確認されていて、推定旧海岸線は深く湾入していたことが判明している。

２　歴史的環境
　延永ヤヨミ園遺跡は、先に述べたように国道 201 号の他、東九州自動車道、県道直方行橋線に伴

う発掘調査を行っており、報告書冊数は国道４冊、東九州道４冊、県道２冊の計 10 冊を数え、今

年度で全ての刊行を終える。本遺跡周辺の歴史的環境は、国道 201 号に係る本遺跡調査報告書第１

集『延永ヤヨミ園遺跡Ⅲ区Ⅰ』（2013）で旧石器時代～古墳時代、第５集の『延永ヤヨミ園遺跡Ⅲ区Ⅱ』

（2015）で古代、第３集の『延永ヤヨミ園遺跡Ⅳ区Ⅰ』（2015）で中世、第４集の『延永ヤヨミ園遺

跡Ⅳ区Ⅱ』（2015）で近世～現代について概観する。以下では、先述のとおり中世の歴史的環境に

ついて概観することとしたい。

　京都平野は瀬戸内海を介して中国・四国や関西方面に繋がる流通・交易上の要衝で、その重要性

から古代には「草野津」が置かれた。その後、長峡川の沖積作用で汀線が進み、中世になると拠点

が東南の「大橋」付近に移り、さらに東の「今井津」へと中心が移っていった。今井津の近くには「金屋」

があり、15 世紀前半以降に活躍した「今居鋳物師」（金屋鋳物師）の拠点で、梵鐘や鰐口などの作

例が北部九州周辺で確認されている。金屋にある金屋遺跡では、15 世紀代を主体とする井戸や溝、

鍛冶炉が見つかり、鋳物師に関わる遺構群として注目される。

　ところで、鎌倉時代の幕開けとともに京都平野周辺にも宇都宮氏や武藤（小弐）氏などの御家人

が入り、勢力を奮った。とくに武藤氏は筑前・肥後の守護とあわせて豊前国守護に任じられたが、

後に北条氏庶流の金沢氏に守護職を譲っている。その後も幕府で実権を握る北条氏に繋がる諸氏が

進出してきたが、幕府滅亡とともにほとんど姿を消した。

　応安三年（1370）には今川了俊が管領に任じられて北部九州平定に尽力し、その中核にあった大
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第 4 図　周辺遺跡分布図（１/50,000）
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内義弘が康暦二年（1380）に豊前守護となった。しかし、豊前進出を目論む大友氏との戦乱が続き、

大内氏の滅亡を受けて大友氏の本格的な豊前進出が始まった。小弐氏の滅亡も相俟って、永禄二年

（1559）には大友義鎮が豊前国・筑前国・筑後国の守護となり、同年中に九州探題、周防・長門国

守護職も与えられた。毛利氏の進出もあったが、天下統一を目指す秀吉の九州平定後は黒田官兵衛

（孝高）が豊前６郡を与えられた。

　このように京都平野周辺は中世を通じて戦乱が絶えなかったが、その過程で多くの山城が築かれ

た。海浜部では簑島城や沓尾崎城が築かれ、付近には元永城や覗山城が築かれた。一方、内陸部で

は平野の中央に宝山城（宝ヶ嶽城）があり、その南側に聳える山塊には馬ヶ岳城が築かれ、支配拠

点として重要視された。田川郡との境には障子ヶ岳城があり、要害をなした。

　次に、京都平野の集落遺跡などについて目を向けてみよう。

中世前期　羽根木古屋敷遺跡は 12 ～ 13 世紀を主体とする集落で、竪穴住居跡や掘立柱建物跡井

戸約 50 基などがあり、福富小畑遺跡 B 地点や天生田矢萩遺跡、内屋敷遺跡、大谷田淵遺跡も同

時期の集落や屋敷地で、大谷田淵遺跡では漆器も出土した。徳永法師ヶ坪遺跡では 12 世紀前後

の井戸から曲げ物が出土し、漆器椀や輸入陶磁器も出土した。高来井正丸遺跡や高来小月堂遺

跡は、13 ～ 14 世紀代を中心とする集落で、掘立柱建物や井戸・土坑・溝などがあり、高来小月

堂遺跡の周辺に「池部屋敷」の地名が残る。入覚上畔遺跡も同時期の集落で、竪穴住居跡や掘

立柱建物が見つかり、輸入陶磁器のほか土師器や瓦器、石鍋、銅銭などが出土した。入覚秋光

遺跡では、屋敷地の区画溝や土坑、不整形土坑などがあり、鍛冶関連遺構・遺物も確認された。

　この頃の墓の中では、とくに高来井正丸遺跡の１号墓（木棺墓）が刀子や土師器皿などの副葬品

のほか、烏帽子（粗絹に漆塗布）の出土が特筆される。墓は 13 世紀後葉から 14 世紀前葉ごろとさ

れる。羽根木古屋敷 1 号墓や下稗田森遺跡１号墓も木棺墓で、輸入陶磁器や土師器とともに湖州鏡

が副葬されていた。ともに 12 世紀後半ごろとみられる。土壙墓では、内屋敷遺跡 B 地区土壙墓が

11 世紀末～ 12 世紀初頭で、白磁碗・土師器皿・短刀を副葬する。鬼熊遺跡１号土壙墓は白磁碗と

土師器皿を副葬し、12 世紀後半とみられる。羽根木古屋敷遺跡２号墓では龍泉窯系青磁碗・土師

器皿を伴い 12 世紀後半と推定され、下稗田台ノ下遺跡 1 号土壙墓では龍泉窯系青磁碗・土師器皿・

鉄刀、同遺跡２号墓は同安窯系青磁碗・瓦器椀・刀子を副葬し、12 ～ 13 世紀とみられる。なお、

天生田矢萩遺跡でも短刀を副葬する土壙墓がある。ところで、前田山遺跡Ⅰ区では 12 世紀ごろの

甕棺墓地が見つかっている。

中世後期　福富小畑遺跡 B 地点では 15 世紀前半～ 17 世紀前半ごろの方形区画溝が廻る屋敷地

が複数見つかり、五輪塔の部材も出土した。下稗田森遺跡でも屋敷地に伴う土塁や溝が見つかっ

ている。下稗田台ノ下遺跡では竪穴状遺構や掘立柱建物・土坑・溝などがあり、中世後期の地

下式土坑２基が確認され、１号からは被熱した石臼や五輪塔が出土し、２号も上部に一石五輪

塔を設置していた状態が確認された。内屋敷遺跡では 15 世紀ごろの竪穴遺構や溝がある。

　中世後期に属する墓や墓地の様相はあまり明確ではないが、鬼熊遺跡では五輪塔の部材が複数出

土しており、中世後期の墓地が形成されていたようである。

参考文献（紙幅の都合により、発掘調査報告書は割愛する）

　行橋市史編纂委員会 2004『行橋市史』中巻
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第 5 図　Ⅳ－ B・C 区区割図（1/1,000）

Ⅲ　発掘調査の記録
１　調査の概要

延永ヤヨミ園遺跡は、京都平野に突き出すように東に延びた丘陵の先端部に位置するが、今回調

査を行った付近で丘陵は二股に分かれている。

二股に分かれた北側丘陵からその南の谷部分がⅢ区、南側丘陵から南斜面～谷がⅣ区として大き

く区分けし、Ⅳ区は丘陵上を東西に走る道路及び斜面・谷を隔てるコンクリート壁で、北から A・

B・C 区と小区分けを行った（第３図）。さらに、調査年度及び調査担当者が交代したことから、平

成 23 年度に主に調査を行った南東部をⅣ－ B ２区、平成 22 年度に主に調査を行った部分をⅣ－

B １区（本報告）とし、分けて報告する（第 5 図）。なお、以下で報告する遺構名の前には、いず

れも区名を明示しているが、Ⅳ－ B １・２区は通し番号で調査を行い、遺構が重複することはない

ため、報告する遺構名には「Ⅳ－ B 区」のみ付けて報告することとしたい。

Ⅳ－ A・B 区の発掘調査は、平成 21 年度にⅣ－ A 区、平成 22 年度にⅣ－ A・B 区、平成 23 年

度にⅣ－ B 区の順で実施した。１ヶ年での調査を予定していたが、遺構密度が高く、遺物も多量に

出土したことから、順次調査を進め３ヶ年で調査を終えた。経過は以下のとおりである。

　平成 21 年度　６月 10 日に調査を開始し、Ⅳ－ A 区の南端から重機による表土剥ぎに着手した。

遺構面は１面のみであったが、遺構密度が高いことから、中世期の遺構を第１面として掘削・写真

撮影・図化し、その後に弥生・古墳時代の住居や古代の遺構を第２面として掘削・写真撮影・図化

する方式をとった。中世期の遺構の掘削は 10 月 13 日に完了し、10 月 20 日に第１回目となるラ

ジコンヘリによる空撮を行った。その後、弥生・古墳時代の集落跡及び古代道路の調査に着手した。
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翌年２月 26 日からはⅣ－ B 区の表土剥ぎを開始した。３月 19 日にはⅣ－ A 区の大半の遺構掘削

を終え、第２回目となる空撮を行った。そして３月 29 日に器材等を撤収し、初年度の調査を終えた。

　平成22年度　４月 23 日に調査を開始した。前年度に確認した古代道路で波板状遺構を検出した。

遺構の底面に多量の土器や瓦、石、鉄滓などが搗き込まれており、その状況を記録するため道路内

に限って 10 分の 1 で図化を行った。併せて７月からⅣ－ B 区の遺構検出を開始し、Ⅳ－ A 区の掘

削の進展に合わせて順次作業員をⅣ－ B 区へと移した。翌年２月 22 日にはⅣ－ A 区をほぼ完掘し、

第２回目のラジコンヘリによる空撮を行った。古代道路については上層の波板状遺構について掘削

と図化を進めたが、数が多く作業が完了しなかったことから、翌年度も継続して調査を行うことと

なった。平成 23 年３月 23 日にハウスや器材等を搬出して調査を終えた。

平成 23 年度　５月 10 日に調査を開始した。前年度に調査が完了しなかったⅣ－ B 区の古代道

路の調査を行ったが、波板状遺構の面が２面あり、下層の面では波板状遺構が複雑に切り合ってい

たため、検出から掘削、図化まで期間を要した。それでも６月 20 日には調査を完了した。

さて、発掘調査では、弥生時代から古墳時代にかけての集落と、古代の道路遺構、中世の屋敷地

などの存在が明らかとなった（第３・５表参照）。Ⅳ− A・B 区を併せて、竪穴住居跡 129 軒、掘

立柱建物８棟、土坑 34 基、地下式土坑３基、溝 26 条、道路１条を確認した。両地区とも後世の

削平によって遺構そのものを削平されている場合や、表土剥ぎの際に気付かずに削平してしまった

場合などもあり、本来の遺構数はかなり多くなるとみられる。

２　Ⅳ－ A区の遺構と遺物
Ⅳ－ A 区は遺跡が所在する丘陵のなかでも高所に位置する。北側は現代の段造成によって２ｍ以

上の比高差になるほど削平されていた。造成された下の平坦面はⅢ区として調査しているが、その

部分からも多くの遺構が確認されたことから、本来はⅣ区からⅢ区のある北側の谷部まで一連の遺

跡の広がりが存在したと考えられる。調査区の東西と南側は丘陵が続き、それぞれⅠ区やⅡ区、あ

るいはⅣ－ B 区として調査され、同様の遺跡が展開することが確認されている。

Ⅳ－ A 区の調査では、弥生時代から古墳時代にかけての住居 68 軒や、古代道路、古代や中世期

の溝 11 条のほか、掘立柱建物８棟、土坑 17 基、井戸１基を確認した（第３表）。削平されている

遺構もあり、本来の遺構数はさらに多かったと考えられる。とくに調査区の南半では遺構が密に重

なっていて、地山がほとんど見えない状況で、各遺構が複雑に重層している。

基本土層　調査地の調査前の状況は大半が宅地であったが、本来は畠地であったようである。Ⅳ

A 区南側の壁面の土層観察によると、表土と旧耕作土層を除去すると暗褐色の厚さ 25 ～ 35cm ほ

第６図　Ⅳ－ A 区基本土層図（1/40）

2
1

3

5

6 7

4

0 1m

8
99

10.2m

1	にぶい褐色土（しまりなし）→表土

2	褐灰色土（ややしまる）→耕作土床土

3	暗褐色土（土器片含む）→堆積土
4	暗灰褐色土（若干地山土含む）→溝 5（側溝）

5	灰褐色土（ややしまる、若干地山土含む）

6	黒灰色土（しまる、土器細片含む）

7	黒灰褐色土（よくしまる、土器細片、小礫つきかたまる）

8	明橙褐土 →地山

9	未注記 →道路波板

道路関係｝
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第３表　Ⅳ－ A 区遺構一覧表

Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A

住居 1
住居 2
住居 3
住居 4
住居 5
住居 6
住居 7
住居 8
住居 9
住居 10
住居 11
住居 12
住居 13
住居 14
住居 15
住居 16
住居 17
住居 18
道路
住居 20
道路
住居 22
住居 23
住居 24
住居 25
住居 26
住居 27
住居 28
住居 29
住居 30
住居 31
住居 32
住居 33
住居 34
住居 35
住居 36
住居 37
住居 38
住居 39
住居 40
住居 41
道路
住居 43
住居 44
―
―

住居 47
住居 48
住居 49
住居 50
住居 51
住居 52
住居 53
―

住居 55
住居 56
住居 57
住居 58
住居 59
住居 60
住居 61
住居 62
―

住居 64
住居 65

住居 1
住居 2
住居 3
住居 4
住居 5
住居 6
住居 7
住居 8
住居 9
住居 10
住居 11
住居 12
住居 13
住居 14
住居 15
住居 16
住居 17
住居 18
住居 19
住居 20
住居 21
住居 22
住居 23
住居 24
住居 25
住居 26
住居 27
住居 28
住居 29
住居 30
住居 31
住居 32
住居 33
住居 34
住居 35
住居 36
住居 37
住居 38
住居 39
住居 40
住居 41
住居 42
住居 43
住居 44
住居 45
住居 46
住居 47
住居 48
住居 49
住居 50
住居 51
住居 52
住居 53
住居 54
住居 55
住居 56
住居 57
住居 58
住居 59
住居 60
住居 61
住居 62
住居 63
住居 64
住居 65

道路を誤認

道路を誤認

道路を誤認

位置不明
位置不明

位置不明

位置不明

地点名 報告時 遺構名 調査時 遺構名 備　考

Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A
Ⅳ-A

住居 66
―
―

住居 69
住居 70
住居 71
住居 72
住居 73
住居 74
住居 75
―

住居 77
住居 78
住居 79
住居 80
住居 81
住居 82
―

住居 98
住居 147
住居 148
住居 149
住居 150
住居 151
建物 1
建物 2
建物 3
建物 4
建物 5
建物 6
建物 7
建物 8
住居 29
土坑 2
土坑 3
土坑 4
土坑 5
土坑 6
土坑 7
土坑 8
土坑 9
住居 150
土坑 11
土坑 12
―

土坑 14
土坑 15
土坑 16
土坑 17
土坑 18
井戸 1
土坑 54
溝 1
溝 2
溝 3
溝 4
溝 5
溝 6
溝 7
溝 8
溝 9
溝 10
溝 11
道路

住居 66
住居 67
住居 68
住居 69
住居 70
住居 71
住居 72
住居 73
住居 74
住居 75
住居 76
住居 77
住居 78
住居 79
住居 80
住居 81
住居 82
住居 97
住居 98

建物 1
建物 2
建物 3
建物 4
建物 5

土坑 1
土坑 2
土坑 3
土坑 4
土坑 5
土坑 6
土坑 7
土坑 8
土坑 9
土坑 10
土坑 11
土坑 12
土坑 13
土坑 14
土坑 15
土坑 16
土坑 17
土坑 18
井戸 1
井戸 3
溝 1
溝 2
溝 3
溝 4
溝 5
溝 6
溝 7
溝 8
溝 9
溝 10
溝 11
道路

位置不明
位置不明

位置不明

位置不明

新規
新規
新規
新規
新規

新規
新規
新規
住居 29の上層堆積

住居 150 のカマド周辺

位置不明

道路側溝も兼ねる

地点名 報告時 遺構名 調査時 遺構名 備　考
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どの遺物包含層となる。この層には中世までの遺物が混在していて、古代までの遺構の上部が削さ

れている状況から、中世段階に大きな造成があったと推定される。この包含層の直下は地山となり、

基本的にはこの面から掘削されている。地山は明橙褐色ないしは茶褐色の粘質土で、後世に削平が

及んでいる箇所や溝などの深い遺構の下部では黄褐色や黄白色の地山土が確認でき、漸移的に変化

している。

以下、各遺構と遺物について報告する。

（１）竪穴住居跡
１号竪穴住居跡（第９図）

調査区の北側に位置し、他の住居との切り合いはないが、２号溝や３号土坑に切られる。規模

は東西 5.13 ｍ以上、南北 4.88 ｍで、深さは 0.18 ｍを測る。２号溝や現代の撹乱により削平を受

けているが、床面で主柱穴２基を確認し、その位置から主柱は４本柱と考えられる。壁際には幅

10cm 程度の溝をめぐらせ、ベッド状遺構を設けている。南東側にベッド状遺構が途切れる場所が

あり、そこに長径 132cm、短径 86cm、深さ 17cm の屋内土坑が設けられている。屋内土坑の底

面には、直径 15cm、深さ７cm の円形の掘り込みや、幅 10cm 程度の細長い掘り込みなどがみら

れる。中央付近に焼土の分布がみられたが、炉の痕跡は確認できなかった。

出土遺物（図版 42、50、第 10 図）

１～５は壺である。１は複合口縁壺の口縁部片で、外反する頸部からくの字形に折れて口縁部へ

と立ち上がる。器壁は厚手である。２は二重口縁壺の口縁部片で、屈曲部の接合面で剥離している。

復元口径27.0cmで、中型の壺とみられる。内外ともヨコナデ調整である。３は広口壺の口縁部片で、

僅かに外反して端部に至る。内外とも磨滅している。４も広口壺の口縁部片であるが、口縁端部ま

で直線的に伸びる。体部も含めて器壁が薄く、整美な印象を受ける。５は壺の底部片で、底径は9.6cm

である。全体に厚いつくりで、大型ないし中型の壺とみられる。

６～８は甕である。６は甕の口縁部片で、外上方へ広がるが、強いヨコナデ調整のため器壁が屈

曲気味である。７は甕口縁部片である。口縁端部に向かって外反気味に伸び、端部付近のみ内側に

つまむ。内外とも磨滅しているが、体部内面はヘラケズリとみられる。８は口縁部から体部上半に

かけての破片である。口縁部はやや短めで、体部はあまり肩の張らない形態である。体部内面は少

し剥離しているが、調整はヘラケズリとみられる。

９～ 12 は高坏である。９は坏部の資料で、ほぼ水平に広がる坏底部に、僅かに外反する口縁部

を接合する。内外とも磨滅している。10 は脚端部を欠損しているが、おおよそ全体が窺える。口

縁部は、ほぼ水平に広がる坏底部から外上方へ直線的に長く伸びる。脚部はあまり高くなく、内面

にしぼり痕が認められる。坏部内面にミガキの痕跡が残り、磨滅しているが脚部外面にもミガキが

施されているようである。11 は９と同じ坏部形態で、脚部は細長く伸びる。12 は低脚の高坏で、

脚部には円孔を三方に穿つ。

13・14 は小型の丸底土器である。13 はやや頸部の締まる小型の鉢で、胎土は精良である。14

は扁平な体部の鉢で、胎土は精良である。15・16は坏である。15は厚手、16は薄手のつくりである。

17 は台付き坏で、坏部の大半を失っている。底径 7.8cm で、小型品である。18 は支脚の破片で、

高坏脚部のように中空の棒状をなし、上部が Y 字状に分かれる。
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第９図　Ⅳ－ A 区１・２号竪穴住居跡実測図（1/60）

19・20 は混入品である。

19 は瓦質の擂鉢の口縁部

片である。端部は外側を

肥厚させ、内側は少しつ

まむ。内面には５条を単

位 と す る 摺 り 目 が あ る。

20 は白磁碗の口縁部片で、

玉縁状の口縁である。

２号竪穴住居跡（図版３、

第９図）

調査区の中央やや北寄

りに位置し、３号住居に

切られる。74 号住居とも

重 複 す る 位 置 に あ る が、

先 後 関 係 は 不 明 で あ る。

規 模 は 東 西 3.6 ｍ 以 上、

南北 4.13 ｍで、主柱穴の

位 置 か ら す る と 東 西 5.3

ｍ程度に復元できる。主

柱は２本柱である。壁際

には幅 15cm ほどの溝が

めぐり、南壁沿いに長径

105cm、 短 径 67cm、 深

さ 33cm の楕円形を呈す

る屋内土坑を設けている。

床面の中央に長径 82cm、

短径 67cm、深さ 19cm の

擂鉢状の掘り込みがあり、

被熱痕跡がなく、焼土や

炭化物の出土もなかった

が、 炉 の 可 能 性 が 高 い。

床面には地山土の褐色土

を主体的に用いた厚さ３

cm ほどの貼り床がみられ

た。

出土遺物（第 11 図）

１は短頸壺の口縁部片
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第 10 図　Ⅳ－ A 区１号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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第 11 図　Ⅳ－ A 区２号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

で、直立気味に立ち上がるが、少し外傾する。

２～４は甕である。２は短く外に折れる口縁部で、器壁が厚いまま端部へと至る。外面にはタテ

ハケの痕跡が残る。３は頸部に突帯を有する甕の口縁部片で、口縁端部にはキザミが施されている。

やや大きな甕となろうか。４は薄手の口縁部片で、小型甕と推定される。体部外面にタタキ痕が残る。

５～９は高坏である。５は有段高坏の坏部片である。口縁部側も脚部側も接合面付近で割れてお

り、内外とも磨滅している。６は坏部の底部片で、厚いつくりである。７は脚部片で、裾部へと屈

曲する付近に円孔を穿っている。円孔は２つの可能性がある。８は裾部の破片で、上端の破面に円

孔の一部が残る。もう少し径が大きくなるかもしれない。９も裾部の破片で、８に比べるとやや厚

手である。やや高めの脚となろうか。

10 は鉢で、体部は緩やかに立ち上がり、口縁部は短く折れる。全体に非常に薄手である。11 は

小型の坏か。

３号竪穴住居跡（図版３、第 12 図）

調査区の中央北寄りに位置し、２・74 号住居を切り、古代道路に切られる。規模は東西 5.5 ｍ、

南北 5.3 ｍ以上で、深さ 0.19 ｍを測る。後述する屋内土坑の位置からすると南北も 5.5 ｍ程度に

復元できる。主柱穴は３基確認でき、主柱は４本柱と推定される。壁沿いに幅 10 ～ 15cm の溝が

めぐることは他の住居と同様であるが、全ての主柱穴と壁との間に溝が掘られている点は他にはな

い特徴である。南東側に長辺 92cm、短辺 56cm、深さ 31cm の土坑があり、住居の中心軸からは

少しずれる位置にあるが、屋内土坑とみてよいだろう。床面には所々炭化材が見られ、埋土に多く

の焼土を含んでいた。なお、住居の北東隅には直径 67 ～ 73cm、深さ 39cm の円形土坑があった

が石が落ち込んでいるだけで、その性格は不明である。

出土遺物（図版 42、第 13 図）

１～３は壺である。１は頸が強く締まる壺で、口縁部が短く伸びる。体部内面には指頭痕が残る。

２はより小型の壺の口縁部である。３は体部のみ完形の資料で、体部上位に円孔を穿つ。須恵器𤭯を
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第 12 図　Ⅳ－ A 区３・４号竪穴住居跡実測図（1/60）
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模したものかもしれないが、判断が難しい。４・５は高坏である。４は坏部の破片である。若干丸

味のある坏底部から、口縁部が外反して伸びる。５は脚部で、坏部との接合面付近で剥離している。

内面には工具による調整の痕跡が残る。６はミニチュアの壺底部であろう。薄いつくりながら、底

部は少し突出させる。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代前期前半ごろと推定される。

４号竪穴住居跡（図版３、第 12図）

調査区の東側に位置し、５・58 号住居を切り、57 号住居や８号溝に切られる。規模は東西 5.7 ｍ、

南北 5.7 ｍで、深さは残りの良い南西側で 0.22 ｍを測る。主柱は４本柱で、床面の中央には長軸

82cm、短軸 59cm、深さ 11cm の炉を有する。二段に掘り込まれており、平面形が瓢箪形を呈し、

底面に段差があることから、掘り直しがあったのかもしれない。他の住居に比べて膨大な量の土器

が出土した。床面から浮いているものも多いが、床面直上のものも多く、比較的大きな破片が目立

ち、同一個体がまとまって出土する傾向にある。壁際には幅 10cm 程の溝を巡らせ、東辺から北辺

にかけてベッド状遺構を設けている。

出土遺物（図版 42、第 13 図７～ 17・第 14 ～ 17 図）

７～ 20 は壺で、７～ 11 は中型、12 ～ 17 は小型、18 ～ 20 は大型である。中型の７～ 10 は

いずれも口縁部が長く上方へと伸び、直線的に伸びる７・９と、やや外反する８・10 とがある。

小型のなかでは 12 が一回り大きい。12 ～ 15 は口縁部が直線的に伸びるが、17 は二重口縁になっ

ており、垂直に立ち上がる口縁部に浅いながらも凹線を巡らせることから瀬戸内系の土器とみられ

る。大型の 18 ～ 20 はいずれも全体が分かる資料ではないが、18 は山陰系の二重口縁壺で、口縁

部は外反した後、高く立ち上がる。19・20 は底部片であるが、19 は分厚く、20 は大きさの割に

薄手である。

21 ～ 36 は甕で、21 ～ 25 は小型、26 ～ 32 は中型である。口縁部は 23 ～ 27・31 のように

直線的に広がるものや、21・28 のように内湾するもの、22・30・33・35 のように外反するもの

など多様である。磨滅している資料が多いものの、多くは外面ハケ調整とみられる。35 は唯一外

面にタタキを行っている。36 は尖り底の底部片で、内外とも磨滅しているが、外面にはタタキを行っ

ている可能性がある。

37 ～ 58 は高坏である。37・38 は他の個体に比べて大きく、37 が口径 19.5cm、38 が口径

23cm を測る。39 ～ 43 は 37・38 よりも小振りであるが、法量的には揃っている。口径は 39 が

15.2cm、40 が 15.3cm、41 が 15.2cm、42 が 15.0cm、43 が 15.8cm を測る。43 のみほぼ完形で、

器高は 14.8cm を測る。口縁部はいずれも直線的に外傾する。44 ～ 53 は低脚高坏の脚部で、直線

的に伸びるものや、八の字状に広がるものなど様々である。内面の調整は、工具によるケズリやナ

デを行うものが大半である。54 のみ中実である。55 ～ 58 は高脚高坏の脚部で、とくに 57・58

は高く伸びる。

59 は台付鉢である。口縁部を欠損するが、短く折れる口縁部と推定される。扁平で丸みのある

体部に八の字状に広がる台を接合する。60・61 は鉢で、60 は屈曲口縁、61 は素口縁である。62

は小型器台の台部とみられ、基部は接合面で剥離している。63 はミニチュア土器の底部片である。

64・65 は器台で、64 はやや裾広がりである。65 は外面をタタキ調整の後、タテハケで仕上げている。

内面はタテハケである。
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第 13 図　Ⅳ－ A 区３号竪穴住居跡出土遺物実測図及び４号竪穴住居跡出土遺物実測図①（1/3）
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第 14 図　Ⅳ－ A 区４号竪穴住居跡出土遺物実測図②（1/3）
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第 15 図　Ⅳ－ A 区４号竪穴住居跡出土遺物実測図③（1/3）
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第 16 図　Ⅳ－ A 区４号竪穴住居跡出土遺物実測図④（1/3）
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第 17 図　Ⅳ－ A 区４号竪穴住居跡出土遺物実測図⑤（1/3）

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代前期前半ごろに位置付けられる。

５号竪穴住居跡（第 18 図）

調査区の東側に位置し、４・57 号住居に切られる。規模は、東西 5.4 ｍ以上、南北 3.4 ｍ以上で、

深さは 0.22 ｍを測る。ベッド状遺構を有するが、ちょうど上面付近まで後世の削平が及んでおり、

僅かな痕跡として確認した程度で、４・57 号住居による削平もあって西側の状況も不明である。

住居の大半が調査区外に及んでいることもあって、主柱穴は明確ではない。

出土遺物（第 19 図１・２）

１は壺の底部片である。２は有稜高坏の坏部片で、口縁部は大きく外反する形態とみられる。

６号竪穴住居跡（図版４、第 18 図）

調査区の南東側に位置し、３・４号建物を切り、８号溝に切られる。規模は東西 3.44 ｍ、南北 3.12

ｍで、深さは 0.16 ｍを測る。床面では柱穴状の掘り込みを複数確認したが、いずれも比較的浅い

ものが多く、主柱穴とすべきか判断に苦しむ。住居の南半は壁際に幅 10cm 程度の溝が巡る。住居

の中央付近と北壁沿いに焼土の分布がみられるが、カマドや炉などの痕跡は確認できなかった。土

層図に示すように床面上に厚さ５cm に満たない程度で黄褐色土の混じる灰褐色土があり、比較的

固く締まる状況があったことから、貼り床がなされていた可能性もある。

出土遺物（第 19 図３～ 13）

３は山陰系二重口縁壺の口縁で、緩やかに反った頸部から上方へ屈曲する。器壁が薄い。

４～６は土師器甕である。４はあまり胴部の張りのない形態で、僅かに口縁部が内湾する。５は

緩やかな頸部で、外面をタテハケ調整する。６は外反する口縁部で、やや厚手である。７・８は土

師器高坏の脚部である。７は基部が細く締まり、裾部は緩やかに外へ開く。８は基部付近のみであ

るが、低脚になるとみられる。９は尖り底気味の鉢の底部とみられ、外面にタタキの痕跡を残す。

混入品である。10 は器台の下半部で、器壁が厚く、内外ともハケ調整する。11 は土師器甑の把手で、
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第 18 図　Ⅳ－ A 区５・６号竪穴住居跡実測図（1/60）

断面楕円形を呈する。

12・13 は須恵器坏蓋

で、口縁部と天井部との

境 は 12 が 浅 い 沈 線 状、

13 が緩やかな段をなす。

口縁端部内面はともに段

を有する。12 は天井部

外 面 を 回 転 ヘ ラ ケ ズ リ

し、口径は 13.0cm であ

る。

時期は、出土遺物から

古墳時代後期後半に位置

付けられる。

７号竪穴住居跡（図版４、

第 20 図）

調 査 区 の 南 側 に 位 置

し、 ８・75 号 住 居 を 切

り、９号住居や８号建物、

４号溝に切られる。規模

は、東西 5.42 ｍ、南北 5.1

ｍで、深さ0.26ｍを測る。

住居の中央を現代の撹乱

が縦断しているが、主柱

穴を３基確認し、主柱は

４本柱に復元できる。北

壁 に カ マ ド を 設 け て お

り、四壁には幅 10cm 程

度の溝を巡らせる。なお、

床面直上からガラス小玉

１点が出土した。

カマド（図版４、第 21 図）

北壁の中央に位置し、

現代の撹乱により右袖の

大半を失っている。それ

でも右袖が 82cm、左袖

が 84cm ほど残る。燃焼

部の中央には土師器高坏
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第 19 図　Ⅳ－ A 区５・６号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

が倒置した状態で出土し、その付近から手前側が被熱していることから、高坏を支脚に転用したも

のと考えられる。カマド構築に際して、床面を僅かに掘り窪めて整地しており、支脚はその整地の

上面に設置されている。カマド内の埋土にはカマド構築土が包含されており、廃絶に伴う解体が行

われたとみられる。

出土遺物（第 22 図１～４）

１は弥生土器の大型壺の頸部片で、頸基部外面にキザミを施した突帯を巡らせる。明らかな混入

品である。２・３は土師器高坏である。２はカマドの支脚として転用されていた個体で、坏部は浅

い鉢型を呈し、細長い脚部が付く。宗像地域や遠賀川下流域など、筑前東部域からの影響か。３も

細身の脚部で、裾部は緩やかに短く開く。４は須恵器坏蓋の小片で、口縁端部は丸く収める。口径

は 13.0cm に復元できる。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期後半でも末に近い時期に位置付けられよ

う。

８号竪穴住居跡（図版４、第 20 図）

調査区の南側に位置し、９号住居と８号建物に切られる。長方形住居で、規模は長辺 4.6 ｍ、短

辺 4.28 ｍで、深さは 0.26 ｍを測る。床面に柱穴状の掘り込みを複数確認したが、掘削深度が揃

わず、いずれを主柱穴とすべきか判断に苦しむ。南東側の壁際にある屋内土坑を重視すれば２本柱
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第 20 図　Ⅳ－ A 区７・８号竪穴住居跡実測図（1/60）
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第 21 図　Ⅳ－ A 区７号竪穴住居跡カマド実測図（1/30）

よりも４本柱になるとみるべ

きであろう。ただ、東側の壁

際が一部張り出している状況

を重視すれば、２軒の住居が

ほぼ同じ位置で重複している

可能性もある。いずれにせよ

深さが揃わない状況にあるこ

とは確かである。壁際には幅

10 ～ 15cm の溝が巡り、北

西壁と南西壁からそれぞれ１

ｍ弱ほど溝が伸びる。南東側

の屋内土坑は長辺 70cm、短

辺 48cm、深さ 20cm である。

出土遺物（第 22 図５～ 17）

５は弥生土器壺の口縁部

である。大きく外反し、口縁

端部に向かって厚くなり、端

部は上方へつまむ。口径は

14.2cm である。６・７は弥

生土器の平底甕の底部か。ともに分厚く、外面に黒斑を有する。

８～ 10 は土師器甕である。８はやや頸部径が小さく、短めの口縁部が付く。内面はヘラケズリ

し、口径 11.0cm を測る。９は外反しながらも直立気味に立ち上がる口縁部で、口径 14.8cm を測る。

10 は頸部の締まりが強い口縁部で、内面は磨滅しているがヘラケズリを行っている。

11 ～ 13 は高坏である。11 は大きく屈曲する口縁部で、弥生土器か。112 は外上方へ直線的に

伸びる口縁部で、外面にハケ調整の痕跡が残る。13 は細長く伸びる脚部で、裾部へ屈曲する付近

に円孔を穿っている。11 と同じく弥生土器か。

14・15 は把手で、14 は深めの椀、15 は甑に付くとみられる。14 は断面円形で牛角状に反り、

15 は断面不整楕円形で短く反る。16 はミニチュア土器の坏である。口径 4.8cm・器高 3.4cm を測る。

17 は須恵器坏蓋で、天井部外面を回転ヘラケズリする。口縁部は丸味を帯び、天井部との境に

も段を持たない。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、７世紀初頭ごろに下るとみられる。

９号竪穴住居跡（図版４、第 23 図）

調査区の南側に位置し、７・８号住居を切り、10 号住居や８号建物に切られる。規模は東西 4.68

ｍ、南北 4.34 ｍで、深さは 0.28 ｍを測る。主柱は４本柱で、柱穴は北東側の１基を除いていずれ

も段掘りしている。壁際には幅 10cm ほどの溝が巡る。住居の北東側は現代の撹乱によって柱穴の

掘り込みよりもさらに深くまで削平されているが、僅かながら北壁付近に焼土がみられたことから、

本来カマドが設けられていたと推定される。北壁沿いの溝が途中で途切れることもカマドが存在し

たことの傍証となろうか。なお、床面には薄いながらも貼り床がなされていたが、土層を観察する
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第 22 図　Ⅳ－ A 区７・８号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

までわからなかったほど、固く締まるような状況ではなかった。

出土遺物（図版 42、第 24 図）

１は山陰系の二重口縁壺の頸部片で、混入品である。２は土師器鉢で、口縁部は水平になるまで

反る。内外ともハケ調整を行う。３は土師器坏である。やや平坦気味の丸底で、口径 12.8cm・器

高 4.2cm を測る。５は土師器高坏脚部で、内面にシボリ痕が残る。

６～８は須恵器坏蓋である。６は天井部との境は稜をなす程度であるが、口縁端部内面に段を持

つ。７はやや歪もあるが低平で、口縁端部は丸く収める。８は天井部との境に段がなく、口縁部が

真っ直ぐ垂下する。端部内面には面を持つ。天井部外面は回転ヘラケズリである。９・10 は須恵
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第 23 図　Ⅳ－ A 区９～ 11 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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第 24 図　Ⅳ－ A 区９号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

器坏身である。身の深さに違いはあるが、ともに口縁の立ち上がりが低く、底部外面は回転ヘラケ

ズリを行う。９は口径 12.3cm、10 は口径 14.7cm・器高 4.9cm を測る。11 は須恵器器台の脚部で、

外面全体にカキメを施し、上下に２条を単位とする小さな突帯を巡らせ、その間にヘラ状工具で矢

羽根状に刺突文を入れる。突帯を区画として、少なくとも上下二段で千鳥状になるよう三角形の透

かしを穿っている。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、６世紀末ごろと推定される。

10 号竪穴住居跡（図版４・５、第 23 図）

調査区の南側に位置し、９・75・78・79・80・147 号住居を切り、２号土坑に切られる。82

号住居とも位置的に重複する可能性もあるが、他の住居による掘削もあって層位的な確認はできな

かった。規模は東西 4.22 ｍ、南北 3.88 ｍで、深さは 0.27 ｍを測る。主柱は４本柱で、このうち

柱穴２基で柱痕跡を確認した。柱径はいずれも 20cm で揃う。北壁にカマドを設けており、その脇

から東壁と南壁にかけて溝を巡らせる。住居の西半分では溝が確認できなかったが、他の住居と重

複しており、本来は存在していた可能性がある。

カマド（図版５、第 25 図）

北壁の中央からやや東に寄った位置にあり、２号土坑で左袖部の一部を削られているものの、遺

存状況は良好であった。右袖・左袖とも 80cm ほど残っており、煙道部が 30cm ほど住居外に突出

している。燃焼部には支脚が残っている可能性もあり慎重に掘削したが、支脚は遺存していなかっ

た。ただ、燃焼部の手前側に被熱による赤変の範囲が広がることから、何らかの支脚が設置されて

いたとみられる。カマド内からは浮いた状態ではあるが、土師器高坏が割れた状態で出土しており、

支脚に転用されていたものが、住居の廃絶に伴い投棄された可能性もある。

出土遺物（図版 42、第 26 図１～ 20）
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第 25 図　Ⅳ－ A 区 10 号竪穴住居跡カマド実測図（1/30）

１～５は土師器甕である。

１～３はいずれも外反する口

縁で、３はやや反りが弱い。

１は内外ともハケ調整で、口

径 19.6cm を測る。４は外面を

タテハケで調整し、内面は磨

滅しているが工具による調整

痕が残る。５は厚手で、外面

にタテハケの痕跡が残る。６・

７は土師器高坏である。とも

に口縁部まで浅く広がる形態

で、７はやや中膨らみの脚部

を接合する。カマド内から出

土した高坏は７である。

８ ～ 10 は 須 恵 器 坏 蓋 で、

いずれも天井部外面を回転ヘラケズリする。８は口縁部と天井部との境に段を有し、口縁端部内

面も面をなす。対して９・10 は天井部との境は緩やかな稜があるのみで、口縁端部も丸く収め

る。８は口径 14.0cm、９は口径 14.4cm、10 は口径 12.2cm を測る。11 ～ 13 は須恵器坏身であ

る。11 は口縁の立ち上がりが短く、端部も丸い。12・13 は口縁端部内面に面を持つ。11 は口径

11.6cm、12 は口径 12.6cm である。

14 ～ 17 は高坏脚部である。14 はやや太めの基部で、２条の沈線を施し、長方形の透かしを設

ける。15 は太く短い脚部で、外面全体にカキメを施し、上下二段に菱形の透かしを穿つ。16 は端

部を内側につまむ特徴がある。17 も端部をつまむが、外側に向けてつまんでいる。

18 は脚付壺の脚部か。𤭯の口縁部を逆にしたような屈曲する形態で、屈曲部外面に段を有し、

脚部の中位に２条の沈線を施す。沈線を境にして上下二段に三角形の透かしを設けている。19 は

須恵器擂鉢の頂部片とみられる。20 は提瓶の破片で、片面が扁平になるような側面観に復元できる。

体部は縦方向、頸部付近は横方向にカキメを施す。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、6 世紀末～７世紀初頭ごろと推定される。

11 号竪穴住居跡（第 23 図）

調査区の南端に位置し、41 号住居に切られる。ほとんどが調査区外に及んでいるが、規模は東

西 3.45 ｍ以上、南北 1.4 ｍ以上で、深さは 0.42 ｍを測る。壁際には幅 10cm 程度の溝が掘られて

いる。僅かな範囲しか調査できなかったため、主柱穴は確認できなかった。床面にピットがあるが、

浅いため主柱穴とするのは難しいだろう。

出土遺物（第 26 図 21・22）

21 は須恵器坏身の小片である。底部外面は回転ヘラケズリを行う。22 は口縁部が強く内湾する

土師器壺である。

時期は明確でないが、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期に位置付けられよう。
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第 26 図　Ⅳ－ A 区 10・11 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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第 27 図　Ⅳ－ A 区 12・13 号竪穴住居跡及び 12 号竪穴住居跡カマド実測図（1/30・1/60）
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第 28 図　Ⅳ－ A 区 13 号竪穴住居跡カマド実測図（1/30）

12 号竪穴住居跡（第 27 図）

調査区の南端に位置し、53 号住居を切り、13 号住居や２号溝に切られる。規模は東西 4.0 ｍ、

南北 3.0 以上で、主柱穴の位置からすると南北 3.6m 程度に復元できよう。深さは 0.16 ｍを測る。

主柱穴が３基確認できることから、主柱は４本柱と推定される。壁際には幅 10cm 程の溝がめぐり、

北壁にはカマドが設けられていた。

カマド（第 27 図）

北壁の中央に位置するが、２号溝に切られるため、左袖の一部をわずかに残すのみである。左袖

は 71cm が残っていた。カマドの構築土は他の住居と同じやや砂質の灰白色土である。

出土遺物（第 29 図１～７）

１・２は土師器高坏の脚裾部である。１はやや丸みを持ち、端部を外側に折り曲げる。２はほぼ

水平に屈曲する裾部である。３は土師器鉢で、内面をヘラケズリする。４はミニチュア土器で、ナ

デで薄く仕上げる。５～７は須恵器坏蓋である。５・６は天井部の破片で、外面を回転ヘラケズリ

する。７は口縁部片で、天井部と口縁部の境に段はないが、口縁端部内面に段を有する。

時期は、遺構の切り合いや出土土器から、古墳時代後期後半と推定される。

13 号竪穴住居跡（第 27 図）

調査区の南側に位置し、12・41・149 号住居を切り、２号溝に切られる。主柱は４本柱で、２

号溝による削平を受けた部分にも辛うじて下部が残っていた。他の住居に比べて柱穴の掘方が直径

82cm と大きかったが、確認した柱痕跡から復元できる柱径は 20 ～ 23cm で他の住居の場合と大

差はない。壁際には幅 10 ～ 15cm ほどの溝がめぐり、北壁にはカマドを設けている。カマド周辺

に限らず、南側でも一定量の土器が出土したが、いずれも破片であった。

カマド（図版５、第 28 図）

北壁の中央に位置するが、２号溝に切られるため、右半分を失っている。左袖は 79cm ほど残り、

燃焼部の中央には土師器高坏を倒置した支脚が残っていた。支脚の手前側に焼土の広がりがあり、

煙道側は住居から少し突出していた。住居

床面に対して燃焼部が少しくぼむようにな

るが、整地などの掘り込みはみられなかっ

た。支脚は浅くくぼめた底面に直接据えら

れていた。

出土遺物（図版 42、第 29 図８～ 19）

８は土師器直口壺の口縁部片である。ほ

ぼ垂直に近いが直線的に上方へ伸びる。下

端部は頸部の接合面で剥離している。９は

土師器甕である。頸部の締まりがなく、胴

部の張りもない長胴で、外面にハケメの痕

跡が残る。口径 17.2cm を測る。10・11 は

土師器高坏である。10 はやや口縁部が外側

に屈曲する。11 はカマドの支脚に転用され

た個体で、丸みのある坏部に喇叭状に広が
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第 29 図　Ⅳ－ A 区 12・13 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

る脚部が接合し、裾部はやや反り返り気味である。口径 14.3cm・器高 13.8cm を測る。12 は器台

の底部片で、器壁が厚く、内面は工具による調整の痕跡が残る。13 は土師器高台付坏で、本来２

号溝に由来する遺物か。

14 は須恵器坏蓋で、口縁端部は丸味をもつ。15 ～ 19 は須恵器坏身で、17 の口縁端部内面に段

がみられる以外は、いずれも立ち上がりが短く端部も丸い。15 の底部外面は回転ヘラケズリである。

15 は口径 10.7cm、16 は口径 11.4cm を測る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、６世紀末から 7 世紀初頭ごろに位置付けられる。

14 号竪穴住居跡（図版６、第 30 図）

調査区の南側に位置し、16・59・78・80・81・82・149 号住居を切る。75 号住居も切るとみ

られるが、住居の重複による削平もあって層位的な確認はできなかった。規模は東西 4.0 ｍ、南北

3.8 ｍで、深さは 0.38 ｍを測る。主柱は４本柱で、壁際に幅 10 ～ 15cm ほどの溝がめぐる。北壁
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第 30 図　Ⅳ－ A 区 14 号竪穴住居跡及びカマド実測図（1/30・1/60）
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第 31 図　Ⅳ－ A 区 14 号竪穴住居跡出土遺物実測図①（1/3）
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にカマドを設けている。カマドの周囲に若干土器がまとまる傾向がみられたが、あまり顕著ではな

く、上層からの出土も多かった。

カマド（第 30 図）

北壁の中央に位置し、上部を失っているものの、比較的遺存状況は良好であった。右袖は

103cm、左袖は 82cm を測る。燃焼部の中央に高さ 18cm、幅８cm、厚さ５cm ほどの柱状の石材

を立てて支脚としており、その手前側を中心に被熱による赤変の範囲が広がっていた。カマド構築

に際して床面を少し掘り下げ整地しており、支脚はその掘り込みの底面に据え、整地土で固定して

いた。なお、カマドの煙道側が僅かであるが住居の外側に出ている。支脚の手前側には土師器甕片

がまとまって出土しているが、破片が散乱しているような状況であった。

出土遺物（図版 42・43、第 31・32 図）

１～８は土師器甕である。１は厚みのある口縁部で、外面にハケメが残る。口径 18.4cm を測

る。２は薄手で、頸部内面に面を持ち、体部内面は磨滅しているがヘラケズリであろう。口径は

19.0cm である。３は頸部が緩やかで、胴部もあまり肩が張らない形態である。口径 19.6cm を測る。

４は器壁が厚く、端部まで厚いままで曲がる。外面に若干ハケ調整の痕跡が残る。５は頸部での接

合痕が顕著にみられ、外面にタテハケの痕跡が認められる。６は胴部から口縁部まえ緩やかに屈曲

する形態で、胴部内面は縦方向のケズリを行う。口径 17.2cm を測る。７は大型の甕で、口縁部も

長めである。口径は 32.2cm を測る。８は底部で、丸味を持ち、外面にハケメが残る。

９は平底気味の坏で、全体に器壁が厚い。10 ～ 13 は土師器甑である。10 は把手で、断面楕円

形気味である。11 は把手を欠損した胴部中位の資料である。外面はタテハケ、内面はヘラケズリ

である。12・13 はともに底部片で、外面はタテハケ、内面はヘラケズリである。14・15 はミニチュ

ア土器で、14 は口径 4.2cm・器高 3.3cm、15 は口径 3.4cm・器高 3.0cm を測る。

16 ～ 24 は須恵器坏蓋である。16・18・21 では天井部外面に回転ヘラケズリを確認できる。口

縁端部は、内面に緩やかな段を有する 18・21、面を有する 16・17・19・20・24 と、丸く収め

る 22・23 に分けることができる。天井部との境も、外面に段を有する 16・19・22 と、緩やかな

稜をなす 18・20・23・24、ほとんど丸くなる 17・21 に分かれる。16 は口径 14.0cm、17・18

は口径 15.0cm を測る。

25 ～ 35 は須恵器坏身である。25・27 ～ 31・33・35 は底部外面に回転ヘラケズリが確認で

き、27 の内面には同心円のあて具痕が残る。口縁端部は、僅かに段状をなす 25・26 もあるが、

その他はいずれも丸味を帯びる。25 は口径 13.0cm・器高 4.4cm、26 は口径 14.0cm、27 は口

径 13.2cm・器高 4.8cm、28 は口径 14.0cm、29 は口径 14.0cm、30 は口径 13.0cm、31 は口径

14.0cm、32 は口径 13.4cm、33 は 13.0cm、34 は口径 11.2cm を測る。

36 は須恵器の無蓋高坏の坏部で、外底部にカキメを施す。37 は須恵器丸底壺で、口径 7.0cm

を測る。38 は横瓶の胴部片で、外面は平行タタキの後に粗くカキメを施し、内面には同心円の当

て具痕が残る。また、内面には粘土円板で閉塞した痕跡が認められ、俵形の胴部の一方の端に相当

する。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期後半でも新しい時期に位置付けられる。

15 号竪穴住居跡（図版６、第 33 図）

調査区の中央南寄りに位置し、59・61・64・75・81 号住居を切り、６号土坑に切られる。規
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第 32 図　Ⅳ－ A 区 14 号竪穴住居跡出土遺物実測図②（1/3）
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模は東西 3.92 ｍ、南北 3.96 ｍで、深さ 0.16 ｍを測る。主柱は４本柱で、全ての柱穴で柱痕跡が

明瞭に残り、柱径は 14 ～ 18cm である。北壁にカマドを設けており、その周囲から土器が出土し

ている。住居南半には壁際に幅 10 ～ 15cm の溝がめぐる。南東側の壁際に長さ 48cm、幅 35cm、

厚さ 13cm ほどの扁平な不整楕円形の石材が出土し、台石などに用いられていたものと推定される

が、残念ながら調査中に失ってしまった。

カマド（第 33 図）

北壁の中央に位置し、右袖 82cm、左袖 74cm が残る。燃焼部の中央に土師器高坏を倒置させて

いて、その手前側に被熱による赤変の範囲があることから、高坏を支脚として転用したものと考え

られる。燃焼部からは他に土師器甕の破片も出土しているが、まとまりはない。カマドの構築に先

立ち、床面を 11cm ほど掘り込み整地しており、支脚はその整地面に据えられていた。

出土遺物（図版 43、第 34 図）

１・２は土師器甕である。１は緩やかな頸部で、器壁の厚さが一定である。２は小型の甕で、外

面にハケメが残る。口径は 12.2cm を測る。３は高坏坏部の可能性もあるが、口縁端部が少し肥厚

している点から坏と考える。４～ 10 は土師器高坏である。４は坏底部と口縁部との境が緩やかな

段をなす。５は平坦な坏底部から広く外反する口縁部を持ち、端部が強く反る。口径 18.0cm を測る。

６も同様の形態であるが、口縁端部の屈曲が緩やかである。口径 17.2cm を測る。７はやや深みの

ある坏部で、口縁端部は内湾気味に外へ折れる。口径 16.3cm を測る。８はやや細身の脚部である。

９は喇叭状に開く脚部で、下端に円孔透かしが認められる。10 は低脚高坏の脚部で、裾部がほぼ

水平に開く。

11・12 は器台である。11 は内外ともナデやハケ調整を行う。12 は底部で、底面に円孔がある。

内外とも工具による調整痕が残る。14 は土師器椀に付く把手とみられ、断面円形の小さな牛角状

をなす。13・15 は土師器甑である。13 は外面に把手を貼り付けた痕跡が残り、外面はタテハケ、

内面はヘラケズリする。15 は把手で、断面は扁平な楕円形を呈する。16 は台付坏の脚部である。

17 はミニチュア土器で、口径 3.8cm・器高 2.7cm を測る。

18 は須恵器蓋で、小さな宝珠形の撮みを持つ。19・20 は須恵器坏蓋である。いずれも口縁端

部を丸くつくり、20 の天井部外面には回転ヘラケズリがみられる。20 は口径 13.6cm を測る。21

～ 25 は須恵器坏身である。いずれも口縁の立ち上がりが短めで、端部は丸い。21・23 は底部外

面に回転ヘラケズリがみられる。21 は口径 13.6cm である。26・27 は須恵器高坏である。26 は

低めの脚部で、裾部との境で屈曲する。27 は裾部の破片で、外面に段を持つ。28 は須恵器甕の胴

部片で、外面は平行タタキの後に粗いカキメを施す。内面は同心円の当て具痕が残る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、6 世紀末ごろに位置付けられる。

16 号竪穴住居跡（図版６、第 35 図）

調査区の南側に位置し、149 号住居を切り、14・59 号住居に切られる。住居の重複状況から直

接的に層位的な先後関係は確認できなかったが、81 号住居も切るとみて良いだろう。全体規模は

確認できないが、北壁 3.36 ｍ以上、西壁 1.52 ｍ以上で、深さ 0.15 ｍを測る。14・59 号住居に

よる削平が著しいこともあって明確に主柱穴とすべきかどうか不安が残るが、東側では２基の柱穴

を確認し、その配置から主柱は本来４本柱になると推定される。炉やカマドなどの痕跡は一切みら

れなかった。
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第 33 図　Ⅳ－ A 区 15 号竪穴住居跡及びカマド実測図（1/30・1/60）
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第 34 図　Ⅳ－ A 区 15 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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出土遺物（図版 43、第 36 図１～５）

１・２は弥生土器甕である。頸部があまり締まらず、胴部の張りもない。口径 17.0cm を測る。

２は小さな平底の底部片で、外面は被熱もあってか剥離がみられる。３は鉢で、口縁部が僅かに外

反する。４は壺底部で、平底である。内外ともタテハケ調整で、底部内面はナデで調整する。５は

器台で、やや薄手のつくりである。口径 13.8cm・器高 17.0cm・底径 17.0cm を測る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代後期後半ごろと推定される。

17 号竪穴住居跡（第 35 図）

調査区の中央やや南よりに位置し、２号溝に切られる。規模は南北 2.99 ｍ、東西 2.53 ｍ以上で、

主柱穴の位置を軸に折り返せば東西は 2.55 ｍ程度に復元できる。深さは 0.08 ｍを測る。主柱は２

本柱である。床面を精査したが、炉は確認できなかった。床面付近まで削平が及んでいる割には土

器の出土が顕著であった。

出土遺物（第 36 図６～ 13）

６・７は小型の丸底壺で、６はやや扁平な体部、７は若干平底気味である。８は小型の土師器甕で、

口縁部は直線的である。９～ 12 は土師器高坏である。９は直線的に開く口縁部で、口径 17.0cm

に復元できる。10 はやや細身の脚部で、裾部が水平に開く。11 はやや下膨れの脚部で、内面はナデ、

外面は工具によるナデ調整の痕跡が残る。12 は裾部のみで、低いハの字状に開く。内外ともハケ

調整である。13 は台付坏とみられ、直線的にハの字に開く。

時期は、出土遺物から古墳時代前期後半～中期前半に位置付けられよう。

18 号竪穴住居跡（図版７、第 35 図）

調査区の南側に位置し、１号溝に切られてほとんど残っていなかった。規模は北壁 1.15 ｍ以上、

東壁 3.38 ｍ以上、深さ 0.16 ｍを測る。壁際には幅 15cm ほどの溝がめぐり、東壁の中ほどから住

居内に向かって溝が伸びる。北東隅には長径 65cm、短径 56㎝、深さ 45cm の円形土坑が掘られ

ており、土師器高坏が出土した。土層の観察から貼り床を行っていたことが窺え、貼り床後に壁溝

を掘削している。主柱穴は確認できなかった。

出土遺物（図版 43、第 36 図 14 ～ 19）

14 は土師器甕である。丸味のある胴部で、外面はハケ、内面はケズリによって調整する。口径

は 18.2cm を測る。15・16 は小型丸底の壺である。15 は頸部が細く、外面をハケ調整し、内面に

は粘土の接合痕が残る。口径 5.6cm・器高 8.7cm を測る。16 は丸味のある体部で、外面はハケ調整、

内面はナデ調整を行う。頸部内面に粘土の接合痕が残る。口径 6.8cm・器高 8.3cm を測る。17 ～

19 は土師器高坏である。17 は口縁部がやや外反気味に伸び、口径 18.4cm を測る。18 は口縁部

が強く外反し、口径 18.4cm・器高 13.6cm を測る。北東側の屋内土坑から出土した。19 は細身の

脚部である。

時期は、出土遺物から古墳時代中期前半に位置付けられる。

20 号竪穴住居跡（第 37 図）

調査区の西側に位置し、22・23 号住居を切り、古代道路及びその側溝の５号溝に切られる。規

模は東西 3.04 ｍ、南北 2.5 ｍ以上で、主柱穴の位置からすると南北も 3.0 ｍ程度になろうか。
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第 35 図　Ⅳ－ A 区 16 ～ 18 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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第 36 図　Ⅳ－ A 区 16 ～ 18 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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第 37 図　Ⅳ－ A 区 20 号竪穴住居跡及びカマド実測図（1/30・1/60）

主柱穴は４本柱である。北西壁にカマドを設けている。

カマド（図版７、第 37 図）

北西壁の中央に位置し、遺存状況は比較的良好である。右袖は 61cm、左袖は 59cm を測る。燃

焼部の中央には土師器高坏を倒置させた支脚が残り、その手前側に被熱による赤変の範囲が広がる。

カマド構築に際しては床面の整地を行っており、不整形ながら深い場所で 26cm ほど掘り込んでいる。

出土遺物（第 38 図）
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第 38 図　Ⅳ－ A 区 20 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

１～３は土師器甕である。１は口縁部の立ち上がりが短い。２は緩やかな頸部で、口径 15.2cm

を測る。３は口縁部を強いヨコナデで成形する。口径 18.4cm である。４～７は土師器高坏である。

４は浅めの坏部で、口縁部がやや短めに伸びる。口径 18.0cm を測る。５は口縁部が直線的に伸び、

口縁端部を僅かに外反させる。口径 17.0cm を測る。６は坏部が平底で、内面にミガキの痕跡が残る。

脚部は中膨らみである。カマドの支脚に転用されていた個体で、口径 15.2cm を測る。７は脚付坏で、

脚部は細い基部から喇叭状に開く。８・９は土師器甑の把手である。８は断面楕円形、９は上面が

へこむ断面楕円形をなす。

10 は須恵器高坏の脚端部で、端部を下方へつまむ。11 は須恵器壺の底部とみられ、底部外面に

回転ヘラケズリを行う。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から古墳時代後期後半と推定される。

22 号竪穴住居跡（図版７、第 39 図）

調査区の西側に位置し、23 号住居を切り、20・24 号住居に切られる。住居の重複により基底部

付近のみが遺存していたが、規模は東西 2.78 ｍ、南北 3.24 ｍで、深さは残りの良い箇所で 0.44

ｍを測る。主柱穴は明確ではないが中央にピットがあり、小規模住居ということもあり、中央に

柱穴をもつような構造になるのかもしれない。住居の北西隅には長径 80cm、短径 72cm、深さ

67cm の円形土坑が掘られている。

出土遺物（図版 43、第 40 ～ 43 図）

１～ 16 は壺である。１は瀬戸内系の壺で、外面に粘土を張ってやや垂下する面を形成する。側

面には波状文を施した後に円環状の粘土で円形浮文を施す。２は頸部に突帯を廻らせ、工具による

キザミを施す。内外ともハケ調整である。３は素口縁で、口径 15.0cm を測る。４は二重口縁壺で、

やや器壁が厚い。口径 11.8cm を測る。５は山陰系の二重口縁壺で、屈曲部外面がやや張り出す。

６は二重口縁壺とみられる破片で、内外ともハケ調整する。７は二重口縁壺で、内外ともハケ調
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第 39 図　Ⅳ－ A 区 22・23 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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第 40 図　Ⅳ－ A 区 22 号竪穴住居跡出土遺物実測図①（1/3）
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第 41 図　Ⅳ－ A 区 22 号竪穴住居跡出土遺物実測図②（1/3）
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整である。口径 19.2cm を測る。８も二重口縁壺で、口径 21.0cm を測る。９は複合口縁壺で、口

縁端部が外側へ折れる。内面に指頭痕が残る。口径 16.0cm を測る。10 は畿内系の二重口縁壺で、

筒状の頸部から口縁部が大きく開く。口径 19.5cm を測る。11 は大型の山陰系二重口縁壺で、口

径 31.0cm に復元できる。12 は壺肩部で、頸部に断面台形の突帯を廻らせる。13 は胴部下半の破

片で、断面台形の低い突帯を廻らせる。14 は広口壺の頸部で、基部に幅広い突帯を廻らせ、格子

状にキザミを施す。15 は小型壺の底部とみられ、小さな平底である。16 は壺底部で、やや大型の

個体である。

17 ～ 21 は小型の壺である。11 は口縁部が短く立ち上がる。口径 6.2cm・器高 6.05cm を測る。

18 は口縁部が広めに開き、口縁部外面にハケメが残る。口径 9.3cm・器高 7.7cm を測る。19 は

外面にハケメが残り、内面は工具によるナデ調整を行う。20 は丸味のある体部で、口径 10.0cm

を測る。21 はさらに小型で、ミニチュアの壺か。口径 4.6cm・器高 4.5cm を測る。

22 ～ 39 は甕である。22 は山陰系の二重口縁甕である。23 は弥生土器の甕で、内外ともハケ

調整がみられる。混入品である。24 は小型の甕で、口径 11.0cm を測る。25 も小型甕で、口径

12.0cm を測る。26 以降は中型の甕である。26 は器壁の厚さが一定し、口径 17.2cm を測る。27

も同様の形態で、口径 16.0cm を測る。28 はやや外反する口縁で、口径 16.0cm を測る。29 は

短めの口縁部で、胴部はやや撫で肩である。口径 14.8cm を測る。30 はあまり肩が張らず、口径

18.0cm を測る。31 は直線的に伸びる口縁部の端部をやや内側につまむ。口径 16.9cm を測る。

32 も同様の形態で、外面にハケメが残る。口径は 18.6cm を測る。33 は頸部が強く締まる形態

で、外面にヨコハケがみられる。口径は 17.0cm を測る。34 は頸部の締まりが緩く、撫で肩であ

る。外面はタテハケ、内面はヘラケズリで調整する。口径 19.0cm を測る。35 はやや扁平な胴部

で、外面をタテハケ、内面をヘラケズリで調整する。口径 17.6cm を測る。36 は胴部上半の破片で、

撫で肩である。外面にハケメが残る。37 はあまり肩の張らない形態である。38 は口縁部が強く外

へ開き、頸部内面に面を持つ。胴部内面はヘラケズリか。39 は外反気味に伸びる口縁部で、端部

を内側につまむ。

40 は台付坏で、口径 10.2cm・器高 5.0cm を測る。

41 ～ 56 は高坏である。41 は僅かに外反する口縁部で、口径 17.6cm を測る。42 は屈曲高坏で、

厚みをもったまま口縁部へと至る。内面にハケメが残る。43 は喇叭状に開く脚部で、裾部へ至る

付近に２段の円孔を三方に穿つ。44 は長脚の高坏で、下端部に円孔透かしの一部が残る。45 は中

実の部分に工具を突き刺した痕跡が残る。裾部への屈曲部より上位に円孔２つを穿つ。46 も長脚

高坏で、内面はナデ、外面はハケで調整する。47 も長脚で、裾部への屈曲部に円孔を５方向に穿ち、

１カ所だけ円孔を二段に穿った痕跡が残る。48 は細身の脚部で、裾部が水平に開く。49 は細身な

がら器壁が厚く、裾部はハの字に開く。50 も同様の脚部で、裾部はほぼ水平に開く。51 は脚部か

ら裾部へと緩やかに開き、屈曲部に円孔を三方に穿つ。52 は細身の脚部で、内面にハケメが残る。

53 はほぼ水平に開く裾部を持ち、外面にヘラミガキを施す。54 は全体に厚手で、裾部への屈曲部

に円孔を穿つ。55 は細身の脚部で、裾部がほぼ水平に開く。56 は低めの脚部で、内面にシボリ痕

が残る。裾部内面はハケ調整である。

57 は深みのある坏で、内面はナデ調整である。口径 10.9cm を測る。

58 ～ 60 は鉢である。58 は口縁部がほとんど屈曲せず端部へと至る。口径 14.4cm・器高 6.6cm

を測る。59 は口縁部がくの字に折れる鉢である。60 は浅めの体部から直立気味に口縁が立ち上が
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第 42 図　Ⅳ－ A 区 22 号竪穴住居跡出土遺物実測図③（1/3）
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第 43 図　Ⅳ－ A 区 22 号竪穴住居跡出土遺物実測図④（1/3）
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第 44 図　Ⅳ－ A 区 23 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

る。口縁部内面にハケメが残り、外面はヘラミガキを施す。

61・62 は台付きの鉢か。61 は細く高い脚部で、下端部を内側につまむ。内外ともハケ調整する。

62 はやや基部が太く、外面をハケ調整、内面はナデ調整する。

63・64 は器台である。63 は小型で、頸部は閉塞しない。口縁部内面にミガキを施す。64 は正

面に抉りを持ち、厚手で、内外ともタテハケで調整する。

65 ～ 67 は支脚である。65 は上面が平坦で、中央に円孔を穿つ。66 は全体に器壁が厚く、内外

ともナデ調整である。口径 8.4cm・器高 9.1cm・底径 10.8cm を測る。67 は上面が傾斜し、中央

に径 1.0cm・深さ 2.0cm ほどの円孔を穿つが、貫通はしない。器高 7.6cm を測る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭ごろと推定される。

23 号竪穴住居跡（図版７、第 39 図）

調査区の西側に位置し、20・22・24・27 号住居や古代道路、道路側溝である５号溝に切られる。

遺構の重複による削平が著しいものの、住居自体が深く掘り込まれていたこともあり、規模や構造

は比較的分かりやすい。長方形住居で、規模は長辺 5.3 ｍ、短辺 4.4 ｍで、深さは 0.38 ｍを測る。

南辺を除いて壁に沿ってベッド状遺構がめぐり、東半分の壁際には幅 10 ～ 15cm ほどの溝がめぐ

る。主柱は２本柱で、西側の柱穴はベッド状遺構に少し食い込む位置にある。南壁の中央に接して

東西 72cm、南北 58cm、深さ 32cm の屋内土坑が掘られている。住居の中央は 23 号住居がさら

に深く掘り込まれていたため、炉跡の痕跡は確認できなかった。住居の埋土中には比較的多くの土

器が包含されていたが、その大半は上層からの出土で、最終的な埋没層に伴う。
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出土遺物（図版 43、第 44 図）

１・２は甕である。１は口縁部が緩やかに外反し、口径 17.4cm を測る。２はあまり肩の張らな

い胴部で、外面はハケメらしき痕跡が残る。口径は 21.6cm を測る。３は坏の口縁で、脚が付く可

能性もある。口縁部は内湾し、口径 16.4cm を測る。４は高坏で、尖り底気味の坏部から口縁部が

屈曲して伸びる。５は低脚坏で、脚部には円孔の三方透かしを二段に配する。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代後期後半～終末ごろと推定される。

24 号竪穴住居跡（図版７、第 45 図）

調査区の西側に位置し、３分の１ほどは調査区外に及ぶ。22・23・35号住居を切り、47号住居や１・

２号建物に切られる。規模は東西 5.54 ｍ以上、南北 5.9 ｍで、深さは 0.12 ｍを測る。主柱穴は２

基確認でき、その配置から主柱は４本柱とみられる。北西壁にはカマドを設けている。

カマド（第 45 図）

北西壁の中央に位置し、右袖は 83cm、左袖は 98cm ほどが残る。燃焼部からも土器が出土した

が支脚は確認できなかった。燃焼部の中ほどから手前側に焼土の堆積がみられることから、本来中

央に支脚があったと推定される。カマド構築の際には燃焼部の手前側を中心に床面の整地を行って

おり、深さ６cm ほどの浅い皿状の掘り込みがみられた。

出土遺物（第 46 図）

１は小型丸底壺の口縁で、内面にハケメが残る。口径は 8.0cm を測る。２～５は甕である。２

は口縁部が外反し、頸部内面に稜が入る。３はやや直立気味に外反する口縁で、胴部内面をヘラケ

ズリする以外はハケ調整である。４は小型の甕で、頸部の締まりが緩い。口径 13.0cm を測る。５

は頸部から口縁部まで弧を描くように外反する形態で、口径19.2cmを測る。６は低脚の高坏である。

７は丸底の坏で、口径 14.0cm・器高 4.5cm に復元できる。８は土師器甑の把手で、断面は不整円

形を呈する。９はミニチュア土器の底部である。

10 ～ 12 は須恵器坏蓋である。10 は口縁端部が丸く、天井部との境に段を持たない。口径

14.8cm を測る。11 は天井部との境で屈曲し、緩やかな稜を持つ。端部は丸い。12 は天井部との

境に段を持ち、端部内面にも段をつくる。13 ～ 16 は須恵器坏身である。口縁端部は、内面に面を

持つ 13、内面に稜を持つ 14・16、丸くつくる 15・17 に分けられる。底部外面は 15 ～ 17 に回

転ヘラケズリがみられる。法量は、15 が口径 11.0cm、16 が口径 12.4cm・器高 4.9cm、17 が口

径 10.5cm を測る。18 は高坏の脚部で、端部は断面方形である。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期後半に位置付けられよう。

25 号竪穴住居跡（第 47 図）

調査区の西端付近に位置し、35 号住居を切り、３号溝に切られる。37 号住居とも重複する可能

性があるが、先後関係は不明である。規模は３号溝に削平され不明確であるが、南北は 2.73 ｍで

ある。深さは 0.15 ｍを測る。北東隅にカマドが設けられている点は特異である。

カマド（第 47 図）

住居の北東隅に位置し、一部掘り過ぎているが、右袖が 73cm、左袖が 51cm を測る。燃焼部の

中央に土師器高坏を倒置した支脚があり、その周囲が被熱する。カマドの構築に先立って床面の整

地を行っており、支脚に転用された高坏はその整地面に接地している。
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第 45 図　Ⅳ－ A 区 24 号竪穴住居跡・カマド及び 47 号竪穴住居跡実測図（1/30・1/60）
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第 46 図　Ⅳ－ A 区 24 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

出土遺物（図版 43・44、第 49 図１～ 12）

１・２は土師器甕である。１は外面をタテハケ、内面をナデ調整で仕上げ、内面には粘土紐の継

ぎ目が残る。胴部の中ほどが欠けているが、口径 21.0cm・器高 28.0cm ほどに復元できる。２も

緩やかに屈曲する口縁部である。

３・４は坏である。3 は深みのある坏か。薄いつくりで、端部は細くなる。４は丸底で、外面に

ミガキの痕跡が残る。口径 13.0cm・器高 5.0cm を測る。５は鉢で、口縁部が緩やかに外反する。

口径 13.0cm を測る。

６～９は高坏である。６はカマド支脚に転用されていた。６・７は丸底の小型の坏部で、６は口

径 13.6cm、７は口径 13.0cm を測る。８は深みのある坏部で、口縁部を外反させ、脚裾部は水平

に開く。口径 16.6cm・器高 13.2cm を測る。９も裾部が水平に開く脚部である。

10 ～ 12 は須恵器坏蓋である。10 は丸味のある天井部で、口縁端部も丸く収める。天井部外面

は回転ヘラケズリする。口径 13.1cm・器高 4.3cm を測る。11 はやや扁平な天井部で、口縁部を

強く内湾させ、端部は丸くつくる。天井部外面は回転ヘラケズリである。口径 13.4cm・器高 4.25cm

を測る。12 は天井部との境に段があり、端部内面にも僅かに段をつくる。
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第 47 図　Ⅳ－ A 区 25 号竪穴住居跡及びカマド実測図（1/30・1/60）

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、６世紀末から７世紀初頭ごろと推定される。

26 号竪穴住居跡（第 48 図）

調査区の西側に位置し、27・35 号住居を切り、28 号住居や１・２号建物に切られる。規模は東

西 4.57 ｍ、南北 4.96 ｍで、深さは 0.09 ｍを測る。北西壁にカマドを備え、主柱は４本柱である。

北西寄りの柱穴２基は柱痕跡が明瞭で、柱径は 15 ～ 17cm と揃う。

カマド（図版８、第 48 図）

北西壁の中央に位置し、現代の撹乱もあって失われた部分も多いが、元々遺存状況は良好ではな

かった。袖部は一部掘り過ぎにより欠けた部分もあるが、右袖は 90cm ほどが残り、左袖は本来

85cm ほどが遺存していたと考えられる。燃焼部の中央には土師器高坏を倒置した支脚がややつぶ

れた状態で出土しており、その周囲から手前側にかけて被熱による赤変の範囲がみられる。
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第 48 図　Ⅳ－ A 区 26 号竪穴住居跡及びカマド実測図（1/30・1/60）
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第 49 図　Ⅳ－ A 区 25・26 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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出土遺物（第 49 図 13 ～ 21）

13・14 は土師器甕である。14 は外反する口縁で、体部外面にハケメが残る。15 は土師器高坏で、

カマドの支脚に転用されていた。口径 16.3cm を測る。

16 ～ 18 は須恵器坏蓋である。16・17 は口縁端部内面に稜を持ち、17 は天井部との境にも稜

を持つ。18 は全体に丸味があり、口径 14.0cm を測る。19 ～ 21 は須恵器坏身である。19 は口縁

端部内面に小さな面を持つ。20・21 は口縁端部が丸く、底部外面は回転ヘラケズリを行う。20 は

口径 12.6cm、21 は口径 12.0cm を測る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期後半でも末に近い時期に位置付けられよう。

27 号竪穴住居跡（第 50 図）

調査区の西側に位置し、23 号住居を切り、26・28・35 号住居や１・２号建物に切られる。南

西隅しか確認できないことから正確な規模は不明であるが、主柱穴の位置から判断すると一辺 4.6

ｍほどの正方形に復元できる。深さは 0.05 ｍを測る。主柱は４本柱で、住居の重複関係から北西

側にカマドを伴っていた可能性が高いが、26 号住居の造営に伴い床面まで失われている。

出土遺物（第 51 図１）

１は須恵器坏身の小片で、底部外面は回転ヘラケズリを行う。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期と推定される。

28 号竪穴住居跡（図版８、第 50 図）

調査区の西側に位置し、26・27 号住居を切る。規模は検出した範囲に基づけば、南北 3.2 ｍ、

東西 3.26 ｍであるが、南側はほぼ遺構面まで削平を受けており、南北の規模は本来さらに 80cm

程度は大きくなるだろう。主柱は４本柱で、南側の２基が南東壁に接する位置にあるが、既述のよ

うに住居の範囲がもう少し外側まで広がる可能性が高く、そうした場合には壁との位置関係は北側

の柱穴と同じ程度になると推測される。北西壁にカマドを備える

カマド（図版９、第 50 図）

北西壁の中央に位置し、燃焼部の奥が住居の外側に少し突出していて、煙道部は住居の外に少し

張り出す状態と推測される。袖部の突出はやや短く、右袖が 57cm、左袖が 47cm を測る。燃焼部

の中央には小型の土師器甕が倒置した状態で出土し、その手前が被熱により赤変していることから、

支脚に転用されたものと考えられる。倒置された甕の上面付近に別の土器片が多数出土した。なお、

カマドの構築に際しては床面を広く掘り込んでおり、粘質土でかたく整地していた。支脚に転用さ

れた土師器甕はこの整地面に置かれていた。

出土遺物（図版 44、第 51 図２～４）

２は須恵器坏身の破片である。３は土師器甕で、カマド内に伏せられ支脚として転用されていた。

内面はナデ、外面はタテハケで調整する。内面にコゲの痕跡があり、当初は甕としての使用があっ

たことが窺える。４は支脚で、上面がやや傾斜し、裾広がりの筒状を呈する。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期後半～末ごろであろう。

29 号竪穴住居跡（図版９、第 52 図）

調査区の西側に位置し、31 号住居を切り、１・３号溝や古代道路に切られる。調査開始当初は
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第 50 図　Ⅳ－ A 区 27・28 号竪穴住居跡及び 28 号竪穴住居跡カマド実測図（1/30・1/60）
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第 51 図　Ⅳ－ A 区 27・28 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

検出面で多数の土器のまとまりがみら

れたことから、住居に切り込む大型の

土坑が存在すると判断し「１号土坑」

として掘削したが、掘削が進むにつれ

て当住居の最終埋没に伴う土器群であ

ることが判明した。したがって、整理

段階に「１号土坑」と注記した土器は

いずれもこの住居に伴う資料であるの

で注意いただきたい。長方形住居と推

定されるが、規模は長辺 2.78 ｍ以上、

短辺 4.28 ｍで、深さ 0.34 ｍを測る。

床面中央には径 31cm ほどの被熱痕跡

があり炉が存在したのであろう。壁沿

いには溝がめぐり、南壁に接して長辺

42cm 以上、短辺 58cm、深さ 24cm の屋内土坑がある。主柱穴は確認できなかったが、住居の長

辺の規模は炉を基準に折り返せば 4.52 ｍ、屋内土坑を基準に折り返せば 5.2 ｍほどになる。

出土遺物（図版 44・45、第 53・54 図）

１～９は小型の壺である。１は外面をハケ、体部内面を工具ナデで調整する。口径 8.5cm を測る。

２はやや頸部が締まり、口径 7.6cm を測る。３はやや器壁が厚く、口径 10.4cm を測る。４は体

部のみで、底部は僅かに平底状をなす。５は口縁が直線的に伸び、口径 9.0cm・器高 10.9cm を測

る。６はやや大きな個体で、体部内面に粘土の継ぎ目を残す。７はほぼ完形で、口径 10.2cm・器

高 14.4cm を測る。８は体部上半に最大径を有し、内面をナデ調整するが、一部に粘土の継ぎ目を

残す。９は球形の体部で、器壁が厚く、外面にハケメを残す。12 は大型の山陰系二重口縁壺とみ

られ、口縁部は直立する。口径 27.0cm を測る。13 は複合口縁ないし二重口縁の壺の頸部で、外

面にハケメを残す。

10・11・14 ～ 19 は甕である。10 は球形胴で、口縁部は短く外反する。外面はタテハケ、内面

はヘラケズリを行う。口径 13.2cm を測る。11 も同様の胴部片で、10 と同じく頸部付近の内面に

粘土の継ぎ目を残す。14 は肩の張らない胴部で、内面はヘラケズリの後にナデ、外面はタテハケ

第 52 図　Ⅳ－ A 区 29 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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第 53 図　Ⅳ－ A 区 29 号竪穴住居跡出土遺物実測図①（1/3）
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第 54 図　Ⅳ－ A 区 29 号竪穴住居跡出土遺物実測図②（1/3）
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で調整する。15 は口縁部が内湾し、外面はタテハケ、内面はヘラケズリを行う。口径 17.3cm・器

高 31.8cm を測る。16 も口縁部が僅かに内湾し、外面にハケメを残し、内面は頸部から下をヘラ

ケズリする。口径 14.0cm を測る。17 はやや小型の甕で、外面をタテハケ、内面をヘラケズリで

調整する。口径は 12.6cm・器高 20.6cm を測る。18 はやや器壁が厚く、外面をタテハケ、内面を

ヘラケズリで調整する。口径は 17.8cm を測る。19 は薄手でやや小型の甕になろうか。

20 ～ 28 は高坏である。20 は外反する口縁部で、外面をハケ調整する。口径は 16.8cm を測る。

21 は脚裾部が内湾気味ながらも水平に開く。脚部の内面はヘラケズリする。22 はやや太めの脚部

から、裾部がほぼ水平に短く折れる。23 は裾部への屈曲が緩やかである。34 は裾部が水平に広がり、

脚部内面をヘラケズリする。25は器壁の厚い脚部である。26は低脚である。27は中実の低い脚部で、

内外ともハケ調整する。台付坏の可能性もある。28 はハの字に開く脚部で、円孔を穿っている。

29・30 は器台である。29 は口縁のみであるが、外面にハケメを残す。30 は正面に抉りのある

もので、器壁が厚い。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代前期後半に位置付けられよう。

30 号竪穴住居跡（図版９、第 55 図）

調査区の西側に位置し、31・32 号住居を切り、５・６号建物や３号溝に切られる。規模は東西 5.25

ｍ、南北 4.75 ｍで、深さは 0.23 ｍを測る。主柱は４本柱で、柱痕跡が明瞭に残り、柱径は西側の

２基が 16 ～ 18cm でほぼ揃うのに対して、北東の１基は径 26cm と太い。北壁にカマドを備え、

四壁に沿って幅 15cm ほどの溝がめぐらせる。

カマド（第 55 図）

北壁の中央に位置し、右袖 81cm、左袖 83cm を測る。燃焼部の中央には高さ 16cm、幅９cm、

厚さ５cm の石材が据えられた状態で出土した。その周囲には土師器甑などの破片がまとまって出

土したが、燃焼部の底面からは浮いている。カマドの構築に際してはおよそカマド本体を設置する

範囲に対して、深さ 10cm 程度に浅く掘り窪め、改めて粘質土で底面を整地しており、支脚に使用

された石材も下部がこの整地に入る状態で据えられていた。

出土遺物（図版 44、第 56 図）

１は弥生土器の壺底部であろう。２は土師器鉢で、口縁部が外反する。口径 18.1cm を測る。３・

４は土師器甕である。３は器壁が厚く、内外ともハケ調整する。口径 21.0cm を測る。４はあまり

肩の張らない胴部で、口径 18.2cm を測る。５・６は平底の鉢である。５は外面をハケ、内面を工

具ナデで調整し、口径 10.0cm・器高 5.7cm を測る。６は底部が径 4.5cm と広く、体部は扁平に広

がるようである。７・８は把手である。７は断面楕円形で、細身であるため坏などに付くものか。

８は断面不整楕円形で、真っ直ぐ伸びる。９は土師器甑で、断面が太い楕円形を呈し、内面をハケ

調整する。10 は須恵器模倣土師器の坏である。

11 ～ 13 は須恵器坏蓋である。11 は天井部との境が僅かに沈線状にくぼみ、外面は回転ヘラケ

ズリの後にヘラ記号を刻む。内面には同心円の当て具痕が残る。口径 14.0cm・器高 4.35cm を測る。

12 はやや小型で、高坏坏部の可能性もある。外面は回転ヘラケズリする。13 は天井部との境に段

があり、口縁端部内面に面を持つ。外面は回転ヘラケズリする。14・15 は須恵器坏身である。と

もに口縁端部は丸味を持ち、15 は外面を回転ヘラケズリする。
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第 55 図　Ⅳ－ A 区 30 号竪穴住居跡及びカマド実測図（1/30・1/60）
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第 56 図　Ⅳ－ A 区 30 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期後半～末に位置付けられる。

31 号竪穴住居跡（図版９・10、第 57 図）

調査区の西側に位置し、29・30 号住居や６号建物、１・３号溝に切られる。遺構の重複によ

り南東側を大きく失っているが、南東側に辛うじて遺存していた屋内土坑の存在から、長辺 5.78

ｍ、短辺 3.9 ｍと判明し、深さは 0.25 ｍを測る。主柱は２本柱で、柱穴の中間に長径 96cm、短

径 61cm、深さ 17cm の炉がある。炉の上面には焼土に混じって土器片が集中して出土したが、炉

より上位に堆積しており、炉が埋まってから堆積したものであろう。北壁と東壁に沿って溝がめぐ
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第 57 図　Ⅳ－ A 区 31 号竪穴住居跡・炉・屋内土坑及び 32 号竪穴住居跡実測図（1/30・1/60）
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第 58 図　Ⅳ－ A 区 31 号竪穴住居跡出土遺物実測図①（1/3）
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第 59 図　Ⅳ－ A 区 31 号竪穴住居跡出土遺物実測図②及び 32 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3、34 は 1/4）
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る。屋内土坑は長径 77cm、短径 52cm、深さ 28cm の楕円形を呈し、底面から８cm ほど浮いた

位置に口縁部側と底部側に大きく割れた状態で甕が出土した。また、屋内土坑の北側から手焙形土

器の完形品が出土した。図面の不備もあって図化できなかったが、径 50cm 程度の土坑状の掘り込

みから出土したものである（図版 10 参照）。なお、住居の西側の床面でも長径 75cm 以上、短径

73cm、深さ 17cm のやや隅丸気味の楕円形土坑を確認し、埋土の上層に炭化材がまとまって出土

した。この土坑が当住居に伴う遺構かどうかは不明である。

出土遺物（図版 44・45、第 58 図・第 59 図 16 ～ 34）

１～６は弥生土器壺である。１は頸部があまり締まらず、口径 11.0cm を測る。２は体部が扁平

な短頸壺で、口径 9.9cm・器高 9.8cm を測る。３は直口壺で、口縁部外面にハケメを残す。口径

は 10.4cm を測る。４は甕の可能性もあるが、器壁が厚いことから壺とした。口径は 19.0cm を測る。

５・６は底部片で、５は内外ともハケ調整する。

７～ 22 は弥生土器甕である。７は小型の平底で、外面にタタキ目が残る。８はやや小型で、底

部は尖る。外面はタタキを行い、内面はハケ調整する。口径 15.0cm・器高 17.0cm を測る。９も

肩の張らない形態で、外面に僅かにタタキ目を残す。口径 16.4cm を測る。10・11 は底部片で、

10 は僅かに底面を持つ尖り底、11 は平底である。ともに外面はタタキ目を残す。12 ～ 15 は中型

で、いずれも外面にタタキ目を残し、内面はハケ調整する。15 は平底である。12 は口径 15.8cm、

13 は口径 25.0cm、14 は口径 12.8cm を測り、14 は口径が小さい。16 は口縁部が長めに外反し、

口径 13.0cm を測る。17 は口縁部が短く、内外ともハケ調整する。口径 12.0cm を測る。18 は締

りのない頸部で、胴部内面はヘラケズリを行う。口径 11.8cm を測る。19 は口縁部が直立気味で、

頸部に締まりがない。口径 12.6cm を測る。20 は胴部が撫で肩で、外面にハケメを残し、内面に

は粘土の継ぎ目が残る。口径 15.0cm を測る。21 は短い口縁で、内面に粘土の継ぎ目を残す。22

は外反する口縁である。

23・24 は高坏である。23 はやや高めの脚部で、外面に丹塗りする。裾部との境に円孔を４つ穿

つ。24 は低脚で、内外ともナデで仕上げる。25・26 は台付坏の脚部とみられる。26 は器壁が厚く、

ハの字に開く。27・28 は平底の鉢である。27 は内外ともハケ調整し、28 は外面をナデ、内面を

工具によるナデで調整する。29 は鉢の口縁で、内外ともハケ調整する。30 は底部に穿孔を行う鉢で、

内外ともハケ調整である。31 は深みのある平底の鉢である。32・33 はミニチュア土器で、33 は

口径 4.0cm・器高 2.9cm を測る。34 は手焙り型土器で、ほぼ完形である。面は板状で、素文である。

鉢部と覆部の接合部に突帯を廻らせ、鉢部の上位にも突帯を廻らせる。底部は平底である。屋内土

坑から出土した。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代終末ごろに位置付けられる。

32 号竪穴住居跡（第 57 図）

調査区の北西側に位置し、30・33・49・150 号住居や 11 号溝、５・６号建物に切られる。50

号住居とも重複する位置にあるが、層位的に先後関係を確認することはできなかった。規模は主柱

穴の位置からすると少なくとも長辺５ｍ、東西４ｍほどになろうか。主柱は２本柱で、主柱穴の中

間に 30 号住居に削平されながらも炉の残欠が残る。炉は推定径 40cm ほどで、深さは 13cm を測り、

底面は被熱により赤変していた。炉の南東側には焼土の分布が顕著に認められたが、当住居に伴う

ものかどうかの判断に苦しむ。
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出土遺物（第 59 図 35）

35 は弥生土器壺の底部か。丸底で、外面にハケメがみられる。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代後期後半～末ごろと推定される。

33 号竪穴住居跡（第 60 図）

調査区の北西側に位置し、32・49・50 号住居を切り、５号建物や 11 号溝に切られる。なお、

完掘後に本来 150 号住居に切られることが判明したため、出土遺物の一部に 150 号住居に伴うべ

き遺物が若干混入している可能性がある。規模は長辺 4.4 ｍ、短辺 3.8 ｍで、深さは 0.25 ｍを測る。

主柱穴は３基しか確認できなかったが、本来は４本柱であったと推定される。カマドや炉などの痕

跡は確認できなかった。

出土遺物（図版 45、第 61 図）

１～５は壺である。１は小型の丸底壺とみられ、口径は 10.0cm を測る。２は小型の二重口縁壺で、

口縁部外面は摩滅しているが凹線があるようで、瀬戸内系か。３は外面に沈線の下に竹管文を施す。

４は口縁部がやや長めに伸び、口径 18.0cm を測る。５は底部片で、平底である。

６～ 10 は甕である。６はやや直立気味の口縁で、口径 12.0cm を測る。７は外反気味の口縁で、

口径 13.4cm を測る。８は同一個体を図上で復元したもので、口径 13.0cm・器高 15.5cm に復元

できる。９は丸味のある胴部で、口径 18.0cm を測る。10 は口縁端部側を外反させ、体部内面は

ヘラケズリとみられる。

11 ～ 18 は高坏である。11 は弥生土器高坏で、口縁部が内湾する。12 は有稜高坏の坏部片であ

る。13 は比較的小型の坏部と推定される。14 は脚部から裾部にかけて緩やかに開く。15 ～ 18 は

脚部で、15 は細身で高く、16 はハの字に開き、17・18 は器壁が厚く短く伸びる。18 のみ円孔の

透かしがみられる。

19 は鉢の口縁で、口縁部のみ外へ折る。20 は山陰系の鼓形器台で、下半部内面はヘラケズリと

みられる。口径 15.0cm を測る。21 は平底の坏で、腰に丸味がある。外面は横方向のハケ調整で、

内面は放射状の暗文を施す。口径 16.8cm・器高 5.45cm を測る。本来 11 号溝に伴う遺物か。22

は土師器甑の把手で、断面は楕円形を呈する。23 は小型の坏である。24 はミニチュア土器の壺で

あろう。

25 は須恵器坏蓋で、口径 14.6cm である。天地逆となり坏あるいは高台付坏になる可能性もあり、

その場合は 11 号溝に伴うべき遺物といえる。26・27 も須恵器坏蓋で、ともに端部は方形につくり、

27 は天井部との境が緩やかな段をなす。

時期は、複数の遺構の切り合いを十分に見極めることができなかったために時代幅のある遺物が

混在していて判断に苦しむが、古墳時代後期後半とみるべきか。

34 号竪穴住居跡（第 60 図）

調査区の北西側に位置し、ほとんど調査区外に及び、その部分は東九州自動車道建設に伴う延永

ヤヨミ園遺跡Ⅱ－３区の「28 号住居跡」として調査、報告されている（九州歴史資料館 2014）。

住居の構造に関わる実測図や詳細は既に報告されているので、本書ではⅣ A 区で検出した範囲のみ

図示する。なお、既刊の報告書では南西壁中央に接する土坑について触れられていないが、調査状

況を鑑みると当住居に伴う屋内土坑として良いだろう。主柱は４本柱で、北西壁にカマドを伴う。
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第 60 図　Ⅳ－ A 区 33 ～ 35 号竪穴住居跡及び 35 号竪穴住居跡カマド実測図（1/30・1/60）
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第 61 図　Ⅳ－ A 区 33 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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第 62 図　Ⅳ－ A 区 35 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

詳細は既刊報告書を参照いただきたい。

35 号竪穴住居跡（図版 10、第 60 図）

調査区の西側に位置し、27 号住居を切り、24・25・26 号住居、１・２号建物に切られる。平

面形はやや不整形な長方形であるが、規模は最大で長辺 4.5 ｍ、短辺 3.9 ｍを測り、深さは 0.09

ｍである。北壁にカマドを備えることから主柱は 4 本柱になると想定していたが、結果的には２本

柱であった。

カマド（図版 10、第 60 図）

北壁の中央に位置し、遺存状況は良くなかったが、右袖 56cm 以上、左袖 68cm 以上を測る。燃

焼部は、奥側に別遺構が掘り込まれており手前側の状況しかわからないが、遺存している範囲には

廃絶後に堆積した土器片が出土した程度で、支脚はなかった。燃焼部内には炭化物を含む焼土層が

厚く堆積していた。土師器甕が右袖上に接して置かれた状況で出土しており、住居の廃絶に伴って

カマドを破壊し、その後に甕を据えたものと推測される。燃焼部に支脚がないことも、破壊行為が

あったためか。

出土遺物（図版 45、第 62 図）

１・２は土師器甕で、ともにカマド付近で出土した。１はやや小型で、口径 13.4cm を測る。２

は体部内面をヘラケズリし、口径 17.4cm を測る。３～５は土師器高坏である。３は底部と口縁部

の境に稜を持ち、口径 16.3cm を測る。４は細身の脚部で、裾部は平坦なハの字状に開く。５は大

型で深みのある坏部で、口径 21.0cm を測る。６は甑の口縁部で、カマド付近から出土した。外面

はタテハケ、内面は下半をヘラケズリ、上半をヨコハケで調整する。
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７～９は須恵器坏身である。口縁端部は７・８が丸く、９は内面に小さく段をつくる。８・９の

底部外面は回転ヘラケズリである。７は口径 12.6cm、８は口径 11.8cm・器高 5.0cm、９は口径

14.8cm を測る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期後半に位置付けられよう。

36 号竪穴住居跡（第 63 図）

調査区の西側に位置し、３号溝や１・２号建物に切られる。48 号住居とは重複する位置にあり、

検出時には 48 号住居を切ると判断したが、調査の状況を踏まえると逆に 48 号住居に切られる可

能性が高い。規模は南北3.9ｍで、東西は主柱穴の位置からすると4.1ｍほどになろうか。深さは0.34

ｍを測る。主柱は２本柱で、東側の柱穴では柱痕跡が明瞭で、柱径は 18cm である。住居埋土から

は多量の土器片が出土したが、床面直上付近にあるものから、床面から 20cm 以上浮いているもの

まで様々である。なお、床面の一部には貼り床を行っており、その上面を精査したが、炉跡は確認

できなかった。

出土遺物（図版 45、第 64 図）

１～４は壺である。１は複合口縁壺で、外面にハケメがみられる。２は外反する口縁で、かなり

丸味のある体部になるとみられる。口径は 14.8cm を測る。３は底部片で、平底である。外面に黒

斑がみられる。４は複合口縁壺で、屈曲部の貼り付け位置が内側に入るため、突帯状に突き出る。

口径は 21.0cm を測る。

５～ 11 は甕である。５は大きく外反する口縁部で、内外ともハケ調整である。６は小型の甕で、

口径 13.0cm を測る。７は二重口縁で、口縁が短く立ち上がることから吉備系の土器か。８は緩や

かに外反する口縁を持ち、体部内面をハケ調整する。９は撫で肩とみられ、口径 13.4cm を測る。

10 は頸部の締まりが弱い形態で、外面にタテハケの痕跡が残る。11 は直線的に伸びる口縁を持ち、

口径 16.0cm を測る。

12 ～ 26 は高坏である。12 は径も小さく浅い点でやや異なるが、13 ～ 19 はいずれも似たよう

な形態の有稜高坏である。多くはハケ調整しているようで、18 のみ外面に放射状の暗文の痕跡が

残る。法量は 12 が口径 14.6cm、13 が口径 15.6cm、14 が口径 15.6cm、15 が口径 16.5cm、16

が口径 16.7cm、17 が口径 17.4cm、18 が口径 18.0cm、19 が口径 20.8cm・器高 13.0cm を測る。

20 ～ 26 は脚部である。20 は大型で外面をタテハケ、内面を横方向のヘラケズリで整える。21 は

裾部へと開きはじめる部分に円孔透かしを２つ穿っている。22 もハの字に開き、裾部への屈曲部

に円孔を穿つ。23 は低脚かつ小型で、裾部は短く広がり端部を内側につまむ。24 は裾部が水平に

近く開く。25 も同様の形態で、外面はミガキを施し、内面は横方向のヘラケズリを行う。26 も同

様の形態で、内面にシボリ痕が残る。

27 は器台の破片で、内面にシボリ痕がみられる。28 は丸底の鉢で、口縁部が小さく曲がる。

時期は遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代前期後半ごろに位置付けられようか。

37 号竪穴住居跡（図版 11、第 63 図）

調査区の西端に位置し、38・48 号住居と３号溝に切られる。25・36 号住居とも重複する位置

にあるが、層位的に先後関係を確認することはできなかった。僅かに南壁の一部が残るのみで、全

体規模は不明である。確実に主柱穴といえる遺構も確認できなかった。
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第 63 図　Ⅳ－ A 区 36・37・48 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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第 64 図　Ⅳ－ A 区 36 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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第 65 図　Ⅳ－ A 区 37・38 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

出土遺物（第 65 図１～７）

１・２は複合口縁壺の口縁部で、１は内外にミガキを施す。３は壺底部で、平底である。４は弥

生土器の甕口縁で、端部に向かって肥厚する。５・６は土師器甕で、５は外反する形態、６は外反

しながら端部の内側をつまむ。７は須恵器坏蓋の口縁部で、端部内面に段を有する。

時期は遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期中頃～後半と推定される。

38 号竪穴住居跡（図版 11、第 66 図）

調査区の西端に位置し、37・46 号住居を切り、３号溝に切られる。ほとんどが調査区外にあるため、

全体的な規模は不明で、東壁 3.75 ｍ分を確認したにとどまる。深さは 0.24 ｍを測る。床面近くか

ら土器が出土しているが、まとまるような状況にはなく、調査範囲では主柱穴などの遺構も確認で

きなかった。

出土遺物（図版 45、第 65 図８～ 16）

８は土師器の小型壺である。外面はタテハケ後にヘラ状工具によるナデで仕上げ、内面は体部を

ナデ、口縁部をヨコハケで調整する。口径 8.8cm・器高 12.4cm を測る。９は高坏脚部で、低脚で
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第 66 図　Ⅳ－ A 区 38 号竪穴住居跡及び 39 号竪穴住居跡・カマド実測図（1/30・1/60）
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ある。10は坏で、口縁部内面に面を持つ。口径13.8cmを測る。11はミニチュア土器で、口径3.4cm・

器高 2.1cm を測る。

12・13 は須恵器坏蓋である。ともに天井部外面は回転ヘラケズリし、口縁部との境に稜を持つ。

12 の内面には同心円の当て具痕が残る。12 は口径 15.0cm・器高 4.7cm、13 は口径 14.0cm・器

高 4.3cm を測る。14・15 は須恵器坏身である。ともに底部外面を回転ヘラケズリし、口縁端部内

面に段をつくる。14 の内面には同心円の当て具痕が残る。14 は口径 12.4cm・器高 5.1cm、15 は

口径 13.0cm を測る。16 は須恵器 で、口縁部と頸部に波状文を施す。体部には２条の沈線をめ

ぐらせ、その間に工具でキザミを施し、その後径 1.3cm ほどの円孔を穿っている。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期中頃～後半に位置付けられよう。

39 号竪穴住居跡（図版 12、第 66 図）

調査区の西側に位置し、52・65 号住居を切る。規模は長辺 4.0m、短辺 3.72 ｍで、深さは 0.17

ｍを測る。主柱は４本柱で、柱痕跡が明瞭に残り、柱径は 13 ～ 15cm で揃っている。北西壁沿い

にカマドを備え、カマド周辺を除く四壁に沿って幅 10 ～ 15cm ほどの溝がめぐる。床面付近から

遺物が出土しているが、とくにまとまって出土するような状況は認められない。

カマド（図版 11、第 66 図）

北西壁の中央に位置し、右袖は 62cm、左袖は 60cm ほど残る。燃焼部の中央に高さ 21cm、幅

18cm ほどの石材が据えられており、その周囲から土師器甕の破片が多数出土した。その石材の手

前に被熱による赤変の範囲が認められることから、石材を支脚に用いたものと考えられる。なお、

カマドの構築に際しては、一度カマド本体より一回り大きく皿状に掘り込み、粘質土で埋戻し底面

を整えており、支脚に用いられた石材も底面の整地の際に据えられたようである。カマド構築土は

やや灰褐色土混じりの灰白色土で、やや砂質である。

出土遺物（図版 46、第 67 図、第137図３）

１は二重口縁壺の口縁部とみられ、外面に沈線を２条廻らせ、その下に竹管文を施す。２～７

は甕である。２～４は小型で、いずれも外面をタテハケ、内面をヘラケズリで調整する。４の底部

は若干平底気味の丸底を呈する。２は口径 15.8cm、３は口径 16.2cm を測る。５・６は中型で、

いずれも内面をヘラケズリしている。６の外面は摩滅しているがハケ調整とみられる。５が口径

20.2cm、６が口径 15.5cm・器高 26.5cm を測る。７はさらに大型であるが、外面をタテハケ、内

面をヘラケズリで調整する点は共通する。口径 27.0cm を測る。８は甑把手で、断面は楕円形を呈

する。

９～ 13 は須恵器坏蓋である。10・12・13 は天井部と口縁部の境に緩やかな稜を持つが、９・

11 はほとんど丸く仕上げる。口縁端部は 10 と 13 に内面の段が認められる。12 を除いて天井部

外面は回転ヘラケズリを行う。９は口径14.8cm、10は口径16.3cm、11は口径14.4cm・器高4.0cm

を測る。14～17は須恵器坏身である。14のみ口縁端部内面に面を持ち、その他は端部を丸くする。

17 を除いて底部外面に回転ヘラケズリが確認できる。14 は口径 13.2cm、15 は口径 14.0cm・器

高 5.0cm を測る。18 は須恵器壺の口縁部片とみられ、外面に細かな波状文を施す。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から古墳時代後期後半に位置付けられる。
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第 67 図　Ⅳ－ A 区 39 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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第 68 図　Ⅳ－ A 区 40・41 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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40 号竪穴住居跡（第 68 図）

調査区の中央に位置し、73 号住居を切り、６号溝や古代道路に切られる。98 号住居と重複する

位置にある可能性が高いが、先後関係は不明である。規模は長辺 5.38 ｍ、短辺 4.65 ｍで、深さ

0.15 ｍを測る。南西側の壁際と北東側の壁際にベッド状遺構があり、その縁辺部を中心に溝がめ

ぐる。主柱は４本柱で北東側の柱穴はベッド状遺構に少し切り込んでいる。南東側の壁際に接して

長辺 67cm、短辺 63cm、深さ 49cm の土坑と、これに切られる径 72cm ほどの不整円形土坑があり、

ともに入口付近に設けられた屋内土坑と推定される。

出土遺物（図版 46、第 69 図）

１は複合口縁壺で、頸部外面にハケメが残り、頸基部に突帯を廻らせる。口径 16.0cm を測る。

２～４は甕である。２は器壁がやや厚く、内外ともハケ調整する。口径 13.0cm を測る。３は薄手

第 69 図　Ⅳ－ A 区 40 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

10cm0

1

5

7

6

8

10

9

2

3

4



― 89 ―

第 70 図　Ⅳ－ A 区 41 号竪穴住居跡カマド実測図（1/30）

で、外面にタタキ痕が残る。口径は 14.0cm を測る。４は口縁部が短く伸び、端部を内側に曲げる。

口径 12.3cm を測る。５・６は平底の坏ないし鉢である。５は口径 9.2cm・器高 4.3cm、６は口径

11.6cm・器高 4.1cm を測る。７・８は高坏脚部である。７はハの字に開く形態で、円孔が穿たれ

ている。８は中実で柱状に伸び、緩やかに裾部へと屈曲する。９・10 は器台である。９は大型で、

内外ともナデ調整する。10 は上面が傾斜し、やや内湾気味に下端部へと至る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代初頭ごろと推定される。

41 号竪穴住居跡（図版 12、第 68 図）

調査区の南端に位置し、11・78・79・80・82・147 号住居を切り、13 号住居に切られる。規

模は一辺 5.36 ｍで、深さ 0.62 ｍを測る。主柱は４本柱で、北西壁沿いの一部に幅 10 ～ 15cm ほ

どの溝が掘られており、北西壁から少し離れた位置にカマドの残欠を確認した。

カマド（第 70 図）

北西壁から 30cm ほど離れた位置に東西 96cm、南北 91cm、深さ９cm の不整形な浅い掘り込

みがあり、その中央がさらに径 30cm、深さ２cm ほどくぼみ、その部分を中心に被熱による赤変

の範囲がみられた。住居埋土に須恵器が包含されることから、検出段階からカマドの存在に注意し

ていたが、カマド構築土が一切みられず、焼土や炭化物もみられなかった。しかし、遺物から推定

される時期や住居の構造、北側寄りの壁に近い位置に被熱部分を伴う掘り込みがあることから、本

来はカマドが存在したと考える。

出土遺物（図版 46、第 71・72 図）

１・２は壺である。１は口縁部が外反して伸び、口径 9.3cm を測る。２は複合口縁壺で、頸基

部に突帯を廻らせる。３～５は甕である。３は器壁に厚みがあり、外面はタテハケ調整ある。内面

も頸部付近にハケメが残る。口径 15.0cm を測る。４は大きく外反する口縁で、体部内面はヘラケ

ズリ、口縁部内面はヨコハケで調整する。口径 20.0cm を測る。５は丸底の底部で、内面はハケ調

整である。

７・８は坏である。ともに丸底で、

７は口縁部が真っ直ぐ立ち上がり、８

は口縁端部のみ外側に曲げる。７は

口径 12.2cm・器高 5.2cm、８は口径

12.6cm・器高 5.3cm を測る。

９～ 16 は高坏である。９は低く

広がる口縁部である。10 は坏部が

やや小振りで、脚裾部が水平に広が

る。口径 14.4cm・器高 13.2cm を測

る。12・14 は同じ形態で、14 は内

面を横方向のミガキ、外面はタテハ

ケの後にナデで仕上げる。12 は口径

16.6cm、14 は 口 径 17.9cm を 測 る。

11・13・15・16 は脚部で、11 は円

孔を５方向に穿つ。13 は喇叭状に広
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第 71 図　Ⅳ－ A 区 41 号竪穴住居跡出土遺物実測図①（1/3）
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第 72 図　Ⅳ－ A 区 41 号竪穴住居跡出土遺物実測図②（1/3）
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がり、15 は脚部内側から坏部側にむかって直径７ｍｍほどの孔が貫通する。16 は低脚である。

６・17 ～ 22 は甑である。６は口縁部片で、内面にヘラケズリの痕跡が残る。17 は全体が分か

る資料で、外面は断面円形の把手を貼り付けた後にタテハケ調整し、内面はハケ調整の後にヘラ

ケズリしている。口径 25.4cm・器高 23.0cm を測る。18 ～ 20 は把手で、18・19 は断面楕円形、

20 は倒卵形を呈し、18 の内面にはハケメが認められる。21・22 は体部で、21 は断面不整楕円形

を呈する把手を貼り付ける。22 は把手が剥離しており、外面はタテハケ、内面はヘラケズリで調

整する。口径 28.0cm 程度になろうか。

23 ～ 26 は須恵器坏蓋である。口縁端部は 26 が内面に段を持つ以外は、いずれも丸い。25・

26 の天井部外面は回転ヘラケズリを行う。25 は口径 11.8cm・器高 4.0cm、26 は口径 14.2cm・

器高 5.2cm を測る。27 ～ 35 は須恵器坏身である。底部外面は 32・35 を除いて、いずれも回

転ヘラケズリを行っている。口縁端部は 30・33 に面がみられるものの、他は丸くつくる。27

は 口 径 11.0cm、28 は 口 径 11.0cm、29 は 口 径 13.0cm、30 は 12.4cm、31 は 12.4cm、32 は

13.8cm、33 は口径 13.0cm、34 は口径 12.3cm・器高 4.6cm、36 は口径 13.0cm・器高 3.5cm、

37 は口径 13.1cm を測る。

38 は須恵器高坏の脚端部とみられ、端部は外側に屈曲する。39 は須恵器𤭯の体部で、体部中位

に円孔を穿ち、底部付近はカキメを施す。40 は須恵器短頸壺で、口縁部が直立する。口径 14.0cm

を測る。41 は須恵器壺の頸部片で、内面に青海波のタタキ痕が残るが、外面はナデ調整している。

42 は提瓶の把手とみられ、断面楕円形を呈する。43 は広口壺の口縁で、中ほどに３条の沈線を廻

らせ、その上下に波状文を配している。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期後半～末に位置付けられよう。

43 号竪穴住居跡（第 73 図）

調査区の中央からやや東寄りに位置し、70・151 号住居を切り、44 号樹巨や古代道路に切られる。

遺構の重複による削平で規模は不明であるが、主柱穴の認定が正しければ長辺 5.0 ｍ、短辺 3.7 ｍ

程度になると推定できる。古代道路と重複する位置を含めて浅いピットを確認したが、非常に浅く、

主柱穴とするには疑問が残る。

出土遺物（第 74 図１～３）

１は弥生土器高坏で、口縁部が内湾する。２は弥生土器壺で、２条の突帯をめぐらせる。３は須

恵器甕で、内面に同心円の当て具痕が残る。混入品か。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代後期後半と推定される。

44 号竪穴住居跡（図版 12、第 73 図）

調査区の東側に位置し、43・55・56・69・151 号住居を切り、54 号土坑や古代道路に切られる。

この付近は現代の削平が著しく、ベッド状遺構の高さぐらいまで削平が及んでいた。規模は長辺6.82

ｍ、短辺 5.87 ｍで、深さ 0.14 ｍを測る。四壁に沿ってベッド状遺構がめぐるが、北西壁沿いは削

平が著しくほとんど失われている。南東壁の中央は現代の撹乱や 54 号土坑によって深く掘り込ま

れているが、この部分に入口があったと推定される。なお、54 号土坑は他の住居の屋内土坑に比

べて非常に大型で深いため、別遺構と考えた。主柱は４本柱で、柱痕跡が明瞭に残っており、柱径

は 16 ～ 20cm である。なお、床面を精査したが炉は確認できなかった。
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第 73 図　Ⅳ－ A 区 43・44 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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第 74 図　Ⅳ－ A 区 43・44・47・48 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

出土遺物（第 74 図４～ 10）

４は頸部のあまり締まらない壺で、口径 10.0cm・器高 8.7cm を測る。５・６は甕で、６は口径

16.0cm を測る。７～９は高坏である。７は口縁部が直線的に開き、内外ともハケ調整を行う。口

径 20.6cm を測る。８は低脚で、台付坏とすべきかもしれない。裾部は大きく開き、屈曲部に円孔

を穿つ。９は内面にシボリ痕がみられる。10 は小型の鉢で、口縁部が僅かに外反する。口径 9.9cm・

器高 6.0cm を測る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代前期前半に位置付けられよう。
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第 75 図　Ⅳ－ A 区 47 号竪穴住居跡カマド実測図（1/30）

47 号竪穴住居跡（図版８、第 75 図）

調査区の西側に位置し、24 号住居を切る。わずかに北東隅の一部を確認したにとどまるが、そ

の範囲にカマドを備えていた。規模は、北西辺 0.98 ｍ以上、北東辺 1.5 ｍ以上で、深さ 0.1 ｍを測る。

主柱穴は確認できなかった。

カマド（第 75 図）

遺存状況は良くないが、左袖が北西壁にほぼ接して設置されたカマドである。右袖は 52cm、左

袖は 64cm が残る。燃焼部の中央付近のみ焼土が分布していたが、被熱による赤変などは確認でき

なかった。袖部は灰白色土によって構築され、カマド内の堆積土中にも灰白色土が混じっていた。

出土遺物（第 74 図 11・12）

11 は二重口縁壺で、器壁が厚い。混入品か。12 はあまり肩の張らない甕の胴部片である。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期後半と推定される。

48 号竪穴住居跡（図版 11、第 63 図）

調査区の西端に位置し、36・38 号住居と３号溝に切られ、37 号住居を切る。南東壁と南西壁の

一部を確認した程度であるが、規模は主柱穴の位置からみて少なくとも南北 4.3 ｍにはなるだろう。

深さは遺構検出面までを復元して 0.28 ｍを測る。主柱穴は２基確認でき、壁との位置からすると

主柱は４本柱と推定される。南西壁に沿って焼土や炭化物の堆積がみられたが、カマドや炉に伴う

ものではなかった。

出土遺物（第 74 図 13 ～ 16）

13 は複合口縁壺の口縁部片で、内面はナデ調整による指頭痕が顕著に残り、外面は波状文を施す。

14 は大型の高坏で、浅く大きく広がる坏底部

に、外反する口縁部が付く。口径は 36.0cm を

測る。15 は高坏脚部で、細身である。16 は平

底の坏ないしは高坏の坏部とみられ、内面に

ミガキを行う。混入品の可能性が高い。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、

弥生時代後期後半～終末ごろと推定される。

49 号竪穴住居跡（図版 13、第 76 図）

調査区の北西側に位置し、50・51 号住居を

切り、33・150 号住居や 11 号溝に切られる。

規模は長辺 4.9 ｍ、短辺 4.4 ｍで、深さ 0.35

ｍを測る。主柱は２本柱で、その中間に直径

53cm、深さ 5cm の円形を呈する炉があり、

炉の底面は被熱により赤変していた。南壁の

中央付近に長径 61cm、短径 47 センチ、深さ

26cm の楕円形を呈する屋内土坑を有する。四

壁に沿って幅 10 ～ 15cm の溝がめぐり、南壁
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の中央付近から北に向かって 1m ほど溝が伸びる。

出土遺物（図版 46、第 77 図）

１～５は壺である。１は薄いつくりの二重口縁壺で、山陰系か。口径 11.4cm を測る。２は複合

口縁壺で、器壁が厚い。口径 15.0cm を測る。３は広口の壺で、口縁部は直線的に伸び、端部をつまむ。

口径 17.7cm を測る。４は甕の可能性もあるが、口縁部が直立気味であるので壺とした。５は小型

の丸底土器で、口縁部が大きく伸びる。口径 8.2cm・器高 6.8cm を測る。

６～ 12 は甕である。６・７は小型で、６は頸部付近を残して下半をヘラケズリし、７は外面を

ハケ調整する。６は口径 13.4cm、７は口径 14.9cm を測る。８は中型で、外面をハケ調整し、内

面は摩滅しているが器壁の薄さからヘラケズリとみられる。口径 19.6cm を測る。９～ 11 は口縁

部片である。12 はやや大型で、器壁も厚く、外面はハケ、内面はヘラケズリする。口径は 28.0cm

を測る。

13 ～ 24 は高坏である。13 ～ 15 は坏部で、緩やかに屈曲して口縁部へ至る。13 の外面にはハ

ケ調整がみられる。14 は口径 17.6cm を測る。16・17 はともに坏底部と口縁部との接合面付近で

剥離している。16 は脚部内面を工具ナデし、17 はシボリ痕が残る。18・19 はハの字に開く脚部で、

18 は端部を外反させ、19 は直線的に伸びる。20 ～ 22・24 は細身で、21 は坏部との接合面にキ

ザミを入れ、22・23 は裾部が水平気味に開く。23 は低脚で、器壁が厚い。

25 は小型の鉢で、器壁が薄い。26・27 はミニチュア土器で、27 は直径３mm の円孔を穿つ。

26 は口径 4.0cm・器高 3.0cm、27 は口径 3.6cm・器高 4.1cm を測る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代前期後半と推定される。

50 号竪穴住居跡（図版 12、第 76 図）

調査区の北西側に位置し、33・49・51 号住居と 11 号溝に切られる。150 号住居とも重複する

位置にあり、遺構を誤認していたこともあり層位的に先後関係を確認できなかった。しかし、遺構

と出土遺物の状況から 150 号住居が後出するとみて間違いない。規模は長辺 5.82 ｍ、短辺 5.0 ｍで、

深さ 0.2 ｍを測る。主柱は４本柱で、四壁に沿って幅 15cm ほどの溝がめぐり、南壁沿いの中央に

は長径 84cm、短径 56cm、深さ 70cm 以上の楕円形を呈する屋内土坑がある。床面の中央付近に

炉の残欠があり、被熱による赤変がみられた。なお、南西側に深さ８cm ほどの浅い掘り込みがあり、

その範囲からみて当住居の設営時における掘削によるとみられる。

出土遺物（図版 46、第 78 図）

１～４は甕である。いずれも磨滅が著しいが、３・４は外目をハケ調整し、４は内面をヘラケ

ズリする。３もおそらく内面はヘラケズリであろう。底部は、３がやや丸みのある平底で、４は

少しだけ尖り気味の丸底である。１は口径 14.9cm、２は口径 16.0cm、４は口径 17.05cm・器高

15.1cm を測る。５は小型の坏で、口径 10.4cm・器高 5.6cm を測る。６は高坏で、大きく広がる

底部に外反する口縁が付く。口径 29.0cm を測る。７は支脚であるが、磨滅している。８は器台で、

外面は摩滅しているがハケ調整とみられる。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代後期後半～終末ごろと推定される。

51 号竪穴住居跡（第 79 図）

調査区の北西部に位置し、34・49・50 号住居や 11 号溝に切られる。僅かに北東壁の一部を確
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第 76 図　Ⅳ－ A 区 49 号竪穴住居跡・屋内土坑及び 50 号竪穴住居跡実測図（1/30・1/60）
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第 77 図　Ⅳ－ A 区 49 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

0 10cm

1

2

5 6

7

8

3

4

9

10

11

13

17

18

19

26 27

25

24

23

21

12

20

22

14

15

16



― 99 ―

第 78 図　Ⅳ－ A 区 50 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

認しただけで住居の向きなども不明であるが、東九州自動車道建設に伴う延永ヤヨミ園遺跡Ⅱ－３

区の調査における「29 号住居跡」と同一住居の可能性が高い（九州歴史資料館 2014『東九州自動

車道関係埋蔵文化財調査報告－ 11 － 延永ヤヨミ園遺跡Ⅱ区２』参照）。詳細は同書を参照いただ

きたい。

出土遺物（第 80 図１・２）

１は胴部が張らない甕である。２は平底の坏で、口径 10.2cm・器高 4.8cm を測る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代終末を前後する時期と推定されるが、遺物も

少なく明確ではない。

52 号竪穴住居跡（第 79 図）

調査区の北西側に位置し、65 号住居を切り、39 号住居に切られる。ほとんどが調査区外に及ん

でいるが、その部分は東九州自動車道建設に伴う延永ヤヨミ園遺跡Ⅱ－３区の調査において「30

号住居跡」として調査、報告されている（前掲、九州歴史資料館 2014）。同一住居であるが、事業

主体が異なること、遺構番号や遺物番号に混乱が生じる可能性があることから、それぞれの調査区

ごとに整理・報告を行っている。すでに住居全体の平面図は同書に掲載しており、本書ではⅣ A 区

における平面図と出土遺物について報告する。

規模はⅡ－３区を含めて、南北 3.65 ｍ、東西 2.3 ｍ以上で、深さは 0.3 ｍを測る。当区内では

屋内土坑の一部が見つかり、壁際に溝がめぐることを確認した。多数の土器が出土したが、ほとん

どは床面から 20cm ほど浮いた状態で出土し、最終的な埋没に伴うものと考えられる。
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第 79 図　Ⅳ－ A 区 51 ～ 53・55 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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第80図　Ⅳ－A区51 ・52・55・59号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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出土遺物（図版 46、第 80 図３～ 11）

３～５は甕である。いずれも肩の張らない胴部で、３は口径 16.0cm、４は 23.0cm、５は

26.0cmを測る。６は鉢か。外面をタテハケ、内面を工具によるナデで仕上げる。口径14.0cmを測る。

７～ 9 は支脚である。７は器壁がかなり厚く、ナデ調整する。８は内外ともハケ調整である。９は

下端部が外へ折れる形態である。10 は平底の鉢で、口縁部は内湾気味に伸びる。口径 11.7cm・器

高 7.5cm を測る。11 は須恵器坏身である。底部外面は回転ヘラケズリで、口縁端部は細くつまむ。

口径 13.6cm・器高 4.15cm を測る。混入品である。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から弥生時代後期後半～終末ごろか。

53 号竪穴住居跡（第 79 図）

調査区の南側に位置し、12 号住居や９号土坑、２号溝に切られる。13 号住居とも重複する位置

にあるが、先後関係は不明である。遺構の重複による削平もあって規模は不明確であるが、現状で

北壁 2.3 ｍ、東壁 1.85 ｍで、深さは 0.12 ｍを測る。主柱穴とみられる柱穴を２基確認し、その配

置から４本柱になると推定される。

出土遺物（第 80 図 12）※59号竪穴住居跡出土遺物

12 は甕で、口径 15.2cm を測る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代前期前半ごろと推定される。

55 号竪穴住居跡（図版 13、第 79 図）

調査区の東側に位置し、56 号住居を切り、44 号住居に切られる。北西側は 44 号住居により削

平されているが、規模は東西 5.95 ｍ、南北 5.7 ｍ、深さ 0.19 ｍを測る。主柱は４本柱で、南側の

２基が少し壁際に寄っている。南東側に深い掘り込みがあり、当初柱穴の可能性を考えたが、その

場合に南西側で想定される主柱穴の位置に適当な柱穴がなかったため、南に寄っている２基を主柱

穴とした。北東壁から北西壁に沿って L 字状のベッド状遺構があるが、現代の造成がベッド状遺構

の面まで及んでおり、一部は本来の高さを失っている。床面直上には多量の炭化材が散乱しており、

部分的に柱状の痕跡を留めることから、住居の柱材などが燃焼したものと考えられる。炭化材の除

去後、床面を精査したが、炉跡は確認できなかった。

出土遺物（図版 46、第 80 図 13 ～ 15）

13 は鉢で、口縁部が僅かに外反する。口径 15.3cm・器高 6.6cm を測る。14 は台付坏で、ハの

字に開く脚部が付く。15 はやや径の大きい甕で、外面をタテハケで調整する。内面は剥離と磨滅

で調整不明である。口径 22.6cm を測る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から弥生時代後期後半ごろと推定される。

56 号竪穴住居跡（図版 13、第 81 図）

調査区の東側に位置し、44・55 号住居に切られる。部分的にしか確認できなかったが、規模は

東西 5.9m で、南北は主柱穴の位置から少なくとも 5.4 ｍになるとみられる。深さは残りの良い西

側で 0.2 ｍを測る。主柱は４本柱で、南西側の壁際に L 字状のベッド状遺構が確認できる。西壁

沿いにのみ、溝がめぐる。南東壁沿いには、少し東に寄った位置に長軸 53cm、短軸 45cm、深さ

53cm の屋内土坑がある。炉は確認できなかった。図化に耐え得る遺物の出土はなかった。
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第 81 図　Ⅳ－ A 区 56 号竪穴住居跡及び 57 号竪穴住居跡・カマド実測図（1/30・1/60）
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第 82 図　Ⅳ－ A 区 57 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

時期は、遺構の切り合いを考えると、弥生時代後期後半であろうか。

57 号竪穴住居跡（図版 13、第 81 図）

調査区の東側に位置し、４・５・58 号住居や３・４号建物を切り、８号溝に切られる。南側が

調査区外に及んでいるが、規模は東西 4.1 ｍ、南北 3.58 ｍ以上で、深さは 0.12 ｍを測る。主柱穴

は３基確認し、４本柱になるとみられるが、いずれも壁際に寄った位置にあり、掘り込みも浅い。

北壁沿いにカマドを備える。

カマド（第 81 図）

北壁の中央に位置し、右袖は 77cm、左袖は 93cm が残る。燃焼部の中央には土師器高坏を倒置

した転用支脚があり、その脇に土師器甕がまとまって出土した。支脚より手前の範囲が被熱により

赤変している。カマドに向かって右側の住居埋土には本来カマド構築土に用いられていた明灰白色

土が多く混じっており、住居の廃絶に伴う破壊行為が行われたと推定される。

出土遺物（図版 46、第 82 図）

１は二重口縁壺の口縁部である。山陰系か。２は甕の口縁部で、器壁が薄い。３は壺底部で、内

面に指頭痕が残る。４は甕の底部で、磨滅しているが内外にハケ調整の痕跡が僅かに残る。５は坏

で、外面に粘土の継ぎ目がみえる。口縁部を欠損するが、復元口径は 11.8cm ほどか。６～ 10 は

高坏である。６は坏底部から緩やかに開く口縁部である。７は深みのある坏部で、口径 24.6cm を

測る。８は脚裾部が水平に広がる。９・10 は細身で高めの脚部で、９の内面は工具によるケズリ

調整とみられる。11 は器台で、外面はハケ調整である。12 は須恵器坏蓋で、天井部と口縁部との
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境に段を持ち、口縁端部は丸くつくる。天井部外面は回転ヘラケズリで、口径 13.2cm を測る。13

は須恵器坏身で、口縁端部は丸く、底部外面は回転ヘラケズリである。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期中頃～後半に位置付けられる。

58 号竪穴住居跡（第 83 図）

調査区の東側に位置し、４・57 号住居や３・４号建物、８号溝に切られる。５号住居とも重複

する位置にあるが、先後関係は不明である。西側の一部が遺存するのみで全体規模は不明であるが、

西辺は 4.4 ｍが遺存し、東西規模は主柱穴の位置から 5.3 ｍ程度に復元できる。深さは 0.3 ｍを測

る。主柱穴は３基確認し、４本柱になると考えられる。壁際には幅 10 ～ 15cm ほどの溝がめぐる。

図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、遺構の切り合いから、弥生時代終末を前後する時期と推定される。

59 号竪穴住居跡（図版 13、第 83 図）

調査区の中央からやや南寄りに位置し、16・61・64・75・78・80・81 号住居を切り、14・

15 号住居に切られる。複数の住居と重複関係にあり、75 号住居との境が不明瞭であったため、輪

郭が判明するまで面的に掘り下げており、その過程で 75 号住居の遺物が混入したり、その逆もあ

るかと思われる。規模は南北 5.2 ｍ、東西 6.05 ｍで、深さ 0.5m を測る。主柱は４本柱で、南東

壁に沿った位置に長さ 70cm 以上、幅 65cm、深さ 32cm の屋内土坑がある。北西壁沿いにはカマ

ドを有する。壁沿いには部分的ながら溝がめぐり、南東側では主柱穴の傍らまで仕切り溝が伸びる。

住居全体の輪郭に対し、主柱穴はやや西寄りに位置し、カマドと屋内土坑はやや東寄りに位置する。

このズレが何に起因するのかは不明である。

カマド（図版 14、第 84 図）

北西壁の中央に位置し、上部は 15 号住居によって削平され、下半部のみが遺存する。下部の残

りは良好で、右袖 100cm、左袖 88cm ほどが残る。燃焼部に支脚は残っていなかったが、周辺か

ら土師器高坏が複数出土しており、本来支脚に転用されていた個体があると推定される。燃焼部の

被熱痕跡はほとんど認められなかった。

出土遺物（図版 46、第80図12・第 85・86 図）

１～６は壺である。１は口縁部が突帯状に肥厚する壺で、波状文を施した後に竹管文を入れる。

２は口縁部を僅かに外反させ、口径 12.3cm を測る。３は完形に近い小型の丸底壺で、内面はナデ

で仕上げる。口径 7.0cm・器高 8.7cm を測る。４は算盤玉状の体部を呈し、外面はハケ、内面は

ナデで調整する。５は内面の粘土接合痕が顕著に残り、口径は 8.9cm を測る。６は底部片で、や

や厚みがある。

７・８は甕である。７は外面にタテハケの痕跡が僅かに残る。８は頸部が緩やかに締まり、口径

16.3cmを測る。９は深みのある平底の鉢で、外面にハケメが残る。口径12.6cm・器高6.5cmを測る。

10 は法量から鉢とみるが、小型高坏の坏部の可能性もある。口径は 12.3cm を測る。

11～24は高坏である。11は唯一の屈曲高坏で、坏部内面はハケ調整である。脚部の器壁が厚く、

裾部へ強く屈曲する。12 ～ 19 は有稜高坏で、12 ～ 16 が小型、17 ～ 19 が中型である。小型の

中でも 12 が小さく、16 は一回り大きい。磨滅しているが、12・13・15 などはハケ調整の痕跡が

残る。法量は、12 が口径 16.9cm、13 が 17.6cm、14 が口径 18.7cm、15 が口径 17.2cm・器高
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第 83 図　Ⅳ－ A 区 58・59 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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12.1cm、16 が口径 19.1cm・器高

11.8cm を測る。中型の 17 ～ 19 も

ハケ調整が主体で、坏底部と口縁部

との接合部が強く突出する傾向にあ

る。法量は 17 が口径 23.2cm、18

が口径 24.0cm、19 が口径 23.2cm

を 測 る。20 ～ 24 は 脚 部 で あ る。

21・22 は裾部がハの字に開くが、

20 はほぼ水平に広がり、24 も水平

に近いと推定される。23 は長脚に

なる可能性があり、内面にシボリ痕

がみられる。20・21 の内面はヘラ

ケズリで、20 はナデで仕上げる。

25・26 はミニチュア土器で、25

は口径 5.1cm を測り、26 はやや平

底である。

27 は須恵器坏蓋で、口縁端部内

面に段を有する。28 ～ 31 は坏身で、

いずれも口縁端部が丸く、29 ～ 31 の底部外面は回転ヘラケズリを行い、30・31 は粗いナデで仕

上げる。28 は口径 11.2cm、29 は口径 12.6cm、30 は口径 13.2cm・器高 5.2cm を測る。32 は須

恵器無蓋高坏の坏部とみられ、外面の中位に段を有しその下側に波状文を施す。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から古墳時代後期後半から末ごろに位置付けられる。

60 号竪穴住居跡（図版 14、第 87 図）

調査区の中央に位置し、61・62・64・69 号住居を切り、66 号住居や６号溝に切られる。南側

の一部を現代の撹乱により削平されているが、規模は長辺 4.75 ｍ、短辺 3.9 ｍで、深さは 0.3 ｍ

を測る。主柱は４本柱である。壁際には幅 10 ～ 15cm ほどの溝がめぐり、北西壁に沿ってカマド

を備える。土層でも示すとおり貼り床などは行われていなかった。出土遺物は住居全体から万遍な

く出土しており、カマドの周辺に集中するなどの状況は認められなかった。

カマド（図版 14、第 87 図）

北西壁の中央に位置し、住居の廃絶に伴う段階に上部を破壊したものとみられ、下半部のみが遺

存していた。本来の規模を留めていないが、右袖は 96cm、左袖は 73cm ほどが残る。燃焼部の中

央には土師器高坏を倒置させて支脚として転用しており、その周囲から土師器甕などの破片が出土

した。土層観察では支脚に転用された土師器高坏は底面から５cm ほど浮いた面に据えられており、

カマドの使用を続けるなかで据え直しが行われたと考えられる。燃焼部の被熱痕跡はほとんどみら

れなかった。

出土遺物（図版 46、第 88 図）

１・２は土師器甕である。１は器壁が厚く、口径 16.5cm を測る。２は口縁部が高く外反する。３・

４は坏で、３は底部が尖り気味で、平坦ながらも丸底である。４は口径 14.1cm・器高 5.45cm を測る。

第 84 図　Ⅳ－ A 区 59 号竪穴住居跡カマド実測図（1/30）
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第 85 図　Ⅳ－ A 区 59 号竪穴住居跡出土遺物実測図①（1/3）
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第 86 図　Ⅳ－ A 区 59 号竪穴住居跡出土遺物実測図②（1/3）

　５～ 10 は高坏である。５は口径 16.2cm、７は口径 15.0cm を測り、６・８なども坏底部の大

きさから同程度の法量に収まるだろう。９・10 は短めの脚部で、10 の脚部は７と同一個体で、や

や水平気味に裾部が広がる。９・10 とも脚部内面はヘラケズリする。

11・12 はミニチュア土器で、11 は口径 5.2cm・器高 4.1cm、12 は口径 4.4cm・器高 3.7cm を測る。

13 は須恵器壺の口縁とみられ、中位に沈線を廻らせる。口径 10.2cm を測る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期に位置付けられる。

61 号竪穴住居跡（図版 15、第 89 図）

調査区の中央に位置し、62・64 号住居を切り、15・60・59・73・75 号住居に切られる。検出

時には 98 号住居を切るとみていたが、調査の結果 61 号住居のほうが先行することが明らかとなっ

た。西側が住居の重複により大きく削平されているが、規模は東西 6.7 ｍ、南北 6.1 ｍで、深さ 0.48

ｍを測る。主柱は２本柱である。北・東・西壁沿いにはベッド状遺構があり、ベッド状遺構のない

南壁の中央付近に長軸 74cm、短軸 61cm、深さ 46cm の屋内土坑が掘られている。西壁を除いて

各壁際には溝がめぐる。炉は確認できなかった。

出土遺物（第 90 図１～７）

１～４は弥生土器の甕である。１は口縁部が強く外傾し、外面にハケメが残る。２は小型で、口

径 11.1cm を測る。３は中型で、内外ともハケ調整を行う。口径は 17.6cm を測る。４は底部片で、

全体に細く尖り気味になるが、丸底である。内外ともハケ調整の痕跡が残る。５は高坏で、浅い皿

状の坏部から、口縁部が直線的に長く伸びる。坏部内面にはミガキの痕跡が残る。６は支脚で、下

端にキザミが施されており、内面はナデ、外面は一部ケズリ調整の後にナデで仕上げる。７は器台

で、外面にハケメが残る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代後期後半ごろに位置付けられる。
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第 87 図　Ⅳ－ A 区 60 号竪穴住居跡及びカマド実測図（1/30・1/60）
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第 88 図　Ⅳ－ A 区 60 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

62 号竪穴住居跡（第 89 図）

調査区の中央やや東寄りに位置し、60・61 号住居に切られ、撹乱によって直接の切り合いは確

認できなかったが 66 号住居にも切られるだろう。64 号住居とも重複する位置にあり、検出状況

に従えば 64 号住居が先行すると考えられる。住居の重複による削平が著しく、東辺の一部が残る

のみであるが、主柱穴の位置から、少なくとも東西 5.0 ｍ、南北 4.2 ｍほどに復元できる。主柱

は２本柱で、南側には入口部の屋内土坑とみられる掘り込みがある。屋内土坑は直径 56cm、深さ

26cm の円形を呈する。壁際には幅 15cm ほどの溝がめぐる。炉は確認できなかった。

出土遺物（第 90 図８～ 10）

８は甕口縁で、やや大型になろうか。９は坏で、口径 12.0cm を測る。10 は低脚の高坏で、裾

部への屈曲部に円孔を穿つ。円孔はその配置から５つの可能性が高い。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代後期後半と推定される。

64 号竪穴住居跡（図版 15、第 91 図）

調査区の中央に位置し、15・59・60・61・75 号住居に切られる。62・81 号住居とも切り合う

位置にあるが、先後関係は不明である。住居の重複による削平が著しいものの、深くまで掘り込ま

れていたこともあって住居の範囲は明瞭で、規模は東西 4.8 ｍ、南北 4.3 ｍ、深さ 0.23 ｍを測る。
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第 89 図　Ⅳ－ A 区 61・62 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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第 90 図　Ⅳ－ A 区 61・62 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

主柱は２本柱で、四壁に沿ってめぐる溝とは別に東側の主柱穴の脇まで伸びる溝が掘られている。

南辺の中央付近に２基の屋内土坑があり、切り合い関係から北側が当初の段階、南側が掘り直しの

段階と考えられる。２基のうち北側は一辺 76cm、深さ 36cm の不整方形、南側は長さ 50cm、幅

29cm、深さ 42cm の長楕円形である。床面の中央には長軸 90cm、短軸 56cm、深さ５cm の炉があり、

炉の底面は全体的に被熱し、赤変していた。

出土遺物（第 92 図）

１は畿内系の二重口縁壺。２は頸部の下に突帯を廻らせ、口縁部内面はハケ調整する。３は径内

の二重口縁壺とみられ、口縁端部を内側につまむ。口径は 23.7cm を測る。４は複合口縁壺で、外

面に縦方向のミガキの痕跡がみられる。口径は 17.1cm を測る。５は短頸壺で、口径は 16.0cm を

測る。６は頸の締まる壺で、口縁部は垂直気味に立ち上がって端部付近で外反する。体部は内外と

もハケ調整で、口径は 12.5cm を測る。７は底部片で、丸みのある平底である。内面はハケ調整、

外面はケズリ気味の工具調整を行う。
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第 91 図　Ⅳ－ A 区 64 ～ 66 号竪穴住居跡及び 66 号竪穴住居跡カマド実測図（1/30・1/60）
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第 92 図　Ⅳ－ A 区 64 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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第 93 図　Ⅳ－ A 区 66 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

８～ 14 は甕である。８～ 10 はいずれも中型の甕で、８の外面はタテハケ調整、10 の体部内面

はヘラケズリを行う。８は口径 15.4cm、９は口径 17.0cm、10 は口径 15.7cm を測る。11 は外面

をタテハケ、内面をヘラケズリで調整する。12・13 は摩滅しているが、外面にタタキの痕跡を残す。

14 は屈曲する短い口縁である。

15 ～ 21 は高坏である。16 は皿状の坏底部から口縁部が長く伸びるものとみられ、外面にミガ

キの痕跡が残る。15 は有稜高坏であろう。17 は長めの脚で、内面にシボリ痕、外面にハケメが残る。

18 ～ 20 は細身で長めの脚部で、18 は外面にミガキがみられ、19 はタテハケの後に粗くミガキを

施す。21 は低脚の高坏である。

22 は坏で、口径 16.8cm を測る。23 は平底の鉢で、外目にタタキ目が残る。口径 8.7cm・器高

7.4cm を測る。24 ～ 26 は支脚で、24・26 は内外ともナデ調整、25 はタタキで調整し、26 の下

端にキザミが入る。27 は器台の底部で、内外ともハケ調整である。28 はミニチュア土器の器台か。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代終末ごろに位置付けられる。

65 号竪穴住居跡（第 91 図）

調査区の西側に位置し、39・52号住居や11号溝に切られる。住居の半分ほどは調査区外になるが、

規模は東辺 2.25 ｍ以上、南辺 1.94m 以上で、深さは 0.12 ｍを測る。主柱穴は確認できなかった。

なお、最終的な確認には至らなかったが、この住居の周囲を含めて別の竪穴住居跡が存在した可能

性がある。図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、遺構の切り合いなどから、弥生時代終末ごろに位置付けられようか。

66 号竪穴住居跡（図版 15、第 91 図）

調査区の中央やや東寄りに位置し、６・７号溝に切られ、60・69 号住居を切る。62 号住居とも

重複する位置にあり、後世の撹乱もあって層位的に直接確認することはできなかったが、住居形態

や出土遺物から 62 号住居が先行するとみて間違いない。住居は不整形であるが、最大幅をとった

場合の規模は、東西 3.1 ｍ、南北 3.68 ｍで、深さ 0.1 ｍを測る。中世の溝や後世の撹乱による削

平もあり主柱穴は３基しか確認できなかったが、主柱は４本柱になるだろう。柱痕跡が明瞭で、柱

径は 18cm 程度で揃っている。北壁沿いにカマドがある。

カマド（図版 15、第 91 図）

北壁の中央に位置し、袖部の先端は撹乱等により失っているが、右袖は 75cm、左袖は 62cm が
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残る。袖部はやや砂質の灰白色土で構築され、比較的締まっていた。燃焼部の中央には土師器甕の

破片がまとまって出土し、その手前側に焼土分布が広がっていたが、支脚はなかった。

出土遺物（図版 46、第 93 図）

１は甕で、内面に指頭痕が残る。口径は 14.0cm を測る。２は深めの坏で、口径 13.7cm・器高

10.3cm を測る。３は坏で、端部を小さく外反させる。口径は 13.1cm を測る。４は低脚の高坏か。

５はミニチュア土器で、口径 4.3cm・器高 3.6cm を測る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から古墳時代後期に属する。

69 号竪穴住居跡（第 94 図）

調査区の中央やや東寄りに位置し、151 号住居を切り、44・60・66 号住居や６・７号溝に切ら

れる。規模は南北 3.26 ｍで、東西は 4.4 ｍほどになる。深さは 0.24 ｍを測る。東西にそれぞれ

ベッド状遺構があり、その際に主柱穴が掘り込まれており、主柱は２本柱である。南東辺の中央に

長径 46cm、短径 34cm、深さ 31cm のピット状の掘り込みがあり、入口部の屋内土坑と考えられる。

床面付近にも数点の土器が出土したが、多くは床面より 15cm ほど浮いた状態で出土し、後者は最

終的な埋没に伴う投棄によると推定される。

出土遺物（図版 46・47、第 95 図）

１は扁球胴の壺で、僅かに平底である。内外ともハケメを残す。２～６は甕である。２は口縁部

が直立し、内外ともタテハケ調整である。口径 13.6cm を測る。３は平底になる底部片で、底部内

面の指頭痕のみ観察できる。４は比較的大きな甕で、口径 21.0cm を測る。５は小型の甕で、内外

ともハケ調整するが、内面に粘土の継ぎ目がみられる。底部は平底気味である。６は頸部の広い形

態で、鉢とすべきか。平底で、口径 29.0cm・器高 23.4cm・底径 7.9cm を測る。７・８は高坏である。

いずれも長脚で、７は大きな坏部から、外反する口縁部が伸びる。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代後期後半ごろに位置付けられる。

70 号竪穴住居跡（第 94 図）

調査区の中央に位置し、71・72・151 号住居を切り、43 号住居と７号溝、古代道路に切られる。

規模は、東西 4.18 ｍ、南北 2.12 ｍ以上、深さ 0.14 ｍを測る。壁際には幅 10 ～ 15cm 程の溝がめぐる。

主柱穴は確認できなかったが、古代道路内の波板状遺構と重複している可能性がある。

出土遺物（第 96 図１～４）

１・４は甕である。１はやや小型で、外面をハケ、内面をヘラケズリで調整する。口径は

14.0cm を測る。４は大型で頸部の締まりが緩く、口径 22.0cm を測る。２は坏で、口径 13.0cm

を測る。３は大型の高坏で、大きく皿状に広がる坏部から口縁部のみ外反して立ち上がる。口径は

30.0cm を測る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代後期後半～末ごろと推定される。

71 号竪穴住居跡（第 94 図）

調査区の中央に位置し、72 号住居を切り、70 号住居と７号溝、古代道路に切られる。規模は、

西辺 1.3 ｍ以上、南辺 1.6 ｍ以上、深さ 0.15 ｍを測る。壁際に幅 10cm ほどの溝がめぐる。主柱

穴などは確認できなかった。
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第 94 図　Ⅳ－ A 区 69 ～ 74 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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第 95 図　Ⅳ－ A 区 69 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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第 96 図　Ⅳ－ A 区 70・71・73 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

出土遺物（第 96 図５～７）

５は壺とみられ、口縁端部を内側につまみ出し、磨滅しているが肥厚して広くなった端面には本

来凹線があった可能性がある。６は甕で、内面にハケメが残る。７は小型丸底の鉢で、器壁が薄く、

口径は 12.6cm を測る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代後期後半～末ごろと推定される。

72 号竪穴住居跡（第 94 図）

調査区の中央に位置し、70・71 号住居や７号溝、古代道路に切られる。僅かな範囲しか確認で

きなかったが、規模は西辺 1.25 ｍ以上、南辺 2.0 ｍ以上で、深さ 0.22 ｍを測る。主柱穴などは確

認できなかった。図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、遺構の切り合いから、弥生時代後期後半ごろになる可能性が高い。

73 号竪穴住居跡（第 94 図）

調査区の中央に位置し、61 号住居を切り、40・98 号住居に切られる。規模は南東辺 5.05

ｍ、南西辺 1.5 ｍ以上で、深さは 0.12 ｍを測る。主柱は２本柱で、主柱穴の間に長さ 88cm、幅

57cm、深さ 7cm の炉がある。炉内には焼土や粒状になった炭化物などが堆積していた。

出土遺物（第 96 図８）

８は複合口縁壺の破片で、炉内から出土した。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代後期後半ごろと推定される。

74 号竪穴住居跡（図版３、第 94 図）

調査区の北側に位置し、３号住居と古代道路に切られ、北東側のみが残る。規模は南北 4.44 ｍで、
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東西が 5.3 ｍ程度と推定され、深さは 0.1 ｍを測る。主柱は２本柱で、壁際には溝がめぐる。炉は

確認できなかった。図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、遺構の切り合いから、弥生時代終末から古墳時代初頭ごろになろうか。

75 号竪穴住居跡（図版 13、第 97 図）

調査区の中央南寄りに位置し、７・10・14・15・59・78 号住居に切られ、61・64・81 号住

居を切る。79・80 号住居とも重複する位置にあるが、先後関係は不明である。住居の重複により

東側のみが確認できるが、壁溝の痕跡から南北 5.28 ｍで、東西は 6.5 ｍほどになると推定される。

深さは 0.48 ｍを測る。主柱は２本柱であるが、それぞれ 70cm ほど離れた位置に別の柱穴があり、

建替えがあったと推定される。壁際には一部途切れながらも幅 10 ～ 15cm ほどの溝がめぐり、南

辺の中央には長さ 100cm、幅 60cm、深さ 49cm の屋内土坑がある。炉は確認できなかった。

出土遺物（図版 47、第 98 図１～３）

１は小型の坏で、口径 5.8cm・器高 4.4cm を測る。２・３は高坏である。２は外面にハケメが残り、

脚部内面はヘラケズリをし、基部内面には工具による刺突の痕跡がみられる。３は水平気味に開く

裾部である。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代前期前半から中頃と推定される。

77 号竪穴住居跡（第 97 図）

調査区の北東部に位置し、２号溝に切られ、後世の削平が著しいこともあって、南側の一部が僅

かに遺存するのみである。規模は東西 3.5 ｍ以上、南北 2.24 以上で、深さは 0.03 ｍしか残ってい

ない。床面では主柱穴とみられる柱穴１基を確認し、その位置から主柱は４本柱に復元できる。壁

際には幅 10cm ほどの溝がめぐる。図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、切り合う遺構がなく明確でないが、４本柱になる可能性が高いことから、古墳時代に下

ると推定される。

78 号竪穴住居跡（第 97 図）

調査区の南側に位置し、10・14 号住居、2 号土坑に切られ、75・79・80・81 号住居を切る。

59・82・147 号住居とも重複する位置にあるが、先後関係は明確ではない。147 号住居よりは後出か。

住居の重複による削平もあって規模は不明確であるが、東西 4.56 ｍ、南北 3.7 ｍ以上で、深さは 0.36

ｍを測る。主柱穴はやや南寄りに２基確認でき、４本柱になる可能性がある。

出土遺物（図版 47、第 98 図４～ 16）

４は弥生時代の大型甕の口縁で、頸部に突帯が廻る。混入品である。５・６は小型の丸底壺で、

５は二重口縁で、口径 8.6cm を測る。７～９は高坏である。７は喇叭状に開く坏部で、内外とも

ミガキがみられる。口径は 17.6cm を測る。８は長脚高坏の裾部の可能性があり、内外ともハケ調

整した後、外面にミガキを施す。９は大型高坏の口縁部で、混入品である。10 は甑の口縁部片で、

内外ともハケ調整した後、内面はヘラケズリを行う。

11 ～ 13 は須恵器坏蓋で、いずれも天井部外面は回転ヘラケズリする。12・13 の口縁端部には

面があり、12 は口径 15.0cm、13 は口径 15.9cm を測る。14 は壺の口縁部で、内面に当て具の痕

跡が残る。口径 13.0cm を測る。15 は大型器台の口縁とみられ、口縁部より下に突帯を廻らせる。
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第 97 図　Ⅳ－ A 区 75・77・78 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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第 98 図　Ⅳ－ A 区 75・78 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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第 99 図　Ⅳ－ A 区 79・80・147 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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第 100 図　Ⅳ－ A 区 79 ～ 81・98 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）

下半はカキメを施す。16 は器台の脚部で、下端部が屈曲する。２条の沈線を単位として３段ほど

に区切られ、その間にカキメを施す。最下段には三角形透かし、２段目には長方形の透かしがある。

15 とは別個体か。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期後半に位置付けられる。

79 号竪穴住居跡（図版 16、第 99 図）

調査区の南側に位置し、10・14・41・75・78 号住居に切られ、80・147 号住居を切る。81・

82 号住居とも重複する位置にあるが、先後関係は不明である。住居の重複による削平が著しく全

体規模は不明であるが、主柱穴の位置から東西・南北とも一辺６ｍ程度になると推定される。主柱

は４本柱で、床面の中央には直径 28cm、深さ４cm の炉があり、炉内は全体が被熱により赤変し

ていた。南西壁の中央には長さ 90cm・幅 45cm・深さ 29cm の屋内土坑が設けられている。また、

南東部の壁際には溝がめぐる。

出土遺物（第 100 図１・２）

１は甕口縁か。２は器台で、外面にハケメが残る。破片のため大きさは不明であるが、長方形の

透かしを持つようである。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代後期後半と推定される。
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80 号竪穴住居跡（図版 16、第 99 図）

調査区の南側に位置し、10・14・41・59・75・78・79・81 号住居に切られ、147 号住居を切

る。住居の重複による削平が著しいが住居の輪郭はよく残っており、規模は東西 5.2 ｍ、南北 5.16

ｍで、深さは 0.18 ｍを測る。主柱は２本柱とみられ、東側の主柱穴は 10 号住居の主柱穴と重なっ

ている可能性が高い。壁際の一部に壁溝がめぐる。南辺の中央付近に長さ 98cm、幅 60cm、深さ

35cm の屋内土坑があり、その部分を除く四壁にベッド状遺構がある。床面の中央付近には長さ

68cm、幅 42cm、深さ 8cm の炉があり、底面はほぼ全体が被熱により赤変していた。

出土遺物（第 100 図３～８）

３は山陰系の二重口縁壺で、口径 20.4cm を測る。４も二重口縁壺とみられ、内面をハケ調整する。

５は直口壺の口縁で、外面にハケメが残る。６は高坏で、浅い坏部から口縁部が高く広がる。７は

鉢とみられ、外面はタタキの後粗いハケ調整を行う。８は平底の鉢で、外面に工具痕が残る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代終末ごろと推定される。

81 号竪穴住居跡（図版 13、第 101 図）

調査区の中央南寄りに位置し、14・15・59・75・78 号住居に切られ、80 号住居を切る。位置

関係から 16 号住居も重複するが、先後関係は不明である。規模は東西 4.1 ｍ、南北 3.86 ｍ、深さ 0.18

ｍを測る。主柱穴は明確ではないが、東西それぞれ１基ずつの２本柱ではないかと推定される。中

央には長さ 1.76 ｍ、幅 1.28 ｍ、深さ 0.17 ｍの楕円形の掘り込みがあり、炉に関わる可能性があっ

たため土層の断面観察等も行ったが、焼土や炭化物は一切含まれず、被熱痕跡も皆無であった。

出土遺物（第 100 図９・10）

９は甕口縁で、体部内面をヘラケズリ、口縁部内面をヨコハケで調整する。10 は甑の口縁部と

みられ、内面をヘラケズリする。

時期は、遺物からすると古墳時代後期になるが、59 号住居の遺物が混入した可能性が高く、切

り合いを重視して、弥生時代終末から古墳時代初頭ごろと推定する。

82 号竪穴住居跡（第 101 図）

調査区の南側に位置し、14・41・149 号住居に切られ、80 号住居を切る。78・79・147 号住

居とも重複する範囲にあるが、先後関係は不明である。西側の一部を検出したにとどまるため全体

規模は不明であるが、北西辺 0.9 ｍ、南西辺 3.82 ｍ、深さ 0.29 ｍを測る。周囲を精査したが主柱

穴は不明である。図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、遺構の切り合いから、弥生時代後期後半から終末ごろと推定される。

98 号竪穴住居跡（第 101 図）

調査区の中央に位置し、ほとんど削平された状態で確認した。検出時には 73 号住居に切られる

住居の残欠が存在すると推定していたが、調査の結果、屋内土坑を確認し、周囲に主柱穴とみられ

る遺構が確認できた。当初 40・61・73 号住居に切られる住居として調査していたが、後述する

屋内土坑の遺物相から本来はそれらの住居を切るものと考える。東側で住居の輪郭を捉えたが、円

弧を描くこともあり本来の輪郭ではなく貼り床や床下の掘り込みなどの輪郭ではないかと考えられ

る。したがって、規模は不明であるが、主柱穴の位置から東西・南北とも５ｍを超える規模と推定

される。主柱は４本柱で、比較的浅い柱穴ばかりであるが、調査状況からすると本来の床面がさら
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第 101 図　Ⅳ－ A 区 81・82 号竪穴住居跡及び 98 号竪穴住居跡・屋内土坑実測図（1/30・1/60）
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に高い位置にあった可能性が高く、柱穴の掘り込みももう少し深くなるだろう。

出土遺物（第 100 図 11・12）

11 は土師器壺の底部か。内面にハケメが残る。12 は須恵器坏蓋で、端部内面に段を持つ。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期後半になる可能性が高い。

147 号竪穴住居跡（第 99 図）

調査区の南側に位置し、10・41・79・80 号住居に切られる。住居の重複による削平が著しく南

側の一部が遺存する程度であるが、東西は 4.7 ｍで、南北は西辺が 2.4 ｍほど残り、深さは南東隅

付近で 0.4 ｍを測る。主柱穴は１基しか確認できなかったが、主柱は２本柱と推定される。南東部

では壁溝がめぐる。図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、遺構の切り合いから、弥生時代後期後半に遡る可能性が高い。

148 号竪穴住居跡（第 102 図）

調査区の南端に位置し、ほとんど調査区外に広がっている。西端は別の遺構に切られ、全体的な

規模は不明であるが、北西辺 1.8 ｍ、北東辺 1.5 ｍほどが確認でき、深さは 0.26 ｍを測る。北東

辺に沿ってベッド状遺構があり、床面から 12cm ほど高くなる。床面にピットが１基確認できるが、

主柱穴になるかどうかは不明である。北西壁に沿って壁溝がある。図化に耐え得る遺物の出土はな

かった。

時期は不明確であるが、ベッド状遺構を備えることから、弥生時代後期後半から古墳時代前期の

範疇で理解できよう。

149 号竪穴住居跡（第 102 図）

調査区の南側に位置し、82 号住居を切り、13・14・16 号住居及び２号溝に切られる。床面付

近のみが遺存するため正確な規模は不明であるが、南辺 1.58 ｍ、西辺 2.26 ｍ、深さ 0.06 ｍを測る。

南辺に沿って幅 10 ～ 15cm ほどの壁溝が掘られている。削平が著しく、主柱穴の位置も不明である。

図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、遺構の切り合いから、弥生時代後期後半から終末ごろに位置付けられようか。

150 号竪穴住居跡（図版 16、第 102 図）

調査区の中央やや西寄りに位置し、当初は遺物のまとまりと土質の違いから「10 号土坑」とし

て調査していたが、周囲の調査が進むにつれて 10 号土坑としていた箇所が竪穴住居跡のカマド部

分に相当することが判明したため、改めて 150 号竪穴住居跡を設定した。そうした経緯から掘り

過ぎた箇所もあるが、層位の確認や位置関係などから、１号溝や 11 号溝に切られ、33・49・50

号住居を切るとみてよい。住居の輪郭は南西隅付近を確認しただけであるため、全体像は不明であ

るが、主柱穴の位置から南北４ｍ、東西４ｍほどの規模と推定され、深さは 0.18 ｍを測る。１号

溝が横断するため主柱穴は３基しか確認できなかったが、本来は４本柱である。北西壁に沿ってカ

マドが設けられている。

カマド（第 102 図）
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第 102 図　Ⅳ－ A 区 148 ～ 151 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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第 103 図　Ⅳ－ A 区 150 号竪穴住居跡出土遺物実測図 (1/3）

北西壁の中央に位置する。当初土質の違いから土坑として掘削していたが、その範囲にカマド本

体が収まるとみてよい。中央から土師器高坏の脚部が正位置を保って出土し、その周囲に土師器甑

の破片がまとまって出土した。また土師器高坏の周囲から手前側にかけて被熱による赤変の範囲が

認められることから、土師器高坏の脚部を支脚として転用したカマドであったと推定される。カマ

ドに向かって右側からは滑石製円板が１点出土したが、カマド祭祀などに関わる遺物かどうかは不

明である。

出土遺物（図版 47、第 103 図）

１は土師器高坏で、坏部を欠損するが、推定されるカマド燃焼部に正置されていたことから、坏

部を打ち欠いて支脚としていたとみられる。２は土師器甑で、断面不整円形の把手を貼り付ける。

外面はタテハケ、内面は摩滅しているがヘラケズリとみられる。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期に位置付けられよう。

151 号竪穴住居跡（第 102 図）

調査区の中央やや東寄りに位置し、43・44・69・70 号住居に切られる。ほとんど削平されてい

たが、規模は南西辺 1.84 ｍ、南東辺 0.78 ｍ、深さ 0.08 ｍを測る。周囲を精査したが、主柱穴は

確認できなかった。図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、遺構の切り合いなどから、弥生時代後期後半から終末ごろと推定される。

10cm0

21



― 131 ―

（２）掘立柱建物跡
１号掘立柱建物（図版 25、第 104 図）

調査区の西側に位置し、26・27・35・36 号住居を切る。１号建物や３号溝とも重複するが、層

位的な先後関係の確認を行うことができなかった。桁行３間（6.2 ｍ）×梁行２間（3.4 ｍ）の側

柱建物で、主軸を N54°W にとる東西棟である。柱間は、桁間が 1.9 ～ 2.15 ｍ、梁間が 1.6 ～ 1.8

ｍを測り、桁間のほうが広くなっている。柱穴は径 35 ～ 50cm、深さ 35 ～ 58cm ほどである。

図化に耐え得る遺物はなかった。

時期は、遺構切り合いから、中世期と推定される。

２号掘立柱建物（図版 25、第 104 図）

調査区の西側に位置し、24・25・26・27・35・36 号住居を切る。３号建物とも重複する位置

にあるが、柱穴の切り合いがなく層位的な先後関係は不明である。桁行３間（6.65ｍ）×梁行２間（4.0

ｍ）の側柱建物で、主軸を N36.5°E にとる南北棟である。柱間は桁間が 2.0 ～ 2.35 ｍで、梁間が

1.85 ～ 2.05 ｍを測り、桁間のほうが広くなっている。柱穴は径 35 ～ 52cm、深さ 27 ～ 54cm ほ

どである。図化に耐え得る遺物はなかった。

時期は、遺構の切り合いから、中世期と推定される。

３号掘立柱建物（図版 25、第 105 図）

調査区の東側に位置し、４・６・57・58 号住居を切り、４号建物に切られる。２間×２間（東西 3.9

ｍ、南北 3.6 ｍ）の総柱建物で、主軸を N35.5°E にとる。柱間は東西が 1.9 ～ 2.0 ｍ、南北が 1.7

～ 1.85 ｍを測る。柱穴は 50 ～ 80cm、深さ 65 ～ 90cm ほどである。４号建物とは規模や構造が

異なるがほぼ同じ場所で、建替えであろうか。図化に耐え得る遺物はなかった。

時期は、遺構の切り合いから、中世期と推定される。

４号掘立柱建物（図版 25、第 105 図）

調査区の東側に位置し、４・６号住居や３号建物を切り、57・58 号住居に切られる。２間×２

間（東西 3.15 ｍ、南北 3.0 ｍ）の側柱建物で、僅かに広い東西を主軸とした場合、方位は N52°E

にとる。柱間は東西が 1.45 ～ 1.6 ｍ、南北が 1.35 ～ 1.6 ｍを測る。柱穴は径 27 ～ 66cm、深さ

53 ～ 70cm ほどである。３号建物とほとんど重複する位置にあり、切り合い関係からすると３号

建物へと建替えられた可能性がある。

出土遺物（第 106 図）

１は弥生土器の甕である。頸部があまり締まらず、胴部も張りが弱い。

時期は、出土遺物や遺構の切り合いから弥生時代終末ごろまで遡る可能性が高い。

５号掘立柱建物（図版 26、第 107 図）

調査区の西側に位置し、30・31・32・33・49・50・150 号住居を切る。６号建物や１・３・

11 号溝とも重複する位置にあるが、層位的な先後関係は確認できなかった。規模は桁行３間（5.1

ｍ）×梁行２間（3.55 ｍ）の側柱建物で、主軸を N44°E にとる東西棟である。柱間は、桁間が

1.5 ～ 1.8 ｍ、梁間が 1.7 ～ 1.85 ｍを測り、桁間・梁間ともそれほど大差はない。柱穴は径 30 ～
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第 104 図　Ⅳ－ A 区１・２号掘立柱建物実測図（1/60）
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第 105 図　Ⅳ－ A 区３・４号掘立柱建物実測図（1/60）
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第 106 図　Ⅳ－ A 区４・５・８号掘立柱建物出土遺物実測図（1/3）

40cm、深さ 32 ～ 63cm ほどである。

出土遺物（第 106 図）

２は須恵器高台付坏の底部片で . 比較的高い高台を有し、下端部を内側につまむ。

建物の時期は、出土遺物からすると７世紀後半から末ごろに位置付けられるが、僅か１点である

ため、根拠としては不安が残る。

６号掘立柱建物（図版 26、第 107 図）

調査区の西側に位置し、30・31・32・150 号住居を切る。５号建物や１・３号溝とも重複するが、

層位的に先後関係を確認することができなかった。規模は桁行３間（6.0 ｍ）×梁行２間（4.75 ｍ）

の側柱建物で、主軸を N21°E にとる南北棟である。柱間は桁間 1.8 ～ 2.05 ｍ、梁間 2.4 ｍを測り、

梁間が少し広い。柱穴は径 25 ～ 50cm、深さ 63 ～ 100cm である。図化に耐え得る遺物はなかった。

時期は、遺構の切り合いから、中世期と推定される。

７号掘立柱建物（第 108 図）

調査区の東側に位置し、４・44・55・56 号住居を切る。建物の中央に現代の撹乱があるため、

現状では２間×２間（東西 4.0 ｍ、南北 4.0 ｍ）の側柱建物で、中央に柱穴を有する総柱建物にな

るかどうかは不明である。南北を主軸とした場合、方位は N19°E にとる。柱間は 1.95 ～ 2.1 ｍ

を測る。柱穴は径 25 ～ 60cm、深さ 25 ～ 65cm である。図化に耐え得る遺物はなかった。

時期は、遺構の切り合いから、中世期と推定される。

８号掘立柱建物（第 108 図）　　

調査区の東南側に位置し、７・８・９号住居を切る。４号溝と重複する位置にあるが、層位的に

先後関係を確認することができなかった。桁行２間以上（4.7 ｍ以上）×梁行２間（4.46 ｍ）の側

柱建物で、主軸を N74°W にとる東西棟である。柱間は桁間 1.9 ～ 2.1 ｍ、梁間 2.2 ～ 2.25 ｍを測り、

梁間のほうが若干広くなっている。柱穴は径 30 ～ 40cm、深さ 35 ～ 60cm である。

出土遺物（第 106 図）

３は土師器皿で、底部に糸切り痕がみられる。口径 9.0cm、器高 2.0cm である。４は土師器小

型壺の完形品で、口径 10.5cm、器高 8.0cm を測る。磨滅が著しい。

建物の時期は、出土遺物から 12 世紀ごろに位置付けられようか。
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第 107 図　Ⅳ－ A 区５・６号掘立柱建物実測図（1/60）
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第 108 図　Ⅳ－ A 区７・８号掘立柱建物実測図（1/60）
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（３）土　坑
Ⅳ A 区では 16 基の土坑を確認した。なかには土壙墓と推定される遺構も含まれるが、遺物があ

まり出土しない場合など判断に苦しむものもあるため、一括して報告したい。

２号土坑（図版 26、第 109 図）

調査区の南側に位置しており、10 号竪穴住居跡をはじめ、75・80・81 号竪穴住居跡などを全

て切り込む。規模は長軸 1.56 ×短軸 1.44 ｍ、深さ 0.23 ｍで、平面形はやや歪な方形である。

出土遺物（第 110 図１・２）

１は須恵器坏身の口縁部片である。口縁部の立ち上がりは低く、端部は丸味を帯びる。２は須恵

器高台付坏の底部片である。底部と体部の境は緩やかで、若干内側に断面方形に近い小さな高台を

貼り付ける。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、８世紀前半ごろと推定される。

３号土坑（図版 26、第 109 図）

調査区の北側に位置しており、２号溝と重複関係にあるが、２号溝の一部として掘削をはじめた

ために層位的な新古は確認できなかった。規模は長さ 1.54 ｍ・幅 0.64 ｍ、深さ 0.44 ｍで、平面

形は長楕円形で、底面は舟底状を呈する。地形が北側に向かって落ち始める場所にあるため、本来

はもう少し深さのある遺構である可能性が高い。土壙墓の可能性もあったが、墓としての積極的な

根拠が見出せなかった。図化し得る遺物の出土はなかった。

時期は明確でないが、２号溝と併行して営まれており、中世に下る遺構と推定される。

４号土坑（図版 27、第 109 図）

調査区の北側に位置している。規模は長さ 1.15・幅 0.82 ｍ、深さ 0.37 ｍで、長方形を呈し、

四壁とも僅かに内傾する。埋土は分層しているものの、大半は地山由来の明黄橙色土がブロック状

に混じる層で、人為的に埋め戻したものと推定する。なお、西側の壁際の小穴は土坑より先行する

遺構である。図化し得る遺物の出土はなかった。

時期は明確でないが、２号溝と軸を揃えることや、埋土の状況などから中世期の遺構と推定され

る。

５号土坑（第 109 図）

調査区の西側に位置しており、複数のピットに切られている。規模は長軸 1.58 ｍ・短軸 1.38 ｍ、

深さ 0.18 ｍで、不整形な楕円形を呈する。

出土遺物（第 110 図３）

３は弥生土器甕の胴部片である。外面にはタタキがみられる。内面は磨滅しているが器壁の薄さ

からヘラケズリであろう。

時期は、出土遺物から弥生時代終末ごろと考えられる。

６号土坑（図版 27、第 109 図）

調査区の中央に位置しており、15・61・64 号竪穴住居跡を切る。規模は 1.64 × 1.02 ｍ、深さ 0.13

ｍで、不整形な長楕円形を呈し、主軸を東西方向にとる。北東側に土師器皿がまとまって出土して
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第 109 図　Ⅳ－ A 区２～６号土坑実測図（1/30）
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第 110 図　Ⅳ－ A 区２・５・６・９・11・12・14・54 号土坑出土遺物実測図（1/3）

おり、実測図には３点のみ図示しているが、掘削途中に付近でさらに２点の土師器皿が若干浮いた

位置から出土している。既に随分と削平を受けているが、遺物の出土状況から土壙墓と考えられる。

埋土は暗灰褐色土で、慎重に掘削したが鉄製品など他の遺物は出土しなかった。

出土遺物（図版 47、第 110 図４～７）

４～７は土師器皿である。４～６は完形で、７のみ破損している。いずれも底部に回転糸切りの

痕跡が残る。法量は、４が口径 9.0cm・器高 1.2cm、５が口径 9.2cm・器高 1.5cm、６が口径 9.3cm・

器高 1.7cm、７が口径 9.2cm・器高 1.6cm を測る。

時期は、供献された土器から 12 世紀ごろと推定される。
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７号土坑（第 111 図）

調査区の北側に位置しており、古代の道路遺構を切る。規模は長さ 2.4 ｍ×幅 1.2 ｍ、深さ 0.11

ｍで、平面は中央部がやや膨らむ長方形を呈する。後世にかなり削平を受けており、随分と浅くなっ

ており、遺物もまとまった出土はみられなかったが、土壙墓であった可能性がある。埋土は暗灰褐

色土である。図化に耐え得る遺物は出土しなかった。

時期は、遺構の切り合いなどから、中世期に属すると考えられる。

８号土坑（第 111 図）

調査区の西側に位置しており、39 号竪穴住居跡に切られる。完掘後に 11 号土坑を確認したが、

層位的な先後関係は不明である。規模は東西方向に 2.6 ｍ以上、南北方向に 1.85 ｍ以上、深さ 0.15

ｍで、平面形は L 字状を呈し、一部調査区外にも伸びる。埋土は暗灰褐色土である。図化に耐え得

る遺物の出土はなかった。

時期は、遺構の切り合いから、弥生時代終末から古墳時代初頭ごろと推定される。

９号土坑（図版 27、第 111 図）

調査区の南端付近に位置しており、53 号竪穴住居跡を切る。規模は長軸 1.41 ×短軸 0.54 ｍ、

深さ 0.56 ｍで、平面は長楕円形を呈する。主軸は南北にとる。底面はほとんど平らであるが、南

端は段がある。埋土は暗灰褐色土や黒灰褐色土で、若干地山土が混じり、堆積状況からは掘削後、

比較的短期間のうちに埋め戻したものと判断される。土器が出土しているが、大半は上層（１層）

に含まれ、意図的に配置されたような状況は見出せなかった。

出土遺物（図版 47、第 110 図８～ 12）

８は土師器坏ないし皿である。全体に薄手で、丸味をもって口縁へ至る。９・10 は土師器の丸

底坏であろう。ともに口縁部付近を強いヨコナデで仕上げている。11 は土師器の平底坏で、強い

ヨコナデの単位が明瞭に残る。12 は土師器鉢で、口縁部が短く屈曲する。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、８世紀前半ごろに位置付けられようか。

11 号土坑（図版 28、第 111 図）

調査区の西側に位置しており、８号土坑の完掘後に確認したが、層位的な先後関係は明確ではな

い。規模は 0.7 × 0.62 ｍ、深さ 2.3 ｍで、平面は不整形な楕円形を呈する。中央からは、土師器

甕の底部片が正位置の状態で出土した。埋土は暗灰褐色土である。

出土遺物（第 110 図 13）

13 は小型の土師器甕の底部である。胴部は丸味が強く、やや平坦気味の底部である。外面は被

熱している。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代終末～古墳時代前期ごろと推定される。

12 号土坑（図版 28、第 111 図）

調査区の西側に位置している。規模は 2.15 × 1.72 ｍ、深さ 0.07 ｍで、平面は不整形な楕円形

を呈する。底面から若干浮いた位置に土器片が多数出土した。当初は竪穴住居跡が削平を受けた残
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第 111 図　Ⅳ－ A 区７～９・11・12 号土坑実測図（1/30・1/60）
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欠である可能性も考えたが、掘削後も積極的な根拠が見出せないことから、性格不明の土坑とした

い。埋土は暗灰褐色土である。

出土遺物（第 110 図 14 ～ 18）

14 は弥生土器の甕で、内外ともハケメが顕著に残る。15 は土師器の甕で、内外とも磨滅により

調整は不明瞭である。16 ～ 18 は土師器高坏である。16 は口縁部片で、内面に放射状の暗文を施す。

17 は浅い皿状の坏部に長く外反する口縁部がつく。18 は高坏脚端部片で、大きくハの字状に広が

る。

時期は、出土遺物から古墳時代前期と考えられる。

14 号土坑（図版 28、第 112 図）

調査区の中央やや西寄りに位置しており、古代の道路遺構を切る。規模は長さ 1.98 ×幅 1.1 ｍ、

深さ 0.19 ｍで、平面は長方形を呈する。底面はごく僅かに東に向かって傾斜する。当初は平面形

から土壙墓の可能性も考えたが、調査の結果、積極的な根拠が見出せなかった。

出土遺物（第 110 図 19・20）

19 は須恵器高台付坏の底部片である。高台は方形気味だが、端部の外側を少しつまむ。20 は須

恵器甕の頸部片である。体部内面に同心円の当て具痕が残る。

遺物からすると８世紀代であるが、古代の道路遺構を切っており、古代後期以降に属すると考え

る方がよいだろう。

15 号土坑（第 112 図）

調査区の中央に位置している。規模は 0.48 × 0.43 ｍ、深さ 0.13 ｍで、平面方形を呈する。埋

土は単一で、暗灰褐色土である。図示できるような遺物がなく、時期は不明である。

16 号土坑（第 112 図）

調査区の中央に位置しており、すぐ南に 15 号土坑がある。規模は 0.98 × 0.93 ｍ、深さ 0.35 ｍで、

平面円形を呈する。図示できる遺物がなく、時期は不明である。

17 号土坑（第 112 図）

調査区の中央やや南寄りに位置し、当初 P31 として調査していたが、調査中に土坑に変更した

遺構である。規模は 0.61 × 0.52 ｍ、深さ 0.19 ｍで、平面円形を呈する。図化できる遺物の出土

はなく、遺構の切り合いもないため、時期は不明である。

18 号土坑（第 112 図）

調査区の中央やや南寄りに位置しており、16・59 号竪穴住居跡を切る。規模は 0.71 × 0.71、

深さ 0.22 ｍで、不整形な楕円形を呈する。底面にはピット状の掘り込みが２ヶ所あるが、別遺構

の可能性もある。埋土は暗灰褐色土で、若干地山由来の明黄橙褐色土が混じる。図示できる遺物は

なかったが、遺構の切り合いから、時期は古墳時代後期よりも以前と考えられる。

54 号土坑（第 112 図）
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第 112 図　Ⅳ－ A 区 14 ～ 18・54 号土坑実測図（1/30）
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調査区の北東部に位置しており、掘削当初は井戸の可能性を考えたが、浅いことが判明したため

土坑として報告する。44・55・56 号竪穴住居跡と重複関係にあり、それらの竪穴住居跡より新し

い。規模は長軸 1.6 ×短軸 1.37 ｍ、深さ 1.03 ｍで、平面楕円形である。南側は現代の撹乱によっ

て破壊されている。概ね円筒状に掘削されているが、北側は段状になっている。埋土は暗灰褐色土

で、地山由来の黄褐色土が小さなブロック状に混じり、上層から下層までほとんど変化がみられな

いことから、人為的に埋め戻したと推定する。

出土遺物（第 110 図 21）

21 は土師器甕の口縁部片か。内外とも磨滅が著しいが、内面にヨコハケの痕跡が残る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代前期に属すると考えられる。

（４）井　戸
１号井戸（第 113 図）

調査区の南側に位置しており、13 号住居跡を

切る。調査時には一切湧水がなかったが、調査区

内では最も深い遺構で、溜井である場合や未完成

の場合も含めて「井戸」として報告する。規模は

径 1.1 ｍ、深さ 2.54 ｍで、円筒状を呈する。埋

土は暗褐色土で明黄褐色地山土に由来する粘質土

が粒上に混じっていたが、上層から下層に至るま

で明確な差はなく、自然埋没ではなく人為的に埋

め戻されたものと推定される。図化に耐え得る遺

物の出土はなかった。

時期は明確でないが、埋土からすると中世期に

位置づけられようか。

（５）溝
１号溝（図版 35、第 114 図）

調査区の中ほどやや西よりを南北に縦断する大型の溝で、３・11 号溝や古代道路のほか多数の

竪穴住居跡を切る。規模は長さ 40 ｍ、最大幅 3.5 ｍ、深さ 0.7 ～ 1.0 ｍで、僅かに蛇行しながら

も直線的で、北端で西に折れ、東九州自動車道建設に伴う調査地（Ⅱ－３区）へ伸びる。また、北

側はやや浅い別の溝を切っている。この溝も調査区の西へと折れるようで、Ⅱ－３区で続きも検出

されている。断面は逆台形をなし、底面は中央が最も高く、北側と南側に向かって僅かに傾斜する。

土層の観察から大きく上・中・下の三段階の埋没過程が推測されるが、砂層はみられず、流水とい

うよりも滞水状態と乾燥状態を繰り返したような印象を受ける。遺物は、各層から出土しているが、

とくにまとまって出土するような状況はなかった。なお、図示しなかったが、埋土中には拳大から

人頭大の礫が散見された。

出土遺物（第 115 図）

１～３は瓦質の足鍋の脚部片で、１のみ土師質の焼成である。１・２は基部付近、３は端部側の

第 113 図　Ⅳ－ A 区１号井戸実測図（1/60）
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第 114 図　Ⅳ－ A 区１～９・11 号溝実測図（1/60）
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第 115 図　Ⅳ－ A 区１号溝出土遺物実測図（1/3）

破片である。４は瓦質の火鉢か。やや内傾する口縁部で、口縁端部は内側をつまみ出す。内面はハ

ケ調整である。５は高台を有する底部片で、鉢であろうか。６は須恵器壺で、底部はハケ調整の痕

跡がよく残る。７は無釉陶器の壺で、轆轤ナデによるナデの単位が明瞭である。９・10 は備前系

の擂鉢の口縁である。いずれも赤茶色を呈する。11・12 は備前系の甕で、11 は口縁部、12 は底

部の破片である。11 は口縁部外面を肥厚させ、丸味を持つ形状に仕上げている。13 は外面に蓮弁

文を施す龍泉窯系の青磁碗である。高台内のみ釉を削りとっている。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、14 〜 15 世紀ごろと推定される。

２号溝（図版 35、第 114 図）

調査区の中央部を北進し、東にほぼ直角に折れて調査区外まで伸びる大型の溝で、古代道路をは

じめ多数の竪穴住居跡を切る。他地点の状況からすると方形にめぐる溝の一部と推定されることか

ら、便宜的に南北方向の箇所を「西辺」、東西方向の部分を「北辺」として記述する。西辺は、重

機による表土掘削時に指示が徹底できずに少し削り過ぎたために溝幅が狭くなっているが、溝の底

面もこの部分が最も高くなり、北側と南側に向かって低くなることから、当初より出入り口として
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第116図　Ⅳ－A区２・３号、Ⅳ－B区12号溝出土遺物実測図（1/3）　
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利用するために狭く、浅くなっていた可能性が考えられる。北辺は規模が一定しており、弥生時代

から古墳時代の住居群が展開する台地上から北側の谷に向かって傾斜する箇所を直線的に伸びる。

規模は西辺が長さ 42.0 ｍ、北辺が 32.5 ｍで、最も浅い西辺中央部で幅 0.8 ｍ・深さ 0.06 ｍ、南

端部で幅 3.1 ｍ・深さ 0.7m、北辺中央で幅 2.35 ｍ・深さ 0.5 ｍを測り、断面形は基本的に逆台形

をなす。土層の観察から大きく 3 段階の埋没過程が復元でき、表土掘削時に確認した最終埋没層の

範囲は遺構図に示したよりも一回り広かった。出土遺物は各層から出土し、まとまって出土するよ

うな状況はみられなかった。図示しなかったが、埋土中には拳大から人頭大の礫が散見された。

出土遺物（第 116 図１～ 17）※４はⅣ－B区12号出土遺物

１は土師質の擂鉢である。ほとんど磨滅しているが、僅かに摺り目が残っている。２は瓦質の擂

鉢である。６条を単位とする摺り目が残る。３～５は瓦質の火鉢である。３は口縁部外面に工具で

キザミを施し、５は２条の突帯の間に花形文を印刻する。６～８は瓦質の足鍋の脚部で、６・７は

基部側、８は下端側である。いずれも縦方向のナデで整形している。９は内外ともに薄く釉薬の掛

かる陶器擂鉢で、10 は備前系の擂鉢である。９は７条、10 は８条の摺り目を単位とする。11 は

陶器鉢の底部で、内外ともやや緑がかった灰色の釉が掛かる。12 は陶器壺の口縁部片で、頸部が

内傾し、口縁端部は外側が肥厚する。13・14 は備前系の甕で、13 は丸く厚い口縁が特徴である。

14 の内面には灰かぶりがみられる。15 は内面から外面上半にかけて、黄茶色の釉が掛かる陶器の

椀である。16 は内面から外面上半にかけてなまこ釉の掛かる陶器椀で、高台は削り出されている。

17 は龍泉窯系の青磁碗で、外面の蓮弁は平坦気味である。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、14 ～ 15 世紀ごろに属すると考えられる。

３号溝（図版 36、第 114 図）

調査区西側に位置しており、南側を除く西辺・北辺・東辺からなるコの字状の部分と、調査区西

隅付近で西側に伸びる部分とがある。各辺とも検出面では埋土に違いが認めがたく、一連の遺構と

考えられることから全て３号溝として調査したが、後述するように各辺で深さなどが異なっており、

それぞれに性格が異なる可能性も否定できない。ここでは、１つの遺構として報告する。

規模は西辺が長さ 12.8 ｍ以上・幅 3.0 ｍ・深さ 0.38 ｍ、北辺が長さ 15.0 ｍ以上・幅 2.05 ｍ・

深さ 0.25 ｍ、東辺が長さ 9.5 ｍ以上・幅 0.6 ｍ・深さ 0.44 ｍで、西端部の東西方向の部分は長さ

2.8 ｍ以上・幅 1.7 ｍ以上・深さ 0.15 ｍである。このうち西辺は南端付近に焼土や炭化物の堆積が

見られたが、とくにその他の遺物が認められず、その性格は不明である。北辺は浅いながらも北側

と南側にそれぞれ平行するように掘り込みが認められることから、掘り直しが行われているようで

ある。東辺は１号溝に切られるため、一部でしか規模を確認できないが、幅 0.6 ｍ・深さ 0.44 ｍと、

他よりも小規模である一方で深さは北辺よりも深い。西端部は西辺よりも浅いことから、南北方向

の西辺・東辺が深く、東西方向の北辺や西端部の溝の方が浅い傾向にある。

出土遺物（第 116 図 18 ～ 28）

18 は土師器皿で、口径 7.4cm、器高 1.3cm を測る。外底面は磨滅しているが、おそらく回転糸

切りとみられる。19 は土師器甕の口縁部片で、外面にタタキがみられる。混入品である。20 は足

鍋の脚部で、土師質の焼成である。21 は須恵質で、硬質の焼成になった足鍋の脚部とも考えたが、

陶製の動物などの脚の可能性もある。22 は陶器壺の肩部片で、外面に灰かぶりがみられる。23 は

施釉陶器の椀で、非常に薄いつくりが特徴である。24・25 は緑色の釉が掛かる陶器で、24 は椀、
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第 117 図　Ⅳ－A区６・11 号溝、Ⅳ－B区18号溝出土遺物実測図（1/3）

25 は皿か。26 は備前系の壺底部で、内面に灰かぶりがみられる。27 は白磁皿で、体部下半から

底面にかけては露胎である。皿Ⅷ１ｂ類。28 は龍泉窯系青磁碗の小片で、外面に粗い貫入が入る。

Ⅰ－５類か。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、13 世紀後半～ 14 世紀ごろと考えられる。

４号溝（第 114 図）

調査区の南側に位置し、７号住居を切る。８号建物と重複するが、先後関係を層位的に確認する

ことはできなかった。幅は 0.7 ｍほどで、東側は調査区外へと続くが、東西 4.6 ｍ以上、南北 1.5

ｍ以上の L 字状を呈する。北側は後世の削平により失われている。図化に耐え得る遺物の出土はな

かった。

時期は、遺構の切り合いから中世期の遺構と推定する。

５号溝（第 114 図）

調査区の西側に位置し、古代道路の西側に沿って直線的にのびる。20・22・23・29・31 号住

居を切り、１・３号溝に切られる。調査区南壁の土層観察から、古代道路の構築土を切って掘削さ

れていることが判明した。後述する 11 号溝とは方向的に直交することから、一連の溝になる可能

性がある。幅 0.6 ｍ・深さ 0.22 ｍを測る。図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は古代道路と一連に掘削されたとみて良いならば、上限は８世紀代になろう。

６号溝（第 114 図）

調査区の中央に位置し、長さ 17.0 ｍ・幅 1.2 ｍ・深さ 0.34 ｍを測り、東側では南側に張り出し

ていて、本来は９号溝に繋がっていた可能性がある。４・40・60・66・69 号住居や 10 号溝、古
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代道路を切る。東西の端はともに後世の削平で失われていたが、少なくとも２号溝より西側には伸

びないようである。

出土遺物（第 117 図１・２）

１は瓦質の火鉢である。口縁部下に小さな突帯をめぐらせ、底部には脚が付くものと考えられる。

２は龍泉窯系の青磁坏Ⅲ類で、口縁部が屈曲し、外面に蓮弁文を施す。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、13 世紀後半～ 14 世紀後半ごろとなろうか。

７号溝（第 114 図）

調査区の中央に位置し、６号溝と併行するように掘削されている。66・69 ～ 72 号住居や古代

道路を切る。10 号溝とは直接重複していないが、延長部を考えると 10 号溝を切っていた可能性が

高い。現状で長さ 9.6 ｍ・幅 0.95 ｍ・深さ 0.1 ｍを測る。図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、遺構の切り合いや配置から、６号溝と同じ 13 世紀後半～ 14 世紀後半ごろか。

８号溝（第 114 図）

調査区の東端に位置し、長さ 12.9 ｍ以上・幅 0.67 ｍ・深さ 0.15 ｍを測る。南側は調査区外へ

と伸び、北側は後世の削平もあって途切れている。４・６・57・58 号住居や３・４号建物を切る。

直線的に伸びるが、南端部は僅かに東へ曲がっており、途中で東に折れる可能性もある。

出土遺物（第 117 図３・４）※Ⅳ－B 区18号出土遺物

３は土師製のミニチュア土器で、混入品である。４は瓦質の鉢で、内面はハケ調整を行う。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、14 世紀中頃～ 15 世紀ごろと考えられる。

９号溝（第 114 図）

調査区の東側に位置し、３号建物を切る。長さ 9.8 ｍ・幅 1.36 ｍ・深さ 0.26 ｍを測り、後世の

削平もあり南北両端が途切れているが、本来は６号溝の東側に接続するとみられる。図化に耐え得

る遺物の出土はなかった。

時期は、６号溝と連なるのであれば、14 世紀後半ごろになろうか。

10 号溝（第 111 図）

調査区の中ほどからやや東寄りに位置し、後世の削平が著しく、長さ 4.7 ｍ・幅 0.36 ｍ・深さ 0.1

ｍの北側と、長さ 1.7 ｍ・幅 0.5 ｍ・深さ 0.1 ｍで少し屈曲する南側に分かれている。６号溝に切

られることは間違いないが、おそらく７号溝にも切られると推定される。図化に耐え得る遺物の出

土はなかった。

時期は、遺構の切り合いから、14 世紀後半より以前となろう。

11 号溝（第 114 図）

調査区の東側に位置する。当初は竪穴住居の一部として掘削していたため、掘り過ぎてしまって

いるが、辛うじて溝の規模を確認することができた。32・33・49・50・150 号住居を切り、１号

溝に切られる。５・６号建物とも重複する位置にあるが、切り合いは確認できなかった。現状で長

さ 8.0 ｍ・幅 1.0 ｍ・深さ 0.29 ｍで、断面形はやや丸みのある逆台形を呈する。西側は調査区外
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第 118 図　Ⅳ－ A 区道路全体図（1/200）

となるが、東九州自動車道建設に関連しⅡ－３

区の 19 号溝として発掘調査されており、木の

葉文を押捺した須恵器壺など注目すべき遺物が

出土している。なお、１号溝より東側では一切

確認できなかったが、古代道路の側溝と推定し

ている５号溝を延長するとほぼ直交することか

ら、一連の区画溝になる可能性がある。

出土遺物（図版 47、第 117 図５～７）

５・６は須恵器高台付坏である。５はやや太

めの高台が付き、口径 15.0cm・器高 5.0cm を

測る。６は内接する小さな高台が付く。７は桶

巻づくりの平瓦片で、側面はヘラ切りの後で面

取りする。磨滅しているが、凸面に格子叩きが

確認できる。

時期は、出土遺物から８世紀中頃に位置づけ

られようか。

（６）道路（図版 38・39、第 118 ～ 122 図）

Ⅳ－ A 区では調査区を南北に縦断する道路遺

構を確認した。当初は直線的になる部分もあっ

たことから、竪穴住居跡の切り合いの可能性も

考えたが、削平が著しかった中央部付近で波板

状の痕跡が確認でき、改めて精査し道路遺構で

あることが判明した。当調査区では、中世の溝

に切られているが、延長は長さ 43.7 ｍを確認

した。幅は一定しないが、残りの良い北半部の

掘方で概ね 4.15 ｍほどになる。路面は周囲よ

り一段掘り下げていて、南側では深さ 0.1 ｍ、

北端では深さ 0.3 ｍほどになる。路面幅は 2.0

～ 2.5 ｍ程度である。上部を削られていること

もあり、堆積土はそれほど厚くなく、浅い箇所

では 10㎝ほど掘り下げると路面となった。

路面には、波板状遺構と呼ばれる不整楕円

形の掘り込みが連続して確認できた。掘り込み

の主軸はいずれも道路の方向と直交し、一定の

間隔で列状に掘られている。道路そのものが屈

曲することにも起因するかもしれないが、波板

状遺構の列も一定の距離でまとまりがあるよう
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第 119 図　Ⅳ－ A 区道路実測図①（1/60）
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第 120 図　Ⅳ－ A 区道路実測図②（1/60）
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第 121 図　Ⅳ－ A 区道路実測図③（1/60）
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第 122 図　Ⅳ－ A 区道路波板状遺構出土状況実測図（1/20）
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で、波板状遺構どうしの切り合いもある。検出状況から、路面の西寄りに長楕円形の掘り込みが最

初にあって、次にそれと重なるように長楕円形の掘り込みがあり、最後に東側に円形に近い掘り込

みがある、という３段階が少なくとも想定できる。

各掘り込みの底面からは、土器・瓦・石製品・鉄滓などの小片が多数出土した。大きさは１cm

程度のものが大半で、器壁が厚い土器などは 10cm 程度のものも多くみられた。埋土に混在すると

いうよりも、底面付近に一定の高さを保って面をなし、一部は地山にめり込んでいた。かなり硬く

締まっており、鉄分が沈着するほどであった。埋土も硬く、マンガン混じりの暗灰褐色粘質土であっ

た。調査所見からすると人為的に突き固められたとみられ、細片化した遺物も現代道路のバラス敷

きのような役割があったと推定される。

なお、調査区南側では５号溝が道路の西端に沿って掘られており、道路側溝としての機能もあっ

たと考えられる。

波板状遺構出土遺物（第 123・124 図）

波板状遺構からは、黒曜石の剥片などを含め、明らかに道路に先行する時代の遺物が多数出土し

た。また、石包丁や陶製土馬なども含まれ、道路敷設に伴う掘削時に出土した硬いものは余すこと

なくバラス材として利用したものと考えられる。それらは道路の構築方法にとっては意味あるもの

であるが、道路の年代を直接的に示すものではないため、ここではできる限り道路の時期に関わる

遺物を抽出した。

１は口径 16.0cm を測る土師器壺で、混入品である。波板 56 出土。２～７は土師器椀である。

２は口縁部で、器壁がかなり薄い。波板４出土。３～７は底部片で、かなり小さい高台の４、断

面逆台形の３、やや高めの５～７に分けられる。３は波板 61 出土、４は波板 99 出土、５は波板

245 出土、６は波板 98 出土、７は波板 22 出土。

８・９は黒色土器 A 類椀で、土師器椀に比べやや細身の高台が付く。８は波板 132 出土、９は

波板 141 出土。

10 ～ 18 は須恵器蓋である。10・11 は扁平な撮みで、10 は波板 132 出土。12 ～ 18 は、僅か

ながらも口縁端部が垂下する 12 ～ 14、断面が小三角形をなす 15 ～ 17、端部を僅かにつまむ程

度の 18 に分けられる。15 の天井部外面は回転ヘラケズリである。12 は波板 151 出土、13 は波

板 41 出土、14 は波板 22 出土、15 は波板 28 出土、16 は波板３出土、17 は波板 105 出土、18

は波板 145 出土。

19 は須恵器坏の口縁で、波板 110 出土。20 は須恵器坏底部で、波板 121 出土。21 は須恵器皿

で、波板 33 出土。

22 ～ 30 は須恵器高台付坏の底部片で、小さな方形の高台の 22・23、逆台形の高台の 24、内

接する高台の 25 ～ 27、外接する高台の 28・29、細身の高台の 30 などがある。底部外面は 27

がヘラ切り後にナデ、その他は回転ヘラケズリで占められる。22 は波板 71 出土、23 は波板 108

出土、24 は波板 134 出土、25 は波板 71 出土、26 は波板 11 出土、27 は波板 26 出土、28 は波

板 141 出土、29 は波板 132 出土、30 は波板 33 出土。

31 は高坏脚部で、波板 95 出土。

32・33・36 は壺底部で、32・33 は平底、36 は高台を有する。32 は波板 66 出土、33 は波板

16 出土、36 は波板 148 出土。34・35 は甕口縁で、34 は沈線を廻らせた後に櫛描きの斜線文を施す。

34 は波板 16 出土、35 は波板 114 出土。37・38 は把手である。接合面で剥離していて、どの器
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第 123 図　Ⅳ－ A 区道路波板状遺構出土遺物実測図①（1/3）

種に伴うか判断が難しく、正面からで図化している。37 は波板 60 出土、38 は波板 288 出土。

39 は緑釉陶器の口縁部で、波板番号不明。40 は越州窯系青磁碗の小片で、波板 60 出土。

41 は六連島式の製塩土器で、内面に布目が残る。波板 71 出土。42 は鍛冶羽口の先端部で、波

板１出土。

43 ～ 50 は瓦である。43・44 は丸瓦片で、43 は両面ともナデ調整、44 は凹面に粘土板の糸

切痕が残る。43・44 は波板 62 出土。45 ～ 50 は平瓦で、45・46 は側面が残る。凸面は、45 ～
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第 124 図　Ⅳ－ A 区道路波板状遺構出土遺物実測図②（1/3）
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第 125 図　Ⅳ－ A 区道路覆土等出土遺物実測図（1/3）

49 が縄目タタキ、50 が格子タタキである。45 は波板 112 出土、46 は波板 69 出土、47 は波板

138 出土、48 は波板３出土、49 は波板 30・31 出土、50 は波板１出土。

道路覆土等出土遺物（図版 47、第 125 図）

Ⅳ－ A 区では後世の造成が路面付近まで及んでいたことから、廃絶後の堆積層が薄く、遺物もそ

れほど多くは出土しなかった。
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１～３は緑釉陶器で、１・２は椀、３は壺とみられる。

４は複弁八葉蓮華文軒丸瓦で、外区に珠文帯、外区外縁に線鋸歯文を配する。同笵品かどうかの

検討ができていないが、行橋市・椿市廃寺で出土している軒丸瓦と同笵になる可能性が高い。その

瓦は、平城宮 6284F 型式の瓦笵を持ち込み在地生産されたと考えられている。ちなみに 6284F 型

式は平城宮式瓦の第２段階に属する。

５は丸瓦で、凸面はナデ調整で、凹面は布目が残る。６・７は平瓦で、凸面はいずれも縄目タタ

キである。

以上の出土遺物から、道路遺構の上限は８世紀前半に遡る可能性がある。下限については、僅か

に黒色土器 A 類が出土するが、B 類は小片も含めて出土していないこと、陶磁器類も越州窯系青磁

が僅かに含まれるのみで、定・邢窯系白磁や龍泉窯系青磁などが含まれないことなどから、概ね９

世紀代、あるいは下っても 10世紀と考えられる。遺物相からすれば、遅くとも９世紀末ごろには

廃絶に向かっていた可能性が高い。

（７）ピット出土遺物（図版 47、第 126 図）
１～４は甕である。１は頸部の締まりが弱く、口径 16.0cm を測る。P181 出土。２は内外とも

磨滅し、調整不明で、口径 24.0cm を測る。P182 出土。３は体部内面にミガキを行い、短頸壺の可
能性もある。P226 出土。４は内面全体をハケ調整する。P351 出土。

５は小形の坏で、口径 6.0cm・器高 3.3cm 程度に復元できる。P212 出土。
６～ 12 は高坏である。６は全体が判る資料で、低平な坏部から口縁部が長く伸びる。外面はハ

ケ調整である。口径 22.6cm・器高 22.1cm を測る。P381 出土。７は有稜高坏の坏部で、内外ともハ
ケ調整する。P325 出土。８はやや大きな脚部片で、長脚高坏か。P350 出土。９はやや低めの脚部で、
外面にミガキを施す。P260 出土。10 は長脚高坏で、器壁が薄い。P323 出土。11 は細身の脚部から、
水平気味に裾部が広がる。P302 出土。12 はやや下膨れの脚部である。P385 出土。

13 は台付坏ないしは台付鉢であろう。P362 出土。14・15 は小形の丸底土器で、ともに P302 出
土。14 は頸部が締まらず、上方へ広がり、15 は頸の締まる形態である。14 は口径 11.4cm・器高
7.0cm、15 は口径 9.6cm・器高 6.6cm を測る。16 は小形の鉢で、外面にタタキ目を残し、底部を穿
孔する。P328 出土。 17 は丸底の鉢で、内面はヘラケズリ、外面はタタキの後粗くハケ調整する。
口径 17.4cm・器高 7.7cm を測る。P388 出土。18 は支脚で、器壁が厚く、内外ともナデ調整である。
14・15 と同じく P302 出土。19 は断面楕円形の甑把手である。P216 出土。

20・21 は土師器椀で、20 は口径 16.0cm、21 は口径 15.5cm・器高 6.5cm を測る。20 は P159 出土、
21 は P66 出土。22 は瓦器椀で、内面にミガキの痕跡が残る。P129 出土。

23 は須恵器蓋の撮みで、P253 出土。24 は須恵器坏身で、底部外面を回転ヘラケズリする。口
径 11.4cm を測り、P339 出土。25 は須恵器高台付坏の底部片で、外に踏ん張る高台を貼り付ける。
P136 出土。26 は定・邢窯系の白磁碗で、外面は露胎である。P76 出土。

（８）その他の出土遺物（第 127 図）
ここでは調査時に住居出土遺物として取り上げたが、遺構配置図への記入の不備で、該当する住

居が判らなくなった遺物を報告する。
１は甕で、内外ともハケ調整する。67 号住居出土。２は甕で、内面はナデ、外面はタテハケで
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第 126 図　Ⅳ－ A 区ピット出土遺物実測図（1/3）
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第 127 図　Ⅳ－ A 区その他の出土遺物実測図（1/3）

調整する。口径 16.6cm を測り、63 号住居出土。３は小型壺の底部片で、外面はケズリを行う。63

号住居出土。４は坏で、口縁部が短く屈曲する。68 号住居出土。５は高坏口縁部で、端部を内側
に曲げる。45 号住居出土。６は土師器甑の把手で、断面は楕円形を呈する。67 号住居出土。７は
須恵器坏蓋で、天井部との境に段を持つ。口径 12.6cm を測り、67 号住居出土。８は須恵器坏身で、
口径 15.0cm を測り、67 号住居出土。９は須恵器壺口縁で、68 号住居出土。

（９）特殊遺物（図版 47・48、第 128 ～ 130 図）

土製品

　１～３は土玉である。いずれも焼成は良好で、２は黒斑が認められる。１は 26 号竪穴住居跡カ
マド内、２は出土地不明、３は道路波板 83 出土。４は大型の土錘である。孔径４～９mm を測る。
１号溝出土。５は土馬か。胴体部分のみが遺存し、尾は下方向に垂れる。全体をナデで仕上げる。
道路波板 67 出土。

ガラス製品

　６・７はガラス製小玉である。径は 3.5mm 程と 5mm 程である。６は青色で道路波板 54 出土、
７は薄緑色で 7 号竪穴住居跡 C 区出土。

石製品

８・９は碧玉製管玉である。８は 41 号竪穴住居跡、９は 10 号竪穴住居跡、10 ～ 14 は打製石鏃
である。いずれも凹基式で抉りは３～６mm を測る。10・12 は主要剥離面が残る。12 は安山岩製、
他は黒曜石製。10 は道路波板 85、11 は 44 号竪穴住居跡、12 は道路波板 33、13 は 60 号竪穴住居跡、
14 は 23 号竪穴住居跡出土。15・16 は石錘である。15 は両端部に剥離によりわずかに凹みをつける。
砂岩製で 20 号竪穴住居跡出土。16 はいわゆる九州型石錘で、下端もやや窄まる。滑石製で道路波
板 108 と 110 の接合品である。17 はボタン状石製品である。粗い研磨を上面に施す。滑石製で 36

号竪穴住居跡出土。18 ～ 21 は有孔円盤である。18 はほぼ中央に 1 孔を穿つ。緑色片岩製で 41 号
竪穴住居跡出土。19 は偏台形を呈し、中央に 1 孔を穿つ。剣形石製品の再利用品の可能性もある。
滑石製で 39 号竪穴住居跡出土。20 は中央に両面から 2 孔の凹みのみが付けられた未製品である。
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第 128 図　Ⅳ－ A 区出土特殊遺物実測図①（1/2、6 ～ 9 は 2/3）
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滑石製で 10 号土坑出土。21 は中央に２孔を穿つ。片岩製で 53 号竪穴住居跡出土。22 ～ 24 は紡錘
車である。22 は欠損が著しいが、径７mm の孔が穿たれ、偏円形を呈するか。滑石製で 26 号竪穴
住居跡出土。23 は側縁が弧状を呈し、やや粗い研磨痕が見られる。滑石製で 1 号溝出土。24 は上
面が水平にならず、再利用品の可能性もある。全体的に線状の研磨痕が残る。滑石製で２号土坑周
辺出土。25 ～ 32 は石庖丁である。25 は孔付近のみが遺存する。片岩製で道路波板２出土。26・27

は孔付近のみが遺存する。26 は内孔 0.5cm を測る。片岩製で 21 号竪穴住居跡出土。27 は外孔 0.7、
内孔 0.3、孔間 1.9cm を測る。凝灰岩製で道路波板 17 出土。28 は背部および孔が遺存する。外孔 0.7、
内孔 0.4、孔間 2.1、背孔１cm を測る。片岩製で 10 号竪穴住居跡カマド前面出土。29 ～ 32 は外湾
刃半月形を呈する。29 は外孔 0.7、内孔 0.5、背孔 1.2cm を測る。輝緑凝灰岩製で 15 号竪穴住居跡
出土。30 は外孔 0.9、内孔 0.3、孔間 1.9、背孔 0.9cm を測る。刃部にわずかに使用痕が認められる。
片岩製で 73 号竪穴住居跡出土。31 は外孔 0.5 ～ 0.85、内孔 0.4 ～ 0.5、孔間 3.2cm を測る。背孔が
左右で大きく異なり左 1.4、右 1.8cm を測る。左孔上部には紐ズレの痕跡が認められる。凝灰岩製
で 29・31 号竪穴住居跡出土品の接合品である。32 は右孔が貫通しているものの、左孔は両面から
穿孔途中で止めている。外孔が小さく鉄錐で穿孔したと考えられる。孔間 1.8．背孔 5.5cm を測る。
輝緑凝灰岩製で 61 号竪穴住居跡 P1 出土。33 は不明石製品である。表面の中央に鎬が認められる
ことから、石剣ないしは石庖丁の再利用品の可能性がある。輝緑凝灰岩製で 66 号竪穴住居跡土坑
出土。34 ～ 54 は砥石である。破片資料が多いものの、石質と大きさから 53・54 は置き砥の仕上げ砥、
他は概ね持ち砥の仕上げ砥と考えられる。34 は凝灰岩製で 59 号竪穴住居跡覆土出土。35 は凝灰岩
製で 15 号竪穴住居跡覆土出土。36 は頁岩製で４号竪穴住居跡覆土出土。37 は片岩系石材製で９号
竪穴住居跡覆土出土。38 は砂岩製で道路波板 57 出土。39 は凝灰岩製で 39 号竪穴住居跡壁溝出土。
40 は断面三角形を呈する。孔等の痕跡は認められなかった。凝灰岩製で 39 号竪穴住居跡覆土出土。
41 は側面に研磨による面取りを施す。砂岩製で 22 号竪穴住居跡出土。42 は下位に孔が認められる
ものの、擦痕は確認できず人為的な痕跡か判別できない。凝灰岩製で 36 号竪穴住居跡検出面出土。
43 は上および左側面に成形時の研磨が見られる。砂岩製で１号竪穴住居跡出土。44 は凝灰岩製で
15 号竪穴住居跡覆土出土。45 は細粒砂岩製で P－277 出土。46 は砂岩製で道路波板 66 出土。47 は
頁岩製で 64 号竪穴住居跡出土。48 は砂岩製で 17 号竪穴住居跡出土。49 は上および右側面に成形
時の研磨が見られ、右側面のものは粗い。砂岩製で 22 号竪穴住居跡出土。50 は片岩製で道路波板
35 出土。51 は細粒砂岩製で検出面出土。52 は下および左側面に成形時の研磨が見られる。頁岩製
で 73 号竪穴住居跡出土。53 は片岩系石材製で 44 号竪穴住居跡№ 5 出土。54 は上および側面に金
属製刃器による研磨痕が多数認められる。砂岩製で 2 号溝北辺出土。55 はすり石である。表面に
のみ擦痕が見られる。凝灰岩製で 69 号竪穴住居跡出土。56 ～ 58 は台石である。いずれも擦痕や
研磨痕は明確ではない。56 は凝灰岩系石材製で 1 号土坑出土。57 は凝灰岩系石材製で 1 号溝出土。
58 は安山質凝灰岩製と考えられ 30 号竪穴住居跡出土。59 は五輪塔の風輪である。凝灰岩製で 2 号
溝出土。

金属製品

　60 は鉄鏃か。断面方形で端部に近いものと考えられる。道路波板 10 出土。61・62 は刀子か。61

は刃部、62 は基部辺と考えられる。61 は溝出土、62 は道路波板 19 出土。63 は刀子である。切先
部が遺存する。3 号土坑№ 1 出土。
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第 129 図　Ⅳ－ A 区出土特殊遺物実測図②（1/3、33 は 1/2）
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第 130 図　Ⅳ－ A 区出土特殊遺物実測図③（1/3、60 ～ 63 は 1/2）
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第４表　Ⅳ－ A 区出土特殊遺物一覧表

1-1
1-2
1-3
1-4
1-5
1-6
1-7
1-8
1-9
1-10
1-11
1-12
1-13
1-14
1-15
1-16
1-17
1-18
1-19
1-20
1-21
1-22
1-23
1-24
1-25
1-26
1-27
1-28
1-29
1-30

1-31

1-32
2-33
2-34
2-35
2-36
2-37
2-38
2-39
2-40
2-41
2-42
2-43
2-44
2-45
2-46
2-47
2-48
2-49
2-50
2-51
2-52
2-53
3-54
3-55
3-56
3-57
3-58
3-59
3-60
3-61
3-62
3-63

1473
1471
1472
1490
1476
90002
90003
50034
50035
50029
50026
50030
50027
50028
50022
50021
50025
50001
50003

50004
50017
50018
50019
50005
50006
50007
50012
50011
50009
50008
50013
50010
50014
50080
50071
50077
50074
50064
50073
50061
330
50084
50065
50072
50060
50059
50062
50048
50058
50056
50052
50054
50053
50049
50041
50042
50044
50040
50038

土製品
土製品
土製品
土製品
土製品

ガラス製品
ガラス製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品

石製品

石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
鉄製品
鉄製品
鉄製品
鉄製品

土玉
土玉
土玉
土錘
土馬
小玉
小玉
管玉
管玉
打製石鏃
打製石鏃
打製石鏃
打製石鏃
打製石鏃
石錘
石錘

ボタン状石製品
有孔円盤
有孔円盤
有孔円盤
有孔円盤
紡錘車
紡錘車
紡錘車
石庖丁
石庖丁
石庖丁
石庖丁
石庖丁
石庖丁

石庖丁

石庖丁
不明石製品
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
すり石
台石
台石
台石
五輪塔
鉄鏃
刀子？
刀子？
刀子

1.20 
2.10 
2.50 
8.70 
(7.00)
0.34 
0.47 
1.68 
2.19 
1.40 
1.95 
(1.40)
2.35 
1.80 
4.40 
10.20 
2.30 
(2.50)
2.50 
3.75 
3.30 
(3.15)
4.00 
3.90 
(3.00)
(2.80)
(3.70)
(4.50)
(4.60)
(10.00)

(8.70)

10.50 
(9.70)
(3.00)
(3.50)
(3.10)
(4.30)
(7.60)
(5.80)
(7.60)
3.80 
(5.70)
(5.70)
(6.10)
(5.10)
(7.30)
8.30 
(8.50)
(9.30)
(8.50)
(10.50)
(15.00)
(14.20)
(14.30)
13.60 
14.40 
(12.30)
14.20 
12.50 
(3.60)
(2.85)
(5.30)
(10.60)

3.10 
(3.10)

(1.00)
1.70 
(1.60)
1.90 
1.70 
4.10 
(3.90)

2.10 

3.65 

(2.50)
(3.00)
(2.90)
(2.90)
(3.70)
4.70 

4.10 

4.80 
3.30 
1.60 
(1.90)
(2.40)
3.70 
(3.70)
(1.30)
2.10 
4.70 
(5.80)
(5.20)
(3.50)
(5.30)
(4.70)
2.80 
3.30 
(6.50)
(6.20)
(5.20)
5.50 
(6.20)
(7.40)
8.75 
12.80 
(13.20)
12.20 

0.60 
(1.65)
(1.50)
2.05 

1.00 
1.80 
2.50 
3.10 
(2.70)
0.14 
0.30 
0.39 
0.45 
0.20 
0.25 
0.25 
0.43 
0.30 
1.30 
2.80 
0.51 
0.30 
0.40 
0.47 
0.40 
0.65 
1.60 
1.40 
0.40 
0.50 
0.45 
0.80 
0.70 
0.70 

0.80 

0.70 
0.80 
1.15 
1.50 
(1.00)
2.05 
1.10 
(2.80)
2.10 
0.60 
1.80 
2.50 
(4.10)
2.40 
3.80 
3.20 
2.40 
(2.30)
3.30 
3.10 
2.80 
3.60 
(5.00)
8.00 
4.80 
3.70 
5.10 
10.70 
0.60 
0.30 
0.65 
0.60 

1.37 
8.24 
14.71 
82.26 
(47.08)
0.04 
0.08 
0.47 
0.60 
(0.24)
0.34 
(0.63)
1.04 
0.72 
24.00 
(187.00)
4.10 
(1.00)
5.00 
11.02 
8.00 
(5.00)
27.00 
(23.00)
(4.00)
(5.00)
(8.00)
(10.00)
(14.00)
(50.00)

(35.00)

53.00 
(34.00)
(6.92)
(9.13)
(9.77)
(57.62)
(48.33)
(11.25)
(34.50)
18.69 
(76.85)
(93.39)
(79.18)
(95.54)
(184.45)
113.85 
(80.73)
(113.96)
(259.00)
(132.83)
(223.28)
(475.00)
(602.00)
1200.00 
2000.00 
(1163.00)
(2500.00)
2600.00 
(2.48)
(2.92)
(14.31)
(25.64)

1
1
1
1
0.6
1
1
1
1
0.7
1
0.6
1
1
1
0.8
1
0.4
1
1
1
0.1
1
0.8
0.1
0.1
0.2
0.2
0.3
0.9

0.8

1
0.9
0.2
0.2
0.1
0.3
0.7
0.1
0.8
1
0.4
0.5
0.3
0.4
0.5
1
0.6
0.4
0.4
0.6
0.8
0.8
0.4
1
1
0.4
0.9
1
0.1
0.1
0.2
0.6

青色
薄緑
碧玉
碧玉
黒曜石
黒曜石
安山岩
黒曜石
黒曜石
砂岩
滑石
滑石
緑色片岩
滑石
滑石
片岩
滑石
滑石
滑石
片岩
凝灰岩
片岩
片岩

輝緑凝灰岩
片岩

凝灰岩？

輝緑凝灰岩
輝緑凝灰岩
凝灰岩
凝灰岩
頁岩
片岩系
砂岩
凝灰岩
凝灰岩
砂岩
凝灰岩
砂岩
凝灰岩
細粒砂岩
砂岩
頁岩
砂岩
砂岩
片岩系
細粒砂岩
頁岩
片岩系
砂岩
凝灰岩
凝灰岩？
凝灰岩？
安山質凝灰岩
凝灰岩

住 26カマド内
出土地不明
道路波板 83
溝 1

道路波板 67
道路波板 54
住 7　C区
住 41
住 10

道路波板 85
住 44

道路波板 33
住 23
住 60
住 20

道路波板 108・110
住 36　C区
住 41
住 39

土 10　№1
住 53

住 26 カマド内
溝 1

土 2周辺
道路波板 2
道路波板 17
住 21

住 10 カマド前面
住 15
住 73

住 29・31

住 61　P-1
住 66　D-1
住 59
住 15
住 4
住 9

道路波板 57
住 39　周溝
住 39
住 22

住 36 検出
住 1
住 15
P-277

道路波板 66
住 64
住 17

住 22№42
道路波板 35

B区南西部検出面
住 73
住 44
溝 2北辺
住 69　№4
土 1№3
溝 1
住 30
溝 2

道路波板 10
溝

道路波板 19
土 3№1

地点名 出土遺構 種類 備考残存器種 長
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
(g)

登録
番号

図版
番号

（　　）は残存値
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３　Ⅳ－ B区の遺構と遺物
ここで報告するⅣ－ B 区（B １区）では、竪穴住居跡 41 軒、土坑 17 基、地下式土坑３基、溝 15 条、

道路１条を確認した。全体に南に向かって緩やかに傾斜する地形であるが、調査区の南半部には中

世期の遺物を含む包含層が厚く堆積しており、調査区壁面の観察から、中世期の遺構は概ねこの包

含層の上面から掘り込んでいるようである。したがって、傾斜する地形ではあるものの、中世期に

はもう少し平坦かつ水平に近い地形であったと推定される。この地区の基本土層については第４集

に基本土層図を掲載しているので併せて参照いただきたい。

以下、各遺構について報告を行う。

（１）竪穴住居跡
83 号竪穴住居跡（第 132 図）

調査区の北西部に位置し、調査区外にまで広がっており、19 号土坑と 18 号溝に切られる。規

模は東西 4.9 ｍ、南北 2.3 ｍ以上、深さ 0.26 ｍを測る。床面では主柱穴とみられる掘り込みが１

基確認できる以外は、何ら遺構はみられない。主柱は主柱穴の位置から４本柱と推定できる。図化

に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、弥生時代終末～古墳時代前期ごろであろうか。

84 号竪穴住居跡（第 132 図）

調査区の北西部に位置し、住居の南東端のみ検出し、ほとんど調査区外に広がっている。現状

で東西 2.3 ｍ、南北 0.83 ｍ、深さ 0.14 ｍを測る。南東隅に東西 85cm、南北 56cm 以上、深さ

34cm の掘り込みがあるが、その性格は不明である。図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、弥生時代終末～古墳時代前期ごろであろうか。

85 号竪穴住居跡（図版 17、第 132 図）

調査区の北西部に位置し、削平のため明確ではないが、96 号住居に切られると考えられる。規

模は東西 4.05 ｍ、南北 4.35 ｍで、ほとんど床面まで削平されているが、北側のみ深さ 0.1 ｍを測

る。主柱は４本柱で、東壁沿いにめぐる壁溝から、北東側の主柱に向って壁溝が伸びている。図化

に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、弥生時代終末から古墳時代前期ごろであろうか。

86 号竪穴住居跡（第 133 図）

調査区の北西側に位置し、93・124 号住居に切られる。126・127 号住居とも重複するが新古

は不明である。床面まで削平を受けているが、西壁 1.85 ｍ・北壁 3.1 ｍほどが残り、深さは 0.04

ｍを測る。主柱は４本柱である。カマドや炉などの痕跡は一切確認できなかった。図化に耐え得る

遺物の出土はなかった。

時期は、遺構の切り合いから、弥生時代終末～古墳時代前期ごろと推測される。

87 号竪穴住居跡（第 133 図）
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第５表　Ⅳ－ B 区遺構一覧表

Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B

住居 83
住居 84
住居 85
住居 86
住居 87
住居 88
住居 89
住居 90
住居 91
住居 92
住居 93
住居 94
住居 95
住居 96
住居 99
住居 100
住居 101
住居 102
住居 103
住居 104
住居 105
住居 106
住居 107
住居 108
住居 109
住居 123
住居 111
住居 112
住居 113
住居 114
住居 115
住居 116
住居 117
住居 118
住居 119
住居 123
住居 124
住居 125
住居 126
住居 127
住居 128
住居 129
土坑 19
土坑 20

住居 83
住居 84
住居 85
住居 86
住居 87
住居 88
住居 89
住居 90
住居 91
住居 92
住居 93
住居 94
住居 95
住居 96
住居 99
住居 100
住居 101
住居 102
住居 103
住居 104
住居 105
住居 106
住居 107
住居 108
住居 109
住居 110
住居 111
住居 112
住居 113
住居 114
住居 115
住居 116
住居 117
住居 118
住居 119
住居 123
住居 124
住居 125
住居 126
住居 127
住居 128
住居 129
土坑 19
土坑 20

住居 123 の一部

地点名 報告時 遺構名 調査時 遺構名 備　考

Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B
Ⅳ-B

土坑 21
土坑 22
―

土坑 24
土坑 25
土坑 26
土坑 27
土坑 40
土坑 22
土坑 39
土坑 40
土坑 41
土坑 42
―

土坑 44
―
―

土坑 49
土坑 40
土坑 51
土坑 52
土坑 53

地下式土坑 1
地下式土坑 3
溝 12
溝 13
溝 14
溝 15
溝 16
溝 17
溝 18
溝 19
溝 20
―

地下式土坑 2
溝 23
溝 24
溝 25
土坑 52
溝 27
溝 28
道路
落ち 1

土坑 21
土坑 22
土坑 23
土坑 24
土坑 25
土坑 26
土坑 27
土坑 28
土坑 30
土坑 39
土坑 40
土坑 41
土坑 42
土坑 43
土坑 44
土坑 45
土坑 48
土坑 49
土坑 50
土坑 51
土坑 52
土坑 53
井戸 2

地下式土坑 3
溝 12
溝 13
溝 14
溝 15
溝 16
溝 17
溝 18
溝 19
溝 20
溝 21
溝 22
溝 23
溝 24
溝 25
溝 26
溝 27
溝 28
道路
落ち 1

位置不明

土坑 40と同一
土坑 22と同一

土坑 28・50 も同一

位置不明

位置不明
位置不明

土坑 40と同一

位置不明

土坑 52と同一

地点名 報告時 遺構名 調査時 遺構名 備　考
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第 132 図　Ⅳ－ B 区 83 ～ 85 号竪穴住居跡実測図（1/60）

83

84

85

9.4m

9.
3m

9.2m

9.3m

9.3m

9.3m

0 2m
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調査区の西端に位置し、88 号

住居に切られる。床面まで削平を

受けているが、南半は僅かながら

埋土が残っていた。主柱は４本柱

で、その中央に東西 0.75 ｍ、南

北 0.6 ｍ、深さ 0.18 ｍの炉を有

する。炉の埋土には焼土が含まれ

ていたが、被熱の痕跡は認められ

ない。東壁の中央には、南北 0.7

ｍ、 東 西 0.35 ｍ、 深 さ 0.35 ｍ

の屋内土坑がみられる。規模は

主柱や東壁の位置から、東西 5.0

ｍ、南北 5.0 ｍ程度に復元できよ

うか。図化に耐え得る遺物の出土

はなかった。

時期は、遺構の切り合いから

弥生時代終末～古墳時代初頭ご

ろとなろうか。

88 号竪穴住居跡（図版 17、第

134 図）

調査区の西端に位置し、南側は

後世の段造成により失っている。

規模は東西 4.9 ｍ、南北 4.8 ｍ以

上、深さ 0.1 ｍを測り、主柱は４

本柱である。壁際には壁溝がめぐ

り、東壁の中央付近に長軸 1.0 ｍ、

短軸 0.8m、深さ 0.42 ｍの屋内

土坑があり、その北側にのみ壁溝

が突出している。屋内土坑の底面

には長軸 20㎝、短軸 15cm、深

さ 6㎝の小穴が掘られており、入

口施設に伴う掘り込みと考えら

れる。

出土遺物（第 137 図）

１は小型丸底壺の口縁部で、口

径 10.0cm を測る。外面はハケ調

整している。２は、１に比べて小

型で、体部が浅いことから、小型

第 133 図　Ⅳ－ B 区 86・87 号竪穴住居跡実測図（1/60）

9.1m

9.1m

9.2m

0

2m

9.
2m

86

87

屋内土坑

炉
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第 134 図　Ⅳ－ B 区 88・89 号竪穴住居跡実測図（1/60）

9.1m

9.1m

9.1m

9.1m

0

2m

89

88

屋内土坑
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の丸底鉢とみられる。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物

から、弥生時代終末～古墳時代前期ごろ

に位置付けられようか。

89 号竪穴住居跡（図版 17、第 134 図）

調査区の西側に位置し、91 号住居に

切られる。南端は後世の削平により失っ

ているが、規模は東西 4.6 ｍ、南北 4.6

ｍに復元でき、深さは 0.12 ｍを測る。

主柱は４本柱で、南東側以外の柱穴では

径10～15cmほどの柱痕跡を確認した。

北壁の中央にカマドを有する。

カマド（図版 18、第 135 図）

北壁の中央に位置し、燃焼部が住居外に0.26ｍほど突き出る。右袖は長さ0.72m、左袖は長さ0.87

ｍほど遺存する。燃焼部の奥側は一段深く掘り込まれており、その手前側のみ被熱範囲が広がって

いた。支脚は遺存していなかった。

出土遺物（第 137 図）※３はⅣ－A区39号竪穴住居跡出土

３は土師器甕の上半部片で、外面はタテハケ、内面はヘラケズリを行う。全体に厚手で、口縁部

は厚いまま外反する。４は須恵器坏蓋の天井部片で、外面はヘラ切り未調整である。

時期は、遺構の切り合いからすると古墳時代後期後半の住居に切られることになるが、ヘラ切り

未調整の須恵器坏蓋が確実に伴う遺物であれば７世紀代に下る可能性もあり、切り合いとは逆とな

る。

90 号竪穴住居跡（図版 18、第 136 図）

調査区の西側に位置し、後世の段造成によって大半が削られ、僅かに北東隅付近が残る。91・

91 －２号住居を切る。北壁が 2.1 ｍ、東壁が 1.3 ｍほど遺存し、主柱穴の位置から主柱は４本柱

と推定できる。北壁にはカマド、東壁には幅 0.12 ｍの壁溝を伴う。

カマド（第 136 図）

北壁の中央に位置するが、現代の段造成によって大半を失い、僅かに右袖の一部を残すのみであ

る。右袖は 0.65 ｍほど突出する。燃焼部に被熱痕跡は認められないが、土器がまとまって出土し

ている。

出土遺物（第 137 図）

５・６は土師器高坏である。ともにカマド内から出土したもので、同一個体とみられることから

も、本来支脚として転用されていた可能性が高い。７・８は須恵器坏身の口縁部片である。７は比

較的高めの立ち上りであるが、端部は丸く収められている。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期後半に位置付けられよう。

91 号竪穴住居跡（図版 18、第 138 図）

第 135 図　Ⅳ－ B区 89 号竪穴住居跡カマド実測図（1/30）

9.0m

9.0m
0 1m
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調査区の中央やや西寄りに位置し、92

号住居を切り、90 号住居に切られる。当

初単一の住居として掘削したが、下層に

91‐2 号住居が存在することが判明した。

南半部が後世の削平により失われている

が、現状で東西 5.18 ｍ、南北 4.05 ｍ以上、

深さ 0.15 ｍを測る。主柱は 4 本柱とみら

れるが、南側の柱穴状の掘り込みは柱穴

とは異なるため、３基しか確認できなかっ

た。北東壁の中央にカマドを有し、北西

壁沿いにのみ幅 20㎝ほどの壁溝がみられ

る。カマドの前面や右側では、床面直上

付近に土器がまとまって出土した。下層

に 91 －２号住居が存在するが床面しか

残っていないことから、出土遺物は基本

的に 91 号住居に伴う資料とみてよいだ

ろう。

カマド（図版 19、第 138 図）

北東壁の中央に位置し、右袖は 0.89 ｍ、

左袖は 0.95 ｍほど突出する。燃焼部は

被熱痕跡が顕著にみられ、その中央に土

師器高坏を倒立させた支脚が残っていた。

また、右袖の脇には土師器甕が据えられ

た状態で下半部のみ遺存しており、住居

の廃絶に伴う破壊行為は行われなかった

と考えられる。カマドからは離れるが、

住居の東側床面直上にも須恵器坏蓋と坏

身がまとまって出土していることも、こ

うした考えの傍証となろう。

出土遺物（図版 48・49、第 139 図）

１～６は土師器甕である。１は直線的に外傾する口縁部で、中型の甕となろうか。２・３は小型

の甕で、頸部があまり締まらず、口縁端部に向かって器壁が薄くなる。４・５は外反するくの字口

縁で、５は口径 16.0cm を測る。６は胴部下半で、最大径は 31.0cm を測る。７は土師器坏である。

丸底で、口縁端部のみ外へ曲げる。口径 12.1cm・器高 5.4cm を測る。８～ 10 は土師器高坏である。

８はカマドの支脚として転用されていたもので、やや扁平な丸みのある皿状の坏部に、中実で細身

の脚部を接合する。９は低脚高坏の脚部で、中実である。10 はハの字に開く脚部で、裾部はほぼ

水平に広がる。11 は土師器甑の把手で、小さく扁平な仕上げである。

12 ～ 17 は須恵器坏蓋で、13 ～ 16 は住居東側の土器群である。12 は口径 14.6cm、13 は口径

14.4cm・器高 4.2cm、14 は 14.4cm・器高 4.7cm、15 は口径 17.1cm・器高 5.5cm、16 は口径

第 136 図　Ⅳ－ B 区 90 号竪穴住居跡及びカマド実測図

（1/30・1/60）
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13.6cm・器高 4.4cm、17 は口径 14.9cm・器高 5.1cm を測る。口縁端部は 12・14・16・17 が

段んを持ち、13・15 は面をなす。天井部外面はいずれも回転ヘラケズリを行う。

18～23は須恵器坏身である。20～23は13～16の坏蓋とともに東側土器群からの出土である。

19 は口径 12.0cm、20 は口径 12.2cm・器高 5.2cm、21 は口径 11.6cm・器高 5.7cm、22 は口径

12.4cm・器高 6.1cm、23 は口径 12.2cm・器高 4.9cm を測る。20 ～ 22 は口縁端部に明瞭に段を

有するが、18 や 23 は面をなす程度である。底部は回転ヘラケズリである。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期の中頃から後半に位置付けられよう。

91 －２号竪穴住居跡（第 138 図）

調査区の中央やや西寄りに位置し、92 号住居を切り、90・91 号住居に切られる。ほとんど床面

しか残っていないが、北東壁が 1.1 ｍ、北西壁が 2.3 ｍ、深さ 0.04 ｍを測る。北西壁の一部には

幅 15cm ほどの壁溝がみられ、主柱は４本柱である。北西壁の中央付近に長軸 0.4 ｍ、短軸 0.3 ｍ

ほどの焼土分布がみられ、本来北西壁沿いにカマドを有していた可能性がある。91 号住居に削平

され、ほぼ完掘に近い状況で遺構としての認識に至ったため、遺物を確認することができなかった。

91 号住居出土の遺物の中に、一部混入している可能性もある。

時期は明確でないが、古墳時代後期の中頃から後半にかけての幅に収まるだろう。

92 号竪穴住居跡（図版 19、第 140 図）

調査区の中央やや西寄りに位置し、検出時には 93・125 号住居を切ると判断したが、調査の結

果、切り合い関係にある竪穴住居跡の中では最も古く 91・91 － 2・93・94・95・124・126・

127 号住居に切られることが判明した。規模は東西 5.02 ｍ、南北 3.82 ｍ、深さ 0.4 ｍを測り、西

壁と北壁東側、東壁南側の３カ所にベッド状遺構を有する。主柱は２本柱で、中央に南北 0.55 ｍ、

第137図　Ⅳ－A区39号、Ⅳ－ B区88 ～90号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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第 138 図　Ⅳ－ B 区 91 号竪穴住居跡・カマド及び 91 － 2 号竪穴住居跡実測図（1/30・1/60）
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第 139 図　Ⅳ－ B 区 91 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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第 140 図　Ⅳ－ B 区 92 号竪穴住居跡及び 93 号竪穴住居跡・カマド実測図（1/30・1/60）
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長軸 55cm・短軸 47cm の炉を有する。南壁の中央には長軸 41cm・短軸 37cm・深さ 35 ｍの屋内

土坑があることから、南側が入口であったと判断できる。壁際には幅 10 ～ 15cm ほどの壁溝がめ

ぐっている。南東側で出土した土器類は床面に近い位置から上屋構造の部材とみられる炭化材とと

もに出土したが、北東側の土器はいずれも床面から 20㎝以上浮いた状態で出土した。そのことから、

前者は廃絶時の床面に残された遺物、後者は廃絶時に廃材等を焼却した後に投棄された土器類と考

えられる。

出土遺物（図版 49、第 141 図）

１～４は弥生土器甕で、１・２は小型、３・４は中型である。１は外面にタタキ痕が残り、内

面は縦方向にケズリを行う。口径 14.0cm、器高 13.6cm を測る。２は内外ともハケ調整で、口径

12.7cm、器高 14.1cm を測る。３は頸部の締まらない形態で、口径 22.5cm、器高 19.8cm を測り、

底部は平底である。４は外面に僅かにタタキ痕を残し、内面は磨滅しているがナデの痕跡がみられ

る。口径は 14.5cm である。

５～７は坏である。５は口径 9.6cm の小型の丸底で、６は口径 11.3cm と一回り大きい平底、７

は口径 13.8cm で、扁平で口縁部が小さく屈曲する。９～ 11 は台付坏である。９は口径 21.05cm

の深みのある坏部を有し、ハの字に開く脚を付ける。坏部内面はハケ調整である。10 は低いなが

らも大きく広がる脚部で、円孔透かしを四方向に穿つ。11 は口縁部と脚端部を失うが、脚部は短

く伸びてから急激に開く形態である。

12 ～ 14 は鉢である。12 は口径 12.3cm を測る小型品で、内外ともハケ調整である。13 は台付

鉢で、口径 15.4cm、器高 11.3cm を測る。鉢部はあまり丸味を持たず、口縁部は同じ厚みのまま

外反する。14 は大型で、ほとんど頸部が締まらず、口縁部へと至る。口径は 30.4cm である。

15・16 は器台である。15 は上下とも破損していて、内面を削り調整しているものの器壁は厚い。

16 は正面に抉りのある器台で、中細りの鼓状をなす。口径 17.0cm、器高 18.65cm、底径 17.6cm

を測る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代終末ごろに位置付けられる。

93 号竪穴住居跡（図版 19、第 140 図）

調査区の北西部に位置し、86・124・126・127 号住居を切る。平面図上は 92 号住居に切られ

るようになっているが、削平が著しかったための誤認で、本来は 93 号住居の方が 92 号住居を切っ

ている。規模は東西 5.04 ｍ、南北 4.27 ｍで、深さ 0.11 ｍを測る。北壁の中央にカマドを有し、

対面には長軸 65cm、短軸 47cm、深さ 14cm の屋内土坑を伴う。主柱穴は３ヶ所確認できること

から本来４本柱とみられ、南西側の柱穴は 92 号住居の掘削時に掘り過ぎてしまっている。

カマド（図版 20、第 140 図）

北壁の中央に位置し、右袖が 0.68 ｍ、左袖が 0.7 ｍほど突出する。燃焼部の中央には奥行

32cm・幅 25cm の範囲で焼土分布がみられたが、支脚は確認できなかった。図化に耐え得る遺物

は出土しなかった。

時期は、遺構の切り合いやカマドを有する点から、古墳時代後期に位置付けられよう。

94 号竪穴住居跡（図版 20、第 142 図）

調査区の中央やや西寄りに位置し、125 号住居を切り、95 号住居に切られる。検出時には削平
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第 141 図　Ⅳ－ B 区 92 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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第 142 図　Ⅳ－ B 区 94・95 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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第 143 図　Ⅳ－ B 区 96・99・100 号竪穴住居跡及び 99 号竪穴住居跡出土状況実測図（1/30・1/60）
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が著しかったこともあり 92 号住居に切られると判断したが、本来は 92 号住居を切ると考えられる。

北西壁が 4.1 ｍ、北東壁が 1.95 ｍほど遺存し、少なくとも北西壁は 5.7 ｍほどあったと推定される。

住居の切り合いや後世の削平により床面はほとんど失っているが、主柱穴は４本である。削平が著

しかったが、住居埋土に僅かに焼土の混入が認められたことから、本来は北西壁の中央にカマドが

存在した可能性がある。

出土遺物（第 144 図１）

１は須恵器壺の口縁部とみられ、外面に波状文が施されている。下端は頸部の接合面で剥離して

いる。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期と推定される。

95 号竪穴住居跡（図版 20、第 142 図）

調査区の中央やや西寄りに位置し、92・94 号住居を切る。後世の削平により北壁側の３分の１

が遺存する程度で、規模も東西 5.25 ｍ、南北 1.65 ｍを測るのみである。主柱穴は４本で、南東部

では住居構築時の掘削痕跡とみられる浅い溝状の掘り込みがみられた。北壁の中央にはカマドがあ

り、それ以外の壁際には幅 15cm ほどの壁溝が廻っている。図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

カマド（第 142 図）

北壁の中央に位置し、後世の削平も著しく、僅かに突出する袖部が確認できる程度である。現状

で右袖は 0.36 ｍ、左袖は 0.22 ｍほど突出しているが、焼土や被熱痕跡、支脚などは確認できなかっ

た。

時期は、遺構の切り合いから、古墳時代後期後半と推定される。

96 号竪穴住居跡（第 143 図）

調査区の北西部に位置し、85・86 号住居を切り、93 号住居に切られる。その位置から 124 号

住居とも切り合い関係にあるが、両者の新古は不明である。削平が著しく四壁とも失われているが、

カマドの存在などから少なくとも東西 5.5 ｍ・南北 5.0 ｍ程度の規模であったと推定される。北西

壁の中央にカマドを有し、主柱は４本柱であるが柱間は東西方向が広く、横長方形の住居と推定さ

れる。カマドの底面が僅かに残る程度で、遺物の出土はなかった。

カマド（図版 20、第 143 図）

北西壁の中央に位置し、燃焼部に相当する範囲の被熱痕跡しか残っておらず、僅かな焼土もみ

られたが、ほとんど地山の被熱部分が残る程度にまで削平されてしまっている。被熱範囲は、奥行

40cm・幅 38cm を測る。

時期は、概ね古墳時代後期に位置づけられよう。

99 号竪穴住居跡（図版 21、第 143 図）

調査区の北東部に位置し、西側の大半は古代道路に切られる。北壁は 0.97 ｍ、東壁は 3.15 ｍが

残り、深さは残りの良い北側で 0.13 ｍを測る。壁沿いには壁溝がめぐり、東壁の中央には長辺 0.76

ｍ、短辺 0.5 ｍ、深さ 0.28 ｍの屋内土坑が掘り込まれている。古代道路に伴う波板状痕跡もあっ

て主柱穴は確認できなかったが、２本柱と推定される。
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出土遺物（図版 49、第 144 図２～５）

２・３は山陰系甑形土器とも呼ばれるものである。２は上部の破片で、細身の円筒状をなし、口

縁部の下に突帯をめぐらせる。その下には横方向に半環状の把手を貼り付ける。内外とも磨滅して

いるがナデ調整か。３は下端部の破片で、２と異なり縦方向に半環状の把手を貼り付ける。破片で

あるため復元していないが、器形からすると底径は 40cm 程度になるとみられる。４は短頸壺の口

縁か。５は須恵器坏蓋の口縁部で、端部内面は面をなす。混入品か。

時期は、出土遺物から弥生時代終末から古墳時代初頭ごろと推定される。

100 号竪穴住居跡（第 143 図）

調査区の北東部の最も北側に位置し、12 号溝に切られる。南半部が遺存しており、規模は長辺

第 144 図　Ⅳ－ B 区 94・99・100 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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4.87 ｍ以上、短辺 3.9 ｍ、深さ

0.16 ｍを測る。主柱は配置から

４本柱と考えられる。主柱穴に

囲まれた中央には焼土を僅かに

含む長軸 0.98 ｍ、短軸 0.5 ｍ、

深さ 0.38 ｍの掘り込みがあり、

被熱痕跡こそ認めがたいが炉跡

であると考えられる。南東壁の

中央には長軸 0.75 ｍ、短軸 0.52

ｍ、深さ 0.5m の屋内土坑を備え

る。北東隅側と南西隅側にはベッ

ド状遺構があり、南東壁沿いを

中心に壁溝がめぐる。

出土遺物（第 144 図６～ 10）

６ は 土 師 器 甕 で あ る。 口 径

16.0cm で、 胴 部 上 半 に 最 大 径

があり、口縁部は緩やかに締ま

る頸部から扁平に開き、端部付

近をやや内湾気味に撫でる。７

は有段高坏の坏部で、坏部の屈

曲部に突帯を貼り付ける。８は

有稜高坏の口縁部片で、坏底部

と の 接 合 部 付 近 で 剥 離 し て い

る。 口 径 は 24.4cm を 測 る。 ９

は平底の鉢で、磨滅していて不

明確であるが台が付く可能性も

ある。10 は須恵器坏蓋で、口径

13.6cm を測る。混入品か。

時期は、出土遺物から古墳時

代前期に位置付けられる。

101 号竪穴住居跡（第 145 図）

調査区の北東部に位置し、102

号住居に切られる。削平が著し

くほぼ床面のみが遺存している

が、規模は東西 4.2 ｍ、南北 4.6

ｍ、深さ 0.04 ｍを測る。主柱は

４本柱で、径 15 ～ 25cm の柱痕

跡が認められる。カマドや炉の
第 145 図　Ⅳ－ B 区 101・102 号竪穴住居跡実測図（1/60）
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第 146 図　Ⅳ－ B 区 103 号竪穴住居跡・カマド及び 104 号竪穴住居跡実測図（1/30・1/60）
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第 147 図　Ⅳ－ B 区 101 ～ 104 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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痕跡は確認できなかったが、住居の切り合いなどから本来中央に炉を有していたと推察される。

出土遺物（第 147 図１）

１は須恵器坏身の口縁部片である。破損しているが口縁の立ち上がりは短めである。遺構の切り

合いからすれば、混入品とみるべきか。

時期は、遺構の切り合いから、弥生時代終末～古墳時代前期ごろと推定される。

102 号竪穴住居跡（図版 21、第 145 図）

調査区の北東部に位置し、101 号住居を切り、103 号住居に切られる。北西部の一部を残すのみ

であるが、北東壁は長さ 4.2 ｍ、北西壁は長さ 3.2 ｍが遺存し、深さは残りの良い部分で 0.2 ｍを

測る。壁沿いには壁溝がめぐり、北東壁側の床面が僅かながら一段高いことから、ベッド状遺構も

存在したとみられる。床面には柱穴状の掘り込みが幾つか認められるが、主柱は本来２本柱で、中

央付近になる小穴がそのうちの１基である可能性が高い。北西隅付近の土器は床面付近から出土し

たが、その他は床面から 10cm 程度浮いた状態で出土しており、最終的な埋没に伴う遺物と考えら

れる。

出土遺物（図版 49、第 147 図２～ 11）

２～６は壺である。２は全体が分かる資料で、口径 7.0cm、器高 6.8cm を測る。内外とも横方

向のミガキを施す。３も小型品であるが、口縁部はやや開き気味である。４はやや厚手で、体部上

半に最大径を有する。５は比較的浅い体部から、口縁部が開く形態で、口径 11.8cm を測る。６は

体部が深めで、口径は 13.1cm を測る。７・８は甕である。７はあまり肩の張らない胴部で、口縁

部が緩やかに外反する。外面には粗いハケメ、内面にはヘラケズリとみられる痕跡が残る。８はや

や肩の張る形態で、口径 13.4cm を測る。９～ 11 は高坏である。９は非常に浅い皿状の坏底部か

ら外上方へ広がる口縁をもつ。底部との境は僅かに段がある。口径は 14.4cm を測る。10 も９に

似た形態であるが、坏底部と口縁部との境は稜をなすだけである。11 は扁平な坏部で、平らな底

部に僅かに外反する口縁部を有する。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から古墳時代初頭～前期ごろに位置付けられる。

103 号竪穴住居跡（図版 21、第 146 図）

調査区の東側に位置し、102 号住居を切る。南半部は後世の段造成によって床面まで削平を受け

ているが、僅かな痕跡に基づく規模は東西 5.4 ｍ、南北 5.65 ｍ、深さ 0.25 ｍを測る。主柱は４本

柱である。北壁沿いの中央にカマドを有し、その他の壁際には壁溝がめぐる。

カマド（第 146 図）

北壁の中央に位置する。何度も精査を行ったが、カマド全体が大きく住居の内側に突出する構造

で、袖部の突出は右袖が 0.5 ｍ、左袖が 0.46 ｍとさほど長くなく、燃焼部は小規模である。燃焼

部からは土器片が多数出土したが、その中に土師器高坏の坏部が逆さになった状態で出土した。す

でに少し浮いた状態で原位置を保っていないかもしれないが、支脚として転用されていたものと推

測される。

出土遺物（第 147 図 12 ～ 17）

12 は小型の丸底壺である。口径は 12.2cm を測る。13 は広口壺の口縁部で、やや外反しながら

端部へと至る。口径 14.6cm を測る。14 は弥生土器の複合口縁壺で、厚みのある頸部から、口縁
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部が直立気味に立ち上がる。口径 23.5cm を測る。15 ～ 17 は高坏である。15 は坏底部がほとん

どなく、緩やかに立ち上がり口縁部まで開く。口径は 17.2cm を測る。16 はカマド内から出土し、

支脚として転用されていたと推測している個体である。坏底部との境に緩やかな段を有し、口縁端

部を外反させる。口径は 18.2cm を測る。17 は深みのある坏部で、坏底部との境で剥離している。

口径は 23.0cm を測る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から古墳時代後期後半と推定される。

104 号竪穴住居跡（図版 21、第 146 図）

調査区の中央やや東寄りに位置し、112 号住居と古代道路に切られ、北東側のみ残っている。北

壁は 3.0 ｍ、東壁は 3.4 ｍほど遺存し、深さは残りの良い北側で 0.16 ｍを測る。床面に主柱穴が

１基あり、径 10cm の柱痕跡を確認した。主柱は４本柱と考えられる。壁際には壁溝がめぐるが北

壁西側では途切れている。

出土遺物（図版 49、第 147 図 18 ～ 20）

18 は壺の頸部片で、頸基部に突帯をめぐらせる。外面はタテハケである。19 は土師器の把手で

あるが、断面円形で、小さいことから椀などに付く可能性がある。20 は須恵器坏蓋の口縁部片で、

天井部との境に僅かな沈線をめぐらせ、口縁端部内面に段を有する。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期でも中頃に近い時期と推定される。

105 号竪穴住居跡（図版 22、第 148 図）

調査区の南東部に位置し、107・123 号住居を切り、106 号住居に切られる。東から南にかけて

削平などにより住居の輪郭が不明確な個所もあったが、概ね東西 4.5 ｍ、南北 5.1 ｍの不整方形を

呈し、深さは残りの良い北側で 0.2 ｍを測る。主柱は４本柱であるが、柱間は東西間に比べて南北

間の方が広い。北壁沿いの中央にカマドを有し、その前面や両側には床面に近い位置で多数の土器

が出土した。

カマド（図版 22、第 148 図）

北壁の中央に位置する。右袖は長さ 0.8 ｍ、左袖は長さ 0.67 ｍほど伸び、煙道側が 0.1 ｍほど

住居外に突出する。燃焼部は浅く掘り込まれ、中央に土師器甕が伏せられており、その周辺から多

数の土器片が出土した。周囲の土器が破片になっているのに対して、甕は完形であることから、カ

マドの支脚として転用されたものと考えられる。甕の周囲には被熱痕跡が認められる。なお、カマ

ドの右側の脇には、１個体分の土師器甑が押し潰された状態で出土した。

出土遺物（図版 49、第 149 ～ 151 図）

１は畿内系の土師器二重口縁壺である。頸部は器壁が厚いが、屈曲部からは薄くなって外反する。

体部は丸味をもち、内面をヘラケズリする。口径 20.0cm に復元できる。

２～ 10 は土師器甕で、２～４は小型、６～９は中型で、10 は中型の中でも大きい部類である。

２は頸部があまり締まらず、内外ともハケ調整である。口径は 15.0cm を測る。３も緩やかな頸部

で締りがなく、内面は工具調整の痕跡を僅かに残す。口径は 16.6cm を測る。４は完形に近く、口

径 14.0cm・器高 15.4cm を測る。外面はタテハケ、内面はヘラケズリを行う。５は口縁部片で、

口縁部内面はヨコハケ、体部内面はヘラケズリである。６は外反する口縁をもち、口径 17.0cm を

測る。外面はタテハケ後に粗いヨコハケ、内面は磨滅しているがヘラケズリとみられる。７はやや
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第 148 図　Ⅳ－ B 区 105 号竪穴住居跡及びカマド実測図（1/30・1/60）
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第 149 図　Ⅳ－ B 区 105 号竪穴住居跡出土遺物実測図①（1/3）
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第 150 図　Ⅳ－ B 区 105 号竪穴住居跡出土遺物実測図②（1/3）
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厚手で、口径 17.0cm を測る。体部はなで肩で、口縁端部を外に曲げる。外面はタテハケ、内面は

ヘラケズリである。８は口縁部が短く開く形態で、外面をタテハケ、内面をヘラケズリで調整する。

比較的器壁が薄く、口径は 20.8cm を測る。９はやや低く外に開く口縁部で、外面をタテハケ、内

面をヘラケズリで調整する。口縁端部をやや上方につまみ、口径は 21.0cm を測る。10 は横長の

扁球胴で、器高の割に口径が大きい。口径 26.9cm・器高 27.1cm・胴部最大径 32.5cm を測る。

11 ～ 14 は土師器坏である。いずれも口縁部のみ外側へ屈曲させる。調整はいずれも不鮮明であ

るが、12 は外面にミガキの痕跡を残す。11 は口径 13.5cm・器高 5.9cm、12 は口径 14.2cm・器

高 4.2cm、13 は口径 14.0cm、14 は口径 16.4cm を測る。

15・17 は台付坏の脚部で、脚部が中膨らみに広がり、端部は短く折れる。17 は八の字に広がる

脚部である。16 は高坏の脚部で、細長く伸びて、裾部は反り気味に曲がる。外面はヘラ状工具に

よるナデ調整を行い、内面はヘラケズリする。18 は鉢の底部であろうか。かなり厚手で、内面は

ナデ調整する。外面は二次被熱によりやや赤変している。

19 ～ 22 は土師器甑である。19 は把手を失うが、全体が分かる個体で、口縁部は少し肥厚して

外反する。把手は体部中位に貼り付けていたようである。体部は筒状に抜けている。外面はタテハケ、

内面はヘラケズリし、口縁部内面に僅かにヨコハケの痕跡が残る。多少歪みがあるが口径 30.3cm

を測る。20 は体部中位の破片である。厚手で楕円形を呈する把手を貼り付ける。外面はタテハケ、

内面はヘラケズリである。21・22 は把手で、断面は 21 が扁平な楕円形、22 が不整形な円形を呈する。

23 は土師質の支脚で、全体をナデ調整で仕上げている。正面側を強いナデでへこませ、角状に

反らせている。破損するが、器高は 11.4cm を測る。

24 ～ 26 は須恵器坏蓋である。いずれも天井部外面を回転ヘラケズリし、口縁部との境に沈

線をめぐらせ、口縁端部内面に段を有する。24 は外面にヘラ記号がある。法量は、24 が口径

14.3cm・器高 5.05cm、25 が口径 14.5cm・器高 5.15cm、26 が口径 16.0cm を測る。27 は須恵

器蓋で、かなり扁平な宝珠形の撮みを貼り付ける。天井部外面は回転ヘラケズリである。

28 ～ 33 は須恵器坏身である。底部が残るものは、いずれも外面を回転ヘラケズリする。

28・30・31 は口縁端部内面に段を有するが、その他は丸く収められている。法量は 28 が口径

11.0cm・器高 3.9cm、29 が口径 12.0cm、30 が口径 13.6cm・器高 5.6cm、31 が口径 13.6cm、

32 が口径 14.6cm・器高 4.55cm を測る。

34 は須恵器高坏の坏部で、外面に細かい波状文を廻らせる。35・36 は須恵器高坏脚部である。

35 は細身で、外面上半はカキメ、下半は波状文を施し、中位と下位に沈線を廻らせる。36 は基部

があまり締まらない形態と推定され、外面に沈線が廻り、長方形透かしの一部が残る。

37 は小型の須恵器短頸壺で扁平な体部に、直立する口縁部が付く。38 は須恵器甕の胴部下半の

破片で、外面はタタキの後、横方向のカキメを廻らせ、内面は同心円当て具痕が残る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期後半でも古い段階に位置付けられる。

106 号竪穴住居跡（図版 22、第 152 図）

調査区の南東部に位置し、複数の住居が複雑に切り合っていたため重複関係を誤認して掘削して

しまったが、105・107・123 号住居を切ることが判明した。誤認による掘り過ぎのため正確な規

模は不明確であるが、北壁 3.66 ｍ、東壁 3.85 ｍほどが遺存し、深さは 0.2m を測る。主柱穴は確

認できなかったが、４本柱の可能性が高いと考えられる。北壁沿いにカマドを伴う。
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第 151 図　Ⅳ－ B 区 105 号竪穴住居跡出土遺物実測図③（1/3）
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第 152 図　Ⅳ－ B 区 106 ～ 109・111 号竪穴住居跡及び 106 号竪穴住居跡カマド実測図（1/30・1/60）
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カマド（図版 22、第 152 図）

北壁の中央に位置するが、誤認による掘り過ぎのため袖部などの規模は確認できなかった。ただ、

土師器高坏が倒立した状態で出土したことから、カマドの支脚に転用されたものの可能性が高く、

支脚を中心に左右に袖部が伸びていたことが推測される。また、やや東側に離れて出土した完形の

須恵器坏はカマド脇に据え置かれていたものが遺存したものと考えれば、カマドの位置関係を推定

する手掛かりとなろう。

出土遺物（図版 50、第 153 図１～４）

１は土師器甕の口縁部で、外面をタテハケ、内面をヘラケズリで調整する。２は土師器高坏で、

カマド内から出土し、支脚として転用されていたものである。やや厚めの坏底部から緩やかに口縁

部が伸び、端部を外反させる。脚部は広めのハの字状に開く。口径は 15.5cm を測る。３は須恵器

坏身で口縁の立ち上がりは短めで、端部をつまむ。底部外面は回転ヘラケズリで、×印のヘラ記号

を有する。口径 12.1cm・器高 3.8cm を測る。４は須恵器高坏脚部で、脚部中位に沈線をめぐらせ、

長方形透かしを有する形態とみられる。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、６世紀末から７世紀初頭ごろに位置付けられる。

107 号竪穴住居跡（第 152 図）

調査区の南東側に位置し、106 号住居を切り、123 号住居や古代道路に切られる。東半側のみ遺

存するため全体の規模は不明であるが、北東壁 3.4 ｍ、南東壁 2.65 ｍ、深さ 0.3 ｍを測る。主柱

穴は１基しか確認できないが、その位置から４本柱と推定される。北東壁の一部には壁溝を伴う。

出土遺物（第 153 図５～ 10）

５は土師器高坏の口縁部で、僅かに外反し、口径は 16.0cm を測る。６は小型の壺とみられ、外

面は工具調整の痕跡が残り、内面には粘土紐の継ぎ目が顕著にみられる。７は深めの坏で、全体に

薄いつくりである。口径は 10.6cm である。

８・９は須恵器坏身である。８は口縁が高めに立ち上がり、端部内面に段を有する。９は外底面

を回転ヘラケズリする。10 は小型の須恵器𤭯の口縁部とみられ、外面に波状文がみられる。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期中頃から後半に位置付けられる。

108 号竪穴住居跡（第 152 図）

調査区の南東部に位置し、105・107・109 号住居、20 号溝、古代道路に切られ、北東側の一

部が遺存する。北壁ほとんど残っていなかったが、東壁は 1.98 ｍが遺存し、深さは残りの良い北

側で 0.34 ｍを測る。床面を精査したが主柱穴は確認できなかった。調査状況からすれば主柱は２

本柱であった可能性が高い。

出土遺物（第 153 図 11）

11 は土師器高坏で、平坦な坏底部から、口縁部が大きく開く。口径は 16.6cm を測る。

時期は遺物が少なく明確でないが、遺構の切り合いなどから古墳時代後期に位置付けられよう。

109 号竪穴住居跡（第 152 図）

調査区の南東部に位置し、107・108 号住居を切り、20 号溝や古代道路に切られる。規模は北
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第 153 図　Ⅳ－ B 区 106 ～ 108・111 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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壁 1.9m 以上、東壁 2.66 ｍ以上で、深さは 0.14 ｍを測る。主柱穴は未確認である。図化に耐え得

る遺物の出土はなかった。

時期は、遺構の切り合いから古墳時代後期と推定される。

111 号竪穴住居跡（図版 23、第 152 図）

調査区の南東側に位置し、105・108・109 号住居や 20 号溝、古代道路に切られる。規模は北

東壁 3.52 ｍ、南東壁 4.05 ｍ以上、深さ 0.28 ｍを測る。主柱は２本柱で、その中間に炉を備える。

炉は楕円形の掘り込みが重複しており、それぞれに被熱痕跡を認めることができることから、掘り

直しを行ったことが窺える。炉の規模は、古段階が長さ 40cm 以上、幅 34cm、深さ 5cm で、新

段階は長さ 56cm、幅 31cm、深さ 10cm を測る。また、南東壁の中央には長径 0.6 ｍ、短径 0.48 ｍ、

深さ 0.31 ｍの屋内土坑がある。

出土遺物（図版 50、第 153 図 12 ～ 20）

12 ～ 17 は弥生土器甕である。12 は長胴の平底甕で、内外ともハケ調整で仕上げる。口径

14.0cm・器高 20.2cm を測る。13 も長胴の平底甕で、外面はタタキ後に粗いタテハケ、内面は磨

滅しているがケズリ調整であろうか。口径 14.2cm・器高 22.0cm を測る。14 は外反する口縁で、

外面をタテハケ、内面はヘラケズリする。口径 15.8cm を測る。15 は頸部から胴部中位の破片で、

最大径は 21.0cm に復元できる。頸部の締まりが少し弱い。外面はタテハケ、内面は横方向のケズ

リで調整する。6 は全体に薄いつくりで、外面は工具による縦方向の調整痕が残り、内面はナデ調

整で仕上げている。口径は 14.0cm である。７は短めの口縁部を有し、外面はタテハケ、内面は工

具によるケズリ気味のナデ調整を行う。18 は高坏脚部で、基部は中実で、ハの字に開く裾部との

境に円孔を穿つ。19 は器台の裾部で、内面はヨコハケ調整である。20 は須恵器高坏で、小型の坏

部に細身で低い脚部が付くと考えられる。混入品である。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、弥生時代終末に位置付けられよう。

112 号竪穴住居跡（図版 21、第 154 図）

調査区の中央部に位置し、古代道路に切られて北西側を失っている。規模は、東西 5.83 ｍ・南

北 5.75 ｍ・深さ 0.36 ｍを測る。主柱は４本柱である。北壁の中央にカマドを有し、南壁側には壁

から少し離れて長径 0.78、短径 0.7 ｍ、深さ 0.35 ｍの屋内土坑を持つ。遺物の多くは床面から少

なくとも 10㎝ほど浮いた位置から出土しており、最終的な堆積層に伴うものと考えられる。

カマド（図版 23、第 154 図）

北壁の中央に位置し、住居も比較的深く残っていたことからカマドの遺存状況も良いのではない

かと期待したが、袖部の基部付近が遺存する程度であった。右袖は 0.57 ｍ、左袖は 0.27 ｍが遺存

する。燃焼部は６cm ほど浅く掘り下げ、土師器高坏を倒置して支脚に転用していた。支脚より手

前側に被熱痕跡が認められる。須恵器の甕片も多数出土したが、いずれも浮いた状態で出土してい

る。

出土遺物（図版 50、第 155 図）

１・２は小型の土師器壺である。１は内外ともナデ調整である。２は体部の内外をナデ調整し、

口縁部内面をハケ調整する。口径 8.4cm・器高 10.5cm を測る。

３～９は土師器甕である。３は口縁部片で、口径 16.0cm に復元できる。４は体部中位で屈曲気
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第 154 図　Ⅳ－ B 区 112 号竪穴住居跡及びカマド実測図（1/30・1/60）
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第 155 図　Ⅳ－ B 区 112 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3、19 は 1/4）
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味になる形態で、頸部が厚い。内外とも磨滅しており、口径は 16.6cm を測る。５は頸部が緩やか

に締まる形態で、外面をタテハケ、内面をヘラケズリする。内面には粘土紐の接合痕が顕著に残る。

口径 15.2cm、器高 19.4cm を測る。６は無頸壺とすべきかもしれないが、上端を僅かに外反させ

て口縁部とする。外面はケズリ後ナデ、内面は縦方向のケズリを行う。口径は 15.0cm である。７

は底部片で、外面は磨滅しているが、内面はヘラケズリの痕跡が残る。８はやや外反する口縁部で、

口径 19.4cm を測る。９はやや大型の甕で、口縁部がやや外反して広がる。胴部の張りはあまりなく、

外面はタテハケ、内面は磨滅しているがヘラケズリとみられる。口径は 27.8cm を測る。

10 は土師器高坏で、丸い坏部にやや高めの脚部が付く。脚部外面は縦方向のミガキ、内面は横

方向のケズリを行う。口径 16.0cm・器高 16.8cm を測る。11 は台付坏の脚部か。やや広めの基部

からハの字に開く。

12・13 は土師器坏である。いずれも体部が内湾気味に立ち上がり、口縁部を短く外側に曲げる。

13 の外面は横方向のヘラケズリである。法量は 12 が口径 13.8cm、13 が口径 14.2cm・器高 6.05cm

を測る。

14 は小型の手捏ね土器で、平底気味の坏である。15 は平底の小型坏で、口径 8.4cm、器高 3.4cm

に復元できる。16 は手捏ねのミニチュア土器で、口径 3.6cm・器高 3.1cm を測る。17 は当て具

のような形態をなす土製品である。上部は剥離したような痕跡もなく、ほぼ完形に近い状況である。

円盤状の底部の径は 5.8cm で、器高は 2.1cm を測る。

18 は須恵器高坏で、坏部下半に工具による刺突文を刻み、その後沈線をめぐらせる。脚部は欠

損しているが、透かしの痕跡が残り、三方に透かしを有していたことが分かる。口径は 10.0cm で

ある。19 は須恵器甕の胴部片で、外面は平行タタキの後に粗いカキメを施し、内面は同心円の当

て具痕が残る。

20 は越州窯系青磁の底部片で、全体に釉が掛かるが、削り出し高台の畳付きのみ釉を削り取っ

ている。住居周辺の検出時に出土したもので、本来は古代道路の埋土に帰属していたものか。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期後半に位置付けられる。

113 号竪穴住居跡（図版 23、第 156 図）

調査区の南端付近に位置し、114 号住居を切る。上部を 21 号土坑と 12 号溝に切られるものの、

住居全体の遺存状況は良好である。規模は東西 5.6 ｍ、南北 5.58 ｍ、深さ 0.4 ｍを測る。主柱は

４本柱で、南側の２基については段掘りしており、南西側の柱穴では径 0.08 ｍの柱痕跡を確認した。

北壁沿いの中央にカマドを有する。

カマド（図版 24、第 156 図）

北壁の中央に位置し、右袖は長さ 96cm、左袖は長さ 87cm を測る。燃焼部は細長く、中央に土

師器高坏を転用した支脚が残っており、その手前側が被熱により赤変していた。高坏は床面を少し

かさ上げした面に置かれていて、右袖脇からも焼土層に覆われる形で別個体の高坏が出土した。土

層の観察から、少なくとも２回は床面の作り直しをしていることが判明し、右袖脇の高坏も元々支

脚として利用されていたものと推測される。

出土遺物（図版 50、第 159 図１～ 11）

１・２は土師器甕である。１は強く外反する口縁部で、頸部内面に接合痕を残す。口径 15.0cm

を測る。２は頸部が緩やかに屈曲する形態で、内外ともハケ調整を行う。口径は 20.0cm を測る。
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第 156 図　Ⅳ－ B 区 113 号竪穴住居跡及びカマド実測図（1/30・1/60）
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３～７は土師器高坏である。３は全体が復元できる資料で、角張った坏部に裾部が水平に折れる

脚部を付ける。坏底部の内面や口縁部外面にハケ調整の痕跡が残る。口径 16.8cm・器高 11.8cm

を測る。４はカマド内で支脚として転用されていた個体である。法量的に３に似るが、口縁端部が

少し外反する。口径 16.2cm を測る。５も同様の形態で、口縁端部が外反する。口径は 16.0cm を

測る。６は口縁部が直立気味に立ち上がり、口径 15.0cm を測る。７はカマド内から出土し、カマ

ドの作り直しに伴って埋められた当初の転用支脚と推定する個体である。口縁部が強く外反する形

態で、坏底部との境に小さな段がある。口径は 15.6cm を測る。

８～ 10 は坏である。８はやや平底気味で、口縁部付近を強くなでるため、緩やかな稜が付く。

口径 11.0cm を測る。９は全体に丸味のある深めの坏で、外面をハケ調整する。口径 12.0cm・器

高 5.2cm を測る。10 は小型品で、平底の底部から直立気味に口縁部が立ち上がる。内面はナデ調整、

外面はハケ調整で仕上げる。

11 はミニチュア土器の鉢で、口径 3.9cm・器高 3.0cm を測る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期に位置付けられる。

114 号竪穴住居跡（図版 23、第 157 図）

調査区の南側に位置し、113 号住居や 21 号土坑、16・18 号溝に切られる。住居の南西側のみ

遺存しており、西壁 3.25 ｍ、南壁 2.6 ｍが遺存する。南壁に沿ってベッド遺構が設けられており、

その部分にのみ壁溝が確認できた。主柱穴は未確認であるが、主柱は２本柱とみられる。なお、中

央部には炉があったと考えられるが、113 号住居の掘削が深くまで及んでいるため、確認できなかっ

た。

出土遺物（第 159 図 12 ～ 17）

12 は弥生土器壺の頸部片で、混入品である。13 はミニチュアの台付坏とみられる。

14・15 土師器甕である。14 は薄手のつくりで、外面をタテハケ、内面を横方向のヘラケズリで

調整する。口径は 14.0cm を測る。15 は頸部があまり締まらない形態で、頸部付近の内面に粘土

の接合痕が顕著に残る。口径は 14.6cm を測る。

16 は須恵器坏蓋である。天井部外面は回転ヘラケズリの後ナデ調整する。17 は須恵器坏身であ

る。口縁の立ち上がりは少し短くなっており、端部も丸く収める。外底面は回転ヘラケズリである。

時期は、出土遺物からみれば古墳時代後期であるが、遺構の切り合いや、ベッド状遺構を有する

点、カマドがない点などを踏まえれば古墳時代前期とみるべきか。

115 号竪穴住居跡（第 157 図）

調査区の南端に位置し、115 号住居を切り、古代道路に切られる。南側は後世の段造成によって

削平されており規模は不明であるが、北壁 2.55 ｍ、西壁 0.6 ｍが残り、深さ 0.11 ｍを測る。北壁

沿いには壁溝が一部にみられる。主柱穴は未確認である。

出土遺物（図版 50、第 159 図 18）

18 は高台を有する土師器皿である。比較的高い太めの高台で、古代の遺物の混入か。

時期は、推定する根拠に欠けるが、古代道路に切られることから、古墳時代の範疇で捉えるのが

穏当であろう。
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第 157 図　Ⅳ－ B 区 114 ～ 118 号竪穴住居跡及び 118 号竪穴住居跡カマド実測図（1/30・1/60）
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第 158 図　Ⅳ－ B 区 119 号竪穴住居跡及び 123 号竪穴住居跡・カマド実測図（1/30・1/60）
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第 159 図　Ⅳ－ B 区 113 ～ 115・118・119 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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116 号竪穴住居跡（第 157 図）

調査区の南端に位置し、115 号住居と 14 号溝、古代道路に切られる。全体像は不明であるが、

直線的な輪郭と平坦な底面から住居跡と考えた。西壁のみ長さ 0.68 ｍほど残り、深さは 0.08 ｍを

測る。図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、115 号住居との切り合いから、弥生時代終末～古墳時代前期ごろとなろうか。

117 号竪穴住居跡（第 157 図）

調査区の南端に位置し、14 号溝と古代道路に切られる。116 号住居と同様に僅かにしか確認で

きなかったが、直角に折れる輪郭と平坦な底面から住居の一部と考えた。遺存するのは北西隅の僅

か一部で、北壁は 0.35 ｍ、西壁は 0.58 ｍ、深さは 0.1 ｍを測るのみである。図化に耐え得る遺物

の出土はなかった。

時期は不明であるが、住居の主軸からすると弥生時代終末を前後する時期であろうか。

118 号竪穴住居跡（第 157 図）

調査区の中央やや南寄りに位置し、12・17 号溝に切られる。削平のため、東側や南側の様相は

明確ではないが、北壁 4.0 ｍ、西壁 2.8 ｍが残り、深さは 0.16 ｍを測る。主柱は４本柱とみられるが、

南東側の柱穴は 12 号溝の掘削が深くまで及んでいたため、確認できなかった。南西側の柱穴では

径 15cm の柱痕跡を確認した。北壁の中央にカマドを備える。

カマド（図版 24、第 157 図）

北壁の中央に位置し、右袖・左袖とも長さ 0.9 ｍを測り、燃焼部が住居外に 15cm ほど突き出る。

燃焼部の手前側に被熱痕跡が認められ、その部分から土師器高坏が出土した。カマド内には支脚が

なかったこと、高坏以外の土器は小片になっていることから、この高坏が本来支脚として転用され

ていたとみられる。右袖の脇には土師器甕が潰れた状態で出土した。

出土遺物（第 159 図 19 ～ 26）

19 ～ 22 は土師器高坏である。19 は、小振りながら深みのある坏部にハの字に広がる脚部が付

く。口径は 15.5cm を測る。20 は平坦な坏底部に緩やかに伸びる口縁部が付き、端部を外反させる。

口径は 17.0cm を測る。21 は 20 に近い形態であるが、やや深みがある。口径は 15.8cm を測る。

22 は裾部の破片であるが、21 と同一個体になる可能性が高い。脚部から急激に折れて、水平に広

がっている。

23 は土師器小型器台の口縁部である。端部は短くつまみ上げる。口径は 10.2cm である。24 は

ミニチュア土器の坏で、平底をなす。口径 4.1cm・器高 2.8cm を測る。

25 は製塩土器の破片で、内面に布目が残る。

時期は、出土遺物などから、古墳時代後期前半ごろに位置付けられよう。

119 号竪穴住居跡（図版 24、第 158 図）

調査区のほぼ中央に位置する。後世の造成や撹乱による削平が著しいが、東西 3.24 ｍ、南北 3.26

ｍ、深さ 0.17 ｍを測る。床面では複数の小穴が確認できるが、主柱は２本柱である。炉などは確

認できなかった。

出土遺物（第 159 図 27）
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27 は弥生土器の甕か。頸部は内傾するだけでほとんど締まりがなく、口縁端部を僅かに外反さ

せる程度である。内面にハケ調整の痕跡が残る。

時期はあまり明確でないが、長方形住居である点などから、弥生時代終末前後であろう。

123 号竪穴住居跡（第 158 図）

調査区の南東端に位置し、107 号住居を切り、105・106 号住居に切られ、西側の一部を古代道

路に切られる。ほとんど調査区外に広がるため、正確な規模は不明であるが、北壁は 6.7 ｍ以上、

西壁は 2.25 ｍ以上で、深さは 0.38 ｍを測る。北壁の中央にカマドを有し、柱穴の位置から主柱は

４本柱とみられる。カマドより西側の壁際には壁溝がめぐる。

カマド（図版 24、第 158 図）

北壁の中央に位置する。右袖は長さ 1.22 ｍ、左袖は 1.21 ｍほど伸び、燃焼部から多数の土師器

の甕片が出土した。燃焼部の右側に寄って被熱痕跡が広がっており、その中央から土師器高坏が伏

せられた状態で出土した。おそらく支脚として転用されたものと考えられる。

出土遺物（図版 50、第 160 図）

１は小型の丸底壺の略完形品で、体部外面はヘラケズリの後、ナデ調整する。口径 7.8cm・器高

10.4cm を測る。

２～７は土師器甕である。２は口縁部片で、内外ともハケ調整する。３は口縁部が緩やかに外

反し、頸部内面に粘土の接合痕を残す。口径 13.6cm を測る。４も外反する口縁部であるが、肩部

の張りがあまりない。外面は口縁部にタテハケの痕跡を残し、胴部内面はヘラケズリする。口径は

14.0cmを測る。５も頸部の締まりがない形態で、胴部内面をヘラケズリする。口径は13.0cmである。

６は中型の甕口縁で、内外ともハケ調整の痕跡を残す。口径は 20.0cm に復元できる。７はカマド

脇から出土した個体で、やや厚手で、口縁部が外反する。外面はタテハケ、内面はヘラケズリする。

口径 21.1cm を測る。

８～ 19 は土師器高坏である。いずれも有稜高坏で、坏部の法量は８や 15・17 を基準とすれば、

９～ 11 が大型で、12 ～ 16 が小型の部類に入る。11 は唯一完形に近い個体で、カマドの支脚と

して転用されたと考えられる個体である。脚部はやや幅広で外面をタテハケ、内面はナデ調整する。

これに対し、18や19の脚部は小さく、裾部もより低平に広がっている。14は器壁が磨滅しているが、

内外とも赤色顔料を塗布しているとみられる。法量は、８が口径 17.9cm、９が口径 20.0cm、10

が口径 19.1cm、11 が口径 20.8cm・器高 16.1cm、12 が口径 14.0cm、13 が口径 14.2cm、14 が

口径 14.4cm、15 が 16.0cm、17 が口径 17.5cm を測る。

20 は土師器鉢で、内面にハケ状工具による調整の痕跡を残し、外面はナデで仕上げる。底部に

円孔が穿たれている。口径 19.1cm・器高 12.25cm を測る。

22・23 は須恵器坏蓋である。ともに天井部と口縁部との境に浅い沈線を施し、口縁端部内面に

段を持ち、口径は 14.0cm を測る。21 は須恵器坏身である。口縁の立ち上がりがまだ高く、端部

内面に段を持つ。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古墳時代後期中頃から後半に位置付けられる。

124 号竪穴住居跡（第 161 図）

調査区の北西部に位置し、86・126・127 号住居を切り、93 号住居に切られる。なお、96 号住
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第 160 図　Ⅳ－ B 区 123 号竪穴住居跡出土遺物実測図（1/3）
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居とも切り合うが、新古関係は不明である。既に削平が著しく、北壁の一部が遺存するのみで、削

平された面で主柱穴を確認できる程度であった。主柱穴は４本で、南西隅の柱穴では径 15cm の柱

痕跡を確認した。北壁 2.6 ｍ、西壁 0.3 ｍが僅かに残るだけであるが、主柱穴との関係から住居の

規模は東西 4.8 ｍ、南北 4.75 ｍ程度に復原できる。北壁沿いの中央にはカマドを有するが、袖部

を失い、僅かに燃焼部の痕跡を留める程度である。遺物はカマド内の高坏のみである。

カマド（第 161 図）

北壁中央に位置し、両袖とも削平のため痕跡も確認できず、燃焼部のみ奥行 85cm、幅 110cm

ほどの焼土分布と被熱痕跡があった。被熱部の中央には土師器高坏の口縁部のみが僅かに残ってい

て、高坏を倒置して、支脚に転用していることが判明した。口縁端部のみが残り、遺存状態が悪く

図化に耐えなかったため、図示していない。

時期は、住居の切り合いやカマドの存在などから、古墳時代後期と考えられる。

125 号竪穴住居跡（第 161 図）

調査区の中央やや西寄りに位置し、93・94 号竪穴住居跡に切られる。北辺のみ長さ 2.2 ｍが遺

存し、深さも 0.04 ｍしか残っていない。主柱穴の位置からすれば南北は 5.0 ｍ程度に復元できよ

うか。主柱穴は３ヶ所確認できることから４本柱と判断できるが、現代の造成による削平が著しい

南東側の柱穴は完全に失われていた。カマドや炉の痕跡は一切確認できなかった。図化に耐え得る

遺物は出土しなかった。

時期は、遺構の切り合いから、古墳時代後期になろうか。

126 号竪穴住居跡（第 162 図）

調査区の北西部に位置し、127 号住居を切り、93 号住居に切られる。僅かに住居の北西隅のみ

が遺存しており、現状では東西 2.0 ｍ、南北 0.63 ｍ、深さ 0.1 ｍを測る。主柱穴は確認できず、

住居の規模も不明確である。図化に耐え得る遺物は出土しなかった。

時期は、遺構の切り合いから、古墳時代後期より古くなるだろう。

127 号竪穴住居跡（第 162 図）

調査区の北西部に位置し、91・92・93・126 号住居に切られ、その位置関係から 124 号住居に

も切られたとみてよいだろう。住居の西側の一角が残るだけで、現状では東西 0.7 ｍ、南北 2.75 ｍ、

深さ 0.1 ｍを測る。主柱穴は明確ではなく、住居の規模も不明確である。図化に耐え得る遺物は出

土しなかった。

時期は、遺構の切り合いから、古墳時代後期より古くなるだろう。

128 号竪穴住居跡（第 162 図）

調査区の中央付近に位置し、18 号溝に切られる。削平が著しいため北東側しか残っておらず、

北壁 1.88 ｍ、東壁 0.74 ｍが遺存し、深さは 0.08 ｍを測る。床面には２基の小穴がみつかり、い

ずれかが主柱穴で、２本柱ないし４本柱になると推定されるが、対応する柱穴が確認できず、その

判断は難しい。図化に耐え得る遺物は出土しなかった。

時期は、不明確であるが、遺構の状況から古墳時代前期であろうか。
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第 161 図　Ⅳ－ B 区 124 号竪穴住居跡・カマド及び 125 号竪穴住居跡実測図（1/30・1/60）
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第 162 図　Ⅳ－ B 区 126 ～ 129 号竪穴住居跡実測図（1/60）

129 号竪穴住居跡（第 162 図）

調査区の中央部に位置し、18 号溝に切られる。削平が著しく、北壁 1.5 ｍ、東壁 0.95 ｍのみ遺

存し、深さは 0.1m を測る。主柱穴とみられる小穴の位置から、主柱は４本柱と推定されるが、１

基しか確認できなかった。図化に耐え得る遺物は出土しなかった。

時期は、不明であるが、128 号住居と同じく、古墳時代前期ごろとなろうか。

（２）土　坑
19 号土坑（図版 29、第 163 図）

調査区の北側に位置し、西半分は調査区外に及ぶ。83 号住居と 18 号溝を切る。全体像は不明

であるが、直径約 3.0 ｍ、深さ 1.55 ｍを測る。上半は掘り込みの角度がやや浅いが、下半部は垂

直気味に掘られていた。その形状から井戸の可能性を考えたが、湧水はなかった。溝と切り合うこ

ともあり、溜め井などを想定するべきか。

出土遺物（図版 50、第 165 図１～３）

１は備前系の陶器甕で、口縁部の外側に粘土を貼り付け肥厚させる。２は龍泉窯系青磁碗で、外

面に蓮弁、内面に櫛書文がみられる。３は定窯系の白磁碗で、玉縁となる。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、14 世紀代と考えられる。
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第 163 図　Ⅳ－ B 区 19 ～ 21 号土坑実測図（1/30・1/60）
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第 164 図　Ⅳ－ B 区 22・24・25 号土坑実測図（1/30・1/60）
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20 号土坑（図版 29、第 163 図）

調査区の中央やや南寄りに位置し、古代道路を切る。長径 2.5 ｍ、短径 2.3 ｍの不整形な円形を

呈し、深さは 2.45 ｍを測る。上層の堆積層から白磁碗などが出土したが、最終的な埋没に伴うも

ので、遺構の時期に直結する資料とはいえない。

出土遺物（第 165 図４～６）

４は瓦器椀で、口径 15.3cm・器高 6.5cm を測る。５は白磁碗で、高台から高台内は露胎である。

口径 15.6cm・器高 6.2cm を測る。６は平瓦で、凸面に縄目タタキがみられる。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、12 世紀代と考えられる。

21 号土坑（図版 29、第 163 図）

調査区の南側に位置し、113 号住居を切る。長軸 1.13m、短軸 0.79 ｍの楕円形で、深さ 0.16

ｍを測る。検出段階から焼土や炭化物の集中が認められたが、掘削の結果、人骨に由来するとみら

れる骨粉や細片が出土したことから、火葬遺構の可能性が高い。壁面は被熱により赤変していたが、

第 165 図　Ⅳ－ B 区 19・20・22・24・25 号土坑出土遺物実測図（1/3）
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硬化するほどの高温ではなかったようである。図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、周辺の遺跡で確認されている火葬遺構の年代から、近世に下ると推定される。

22 号土坑（第 164 図）

調査区の東側に位置し、104 号住居に切られる。長さ 4.13 ｍ、幅 1.88 ｍ、深さ 0.28 ｍの大型

長方形を呈する。検出時には住居の可能性も考えたが、四壁とも完結していることから「土坑」と

した。底面ではとくに顕著な掘り込みは認められなかった。

出土遺物（第 165 図７・８）

７の須恵質の擂鉢で、内面に摺り目の一部が確認できる。８は備前系の擂鉢で、口縁部は帯状に

肥厚し、内面に摺り目の一部が確認できる。

時期は、出土遺物からすると、14 世紀ごろまで下る可能性があるが、遺構の層位的な状況を踏

まえると古墳時代と考えられ、遺物は混入品の可能性がある。

24 号土坑（第 164 図）

調査区の中央に位置し、古代道路の肩に営まれている。長さ 1.58 ｍ、幅 0.61 ｍ、深さ 0.25 ｍ

を測る長楕円形を呈し、底部は舟底状をなす。古代道路の掘削を始めてから存在に気が付いたが、

道路埋土を切ることを確認しており、道路より後出する遺構であることは確かである。

出土遺物（第 165 図９）

９は土師器甕で、体部内面をヘラケズリ、外面をタテハケで調整する。口径 14.1cm を測る。

時期は、出土遺物からすれば古墳時代前期であるが、遺構の切り合いを重視すれば中世期と考え

るべきか。

25 号土坑（図版 30、第 164 図）

調査区の中央に位置し、古代道路を切る。当初は遺構としての認識がなく、古代道路として掘削

していたが、途中で道路埋土に切り込む輪郭を捉えたことから、層位的には道路に後出する遺構と

いえよう。長さ 2.05 ｍ、幅 0.85 ｍの長楕円形を呈し、深さは掘り込み上面からすると 0.83 ｍほ

どになる。

出土遺物（第 165 図 10）

10 は土師器高坏で、脚裾部が水平に開く。

時期は、出土遺物からすると古墳時代中期前半ごろに位置づけられるが、遺構の切り合いを重視

すれば中世期の可能性が高い。

26 号土坑（図版 30、第 166 図）

調査区の中央に位置し、古代道路を切る。当初は道路の一部として掘削していたために、切り合

いが逆転してしまっているが、途中で道路埋土を切ることを確認したことから、道路より後出する

遺構であることは間違いない。平面形は長さ 2.13 ｍ、幅 1.2 ｍの長楕円形を呈し、深さは遺構面

から 2.7 ｍを測る。途中から径 1.05 ｍほどの円筒形に掘られていることから、井戸とすべきかも

しれないが、湧水などはみられなかった。しかし、一度降雨があると水が溜まったままになること

から溜め井としての機能があるのかもしれない。
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第 166 図　Ⅳ－ B 区 26・27・39 号土坑実測図（1/30・1/60）
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出土遺物（第 169 図１～５）

１は土師器甑の把手で、断面は扁平な楕円形を呈する。２～４は須恵器甕で、２は口縁部外面が

肥厚し、３は外面に２条の沈線と波状文を廻らせ、４は体部内面に平行の当て具痕が残る。５は平

瓦で、凸面に縄目タタキがみられる。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物からすると古代以降であろう。

27 号土坑（図版 30・31、第 166 図）

調査区の南側に位置し、12 号溝に切られる。東半分を失っているが、南北 0.97 ｍで、東西は 0.8m

ほどと推定される。深さは 0.3 ｍを測る。21 号土坑と同様に焼土や炭化物とともに骨粉や骨の細

片が出土することから、火葬土坑と推定される。壁面の一部は被熱により赤変していた。図化に耐

え得る遺物の出土はなかった。

時期は、21 号土坑と同じく近世期と考えられる。

39 号土坑（第 166 図）

調査区の中央に位置し、古代道路を切る。平面形は直径 1.15 ｍの円形を呈し、深さは 1.65m を

測る。付近に地下式土坑があったことから、本遺構もその可能性を考えたが、円筒形の掘り込みで

完結した。深さはあるが湧水もなく、遺構の性格は不明である。図化に耐え得る遺物の出土はなかっ

た。

時期は、遺構の切り合いから、中世期に下る可能性が高い。

40 号土坑（図版 31、第 167 図）

調査区の中央に位置し、古代道路を切る。当初はその存在に気が付かず、波板状遺構の検出面に

達した段階でようやく認識した遺構である。しかし、明らかに波板状遺構を切っていて、掘り込み

も高いところから始まっていることから、道路より後出する遺構とすべきであろう。長さ 5.2 ｍ、

幅 1.3 ｍ、深さ 1.2 ｍを測り、隅丸の長方形を呈する。遺構面からの深さは 1.35 ｍになる。

出土遺物（第 169 図６～ 21）

６は土師器皿で、底部調整は磨滅により不明である。口径 11.8cm・器高 1.6cm を測る。７～

10 は土師器坏である。７・８は豊前型の坏で、底部が少し突出する。７は糸切底である。９も糸

切底で、10 は磨滅のため明確ではないが糸切底とみられる。11 ～ 14 は土師器椀である。12 は口

縁端部を僅かに外反させ、口径 16.0cm を測る。11・13・14 はいずれも逆台形の小さな高台を貼

り付ける。15 は土師器甑の把手で、断面は円形を呈する。

16 は瓦器椀で、深みがない。口径 13.6cm を測る。17 は須恵器蓋で、小振りながらやや高めの

撮みを貼り付ける。18 は須恵器坏身で、口縁端部に段を持つ。19・20 は須恵器高台付坏で、19

は外に跳ね上げる形態の高台を持つ。

21 は鍛冶用の羽口とみられる。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、11 世紀ごろと推定される。

41 号土坑（図版 31、第 167 図）

調査区の調査区の南側に位置する。長さ 1.22 ｍ、幅 0.52 ｍ、深さ 0.53 ｍを測る。埋土は地山
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第 167 図　Ⅳ－ B 区 40 ～ 42・44 号土坑実測図（1/30・1/60）

0

0

2m

1m

42

40

41

44

7.8m

7.8m

7.8m

7.6m

7.0m

7.0m

7.
0m7.0m

7.6m

4

6

13 11 12 14

5 1

15 2 9 10

6

3
7

8

 1	 明灰色土（しまりなし、粘質）

 2	 明灰褐色土（しまる、ややマンガン目立つ）

 3	 灰褐色土（若干砂礫混じる）

 4	 暗灰褐土（黄白色地山土ブロック含む）

 5	 灰褐色土（若干マンガン含む、しまる）

 6	 灰褐色土（砂質、マンガン含む、よくしまる）

 7	 にぶい灰黄褐色土（黄褐色地山土含む）

 8	 灰色土（若干黄白色地山土含む）

 9	 明灰色土（黄白色地山土含む）

10明灰色土（黄白色地山土若干含む）

11明灰色土（粘質、均質）

12灰褐色砂（よくしまる）

13灰色土（黒色土が粒状に混じる）

14暗灰褐色土（マンガン含む、地山小ブロック含む）

15黄白色土（地山ブロック主体、灰褐色土が混じる）

｝
｝

｝
溝 27埋土

道路面整地

→波板埋土（2面）

土坑埋土



― 222 ―

第 168 図　Ⅳ－ B 区 49・51 ～ 53 号土坑実測図（1/30・1/60）
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に由来する粘質土が目立ち、掘削してすぐに埋め戻したものと推定される。図化に耐え得る遺物の

出土はなかった。時期は不明である。

42 号土坑（第 167 図）

調査区の南側に位置し、12 号溝の完掘後に見つかった。存在を意識せずに掘削していたため、

溝との先後関係は明確ではない。長さ 0.98 ｍ、幅 0.49 ｍ、深さ 0.24 ｍを測り、長楕円形で、底

面は舟底状を呈する。図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、遺構の切り合いから、14 世紀より古い時期であることは間違いないだろう。

44 号土坑（図版 32、第 167 図）

調査区の南側に位置し、108・109 号住居を完掘した段階で認識したが、層位的な先後関係は不

明である。長さ 1.45 ｍ、幅 0.94 ｍ、深さ 0.31 ｍの楕円形を呈する。住居の床面に掘り込まれた

遺構である可能性も考えたが、西側に 41・52・53 号土坑などの南北に軸をとる土坑が確認できた

ことから、一連の遺構となる可能性がある。そうした場合は 108・109 号住居より後出することに

なる。

出土遺物（第 169 図 22）

22 は土師質の小形平底鉢の底部である。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物からすれば古墳時代の可能性が高いが、定かではない。

49 号土坑（図版 32、第 168 図）

調査区の南側に位置し、古代道路を切る。40 号土坑と同様に道路の方向と直交して掘削されて

おり、道路を掘り込むとはいえ、全く無関係であったとは考えがたい。長さ 3.3 ｍ、幅 1.58 ｍの

隅丸長方形を呈し、深さは 0.86m を測り、遺構面からは深 1.0 ｍを測る。埋土には地山由来の粘

質土のブロックも見られることから、掘削から埋没まで時間差はあまりなかったと推定される。性

格は不明である。

出土遺物（第 169 図 23 ～ 26）

23・24 は須恵器高台付坏の底部片である。ともに小さな高台を貼り付ける。25 は須恵器壺の口

縁部で、上面が平坦になっており、口径 16.0cm に復元できる。26 は越州窯系青磁碗の底部片である。

内外とも全面に釉が掛かる。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、９世紀代あるいはそれ以降になろう。

51 号土坑（図版 32、第 168 図）

調査区の中央に位置し、古代道路にほぼ接する位置にある。長さ 0.91 ｍ、幅 0.43 ｍ、深さ 0.48

ｍの楕円形を呈する。52・53 号土坑などと同様の掘り込みか。図化に耐え得る遺物の出土はなかっ

た。

時期は明確ではないが、52・53 などと同時期とみれば、古代より以前に位置づけられる。

52 号土坑（図版 33、第 168 図）

調査区の南側に位置し、26 号溝と古代道路に切られるが、溝や道路の掘削過程で認識したこと
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第 169 図　Ⅳ－ B 区 26・40・44・49 号土坑出土遺物実測図（1/3）
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から、層位的な先後関係は定かではない。東側を失っているが、長さ 1.52 ｍで、幅は 0.5 ｍほど

に復元できる楕円形の土坑である。深さは 0.48 ｍを測る。図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、古代の道路に切られることから、古代より以前となろうか。

53 号土坑（図版 33、第 168 図）

調査区の南側に位置し、古代道路に切られる。東側を失うが、長さ 1.1 ｍで、幅は 0.62 ｍほど

に復元できる楕円形の土坑である。深さは 0.55 ｍを測る。図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、古代の道路に切られることから、古代以前と考えられる。

（３）地下式土坑
１号地下式土坑（図版 33・34、第 170 図）

調査区の東側に位置しており、掘削当初は掘方の大きな井戸と想定していたが、調査の結果、２

基の地下式土坑が重複・連接していることが判明した。便宜的に北側を１号地下式土坑 A、南側を

１号地下式土坑 B として記述する。

１号地下式土坑 A は、径 0.8 ｍ・深さ 1.5 ｍの円筒状の竪坑に、東西 3.0 ｍ・南北 1.8 ｍ・深さ 1.68

ｍほどの横長楕円形の地下室が伴う。既に天井は陥没しているが、天井に向かって狭くなるドーム

状をなしていたと推定される。床面は出入り口側が 0.15 ｍほど高い。

１号地下式土坑 B は、径 0.65 ｍ・深さ 1.3 ｍの円筒状の竪坑に、東西 2.8 ｍ・南北 2.8 ｍ・深さ 1.8

ｍほどの不整楕円形の地下室が伴う。既に天井が陥没しているが、天井に向かって緩やかに狭くな

るドーム状をなしていたと推定される。床面は出入り口側が 0.35 ｍほど高く、途中に階段が削り

出されている。出入り口の床面には径 15cm、深さ６㎝ほどの小穴があり、出入りする際に掴まる

柱状のものが存在した可能性がある。また、地下室の中央部には径 88cm・深さ 10cm で、中央が

さらに径 20cm・深さ 18cm ほどのピット状に一段深くなる土坑があり、地下室の中央部にあって

天井の支柱が据えられていたのかもしれない。

ところで、床面には両地下室の範囲に関係なく柱材が散らばって出土した。木材は太さも長さも

様々で、断面方形や長方形もあれば、自然木の形状を残した材もあり、加工状況から鴨居ないしは

敷居とみられる部材もあり、家屋に用いられていた材を寄せ集めて天井の支柱材として転用したも

のと推定される。なお、これらの材は A・B 両地下室にまたがって倒れているものもあることから、

A・B は最終的に一連の地下空間として利用されたと考えられる。

出土遺物（第 172 図１～９）

１～３は瓦質の鉢で、１・２は口縁内側を三角形に突出させ、３も内側をつまみ出している。４・

５は瓦質の鉢で、４は風炉とすべきか。４は内外ともミガキを行う。５は口縁部がやや内側に入る。

６は施釉陶器椀の口縁部で、内外に暗茶緑色の釉が掛かる。７は備前系の陶器甕で、口縁部は折り

曲げて厚くつくる。８は須恵器坏身で、口径 13.4cm を測る。９は白磁碗の口縁部で、上端に小さ

く面を持つ。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、15 〜 16 世紀ごろに位置づけられようか。

２号地下式土坑（図版 34、第 171 図）

調査区の中央付近に位置しており、東側を 12 号溝に切られ、古代道路を切る。規模は、竪坑が



― 226 ―

径 0.75 ～ 0.85 ｍ・深さ 1.16 ｍで、底部の径は 1.1 × 1.85 ｍほどである。地下室部は長さ 4.0 ｍ・

幅 0.6 ｍほどの溝を掘った上で、竪坑側に径 2.05 ｍ・深さ 0.82 ｍほどの円筒形空間を掘っている。

当初は、地下式土坑と認識していなかったために、十分な土層図の作成はできなかったが、地下室

部の横断土層からは溝状部分を後から掘削したとは考え難く、一連の遺構として報告する。ちなみ

に、溝状部分の底面にはスコップ状の鋤の刃先痕が残っていたが、降雨によって堆積した土砂の排

第 170 図　Ⅳ－ B 区 1 号地下式土坑実測図（1/60）
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第 171 図　Ⅳ－ B 区 2・3 号地下式土坑実測図（1/30・1/60）
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出時に不注意のため削り取ってしまい、図化できなかった。なお、主軸方向の堆積状況からは、地

下室部の崩落が先に生じて、竪坑部へと崩落土や流入土が堆積していっている状況が窺える。

他の地下式土坑とは明らかに構造が異なるが、この構造がどう機能していたのか、あるいは構造

の違いにどういう意味があるのかは不明であるが、地下式土坑の一種として報告しておく。

出土遺物（第 172 図 10 ～ 14）

10 は土師器皿の底部片で、底部は糸切りである。11 は土師器坏の口縁部で、口径 14.2cm を測る。

12 は高坏あるいは脚坏の鉢で、外面にタテハケ調整を行う。13 は須恵器蓋で、大きく扁平な撮み

を貼り付ける。14 は須恵器高坏の裾部で、下端付近に段があり。端部は外側に開く。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、15 〜 16 世紀ごろであろうか。

３号地下式土坑（図版 35、第 171 図）

調査区の中央やや東寄りに位置しており、古代道路に切り込む。0.77 × 0.82 ｍ、深さ 1.12 ｍ

の竪坑から 0.35 ｍ降りたところが、地下室の床面で、長さ 1.2 ｍ、幅 0.85 ｍ、高さ 0.73 ｍの室

空間が削り込まれている。規模の小ささゆえか、内部に堆積土が充満していたものの、天井の崩落

もほとんどなく、ほぼ当初の形状を残していた。古代道路の下に潜り込むように掘削されているが、

天井は道路の波板状遺構に届かない位置でとまっている。入念に精査しながら発掘調査を行ったが、

遺物の出土はなかった。

時期は、１号地下式土坑と同じく 15 世紀ごろと考えられる。

第 172 図　Ⅳ－ B 区 1・2 号地下式土坑出土遺物実測図（1/3）
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（４）溝
12 号溝（図版 37・38、第 173 図）

調査区の東側に位置し、逆コ字状にめぐる大きな溝で、全ての遺構を切っている。規模は北辺

25.0 ｍ、西辺 57.9 ｍ、南辺 10.0 ｍを測る。幅は南側に向かって狭くなっているが、これは表土

剥ぎの際に削平してしまったためである。北西隅付近の規模が本来のものに近いと考えられ、その

付近では幅3.2ｍ・深さ1.68ｍを測る。北辺の中ほどにはⅣ－A区から続く３号溝と合流しており、

北辺の東側はⅠ区へと続いている。

出土遺物（図版51、第116図４、第 174 ～ 176 図）

１は土師器皿で、底部は糸切りである。２は豊前系の土師器坏である。３～６は土師器椀である。

いずれも低めの高台を貼り付ける。３は口径 14.9cm・気孔 4.9cm を測る。７は土師器の把手で、

断面円形を呈する。小型で坏などに付く可能性がある。8 は黒色土器 A 類埦の底部片である。９は

土師器の短頸壺か。口縁部内面をハケ調整する。10 は土師質であるが、器種は不明である。11 は

土師質の鉢である。12 は断面が扁平な板状を呈するが、器種は不明である。

13 ～ 21 は瓦質土器で、いずれも火鉢と考えられる。13 は口縁部下に小さな突帯を廻らせ、そ

の上に押花文を押印する。14 は突帯が２条めぐる。15 は口縁部を外に折り曲げ、口縁部下に押花

文を押印する。16・17は口縁部外側が肥厚し、16は外面にキザミを入れる。18は屈曲する口縁部で、

外面に花文を連続して押印する。19 は獣脚のような脚部を貼り付ける。20 は瓦質の脚付鉢と推定

され、脚は細く短いものである。21 は脚部を欠損している。22 は瓦質の鍋で、口縁部が少し屈曲

する。23 は小さな鉢か。24 は鍋などの把手とみられ、横方向に円孔が貫通する。25 は瓦質の足

鍋の脚部で、断面円形を呈する。26 は大型の鉢である。

27 は須恵器皿で、口径 13.8cm・器高 1.8cm を測る。28 は須恵器坏で、外面はヘラケズリとみ

られる。29 は須恵器壺の底部片で、外側に跳ね上げる高台を貼り付ける。30 は須恵器器台の口縁

部で、外面を２条の沈線で区切り、その上下に波状文を廻らせる。31 は東播系の須恵質の擂鉢で、

９本を単位とする摺り目がみられる。32 は須恵質の平底の鉢で、内外ともハケ調整する。

33 ～ 38 は陶器碗である。釉は、33 が紫褐色、34 が茶褐色、35 が緑灰色、36 が茶緑色、37

が黒茶色、38 が黄緑色を発する。38 は畳付きのみ露胎である。

39 ～ 42・44 は備前系の鉢で、39 ～ 41・44 は内面に摺り目があり、42 は片口になる。43 は

陶器の鉢で、内外ともハケ調整をしている。46 ～ 48 は備前系の甕である。46 は口縁部外面に粘

土を貼り足して肥厚させるが、47 は粘土紐を巻き込むようにして肥厚させている。

49 ～ 52 は龍泉窯系青磁碗で、49・51 の外面には蓮弁文、50・51 の見込みには花文がみられる。

50・52 は高台内が露胎、51 は畳付きから高台内が露胎である。

53 ～ 57 は白磁碗である。53・54 はⅤ類、その他はⅣ類か。54・55 は高台から高台内にかけ

て露胎で、56・57 は体部下半も露胎である。

58 ～ 61 は瓦である。58 は丸瓦で、凸面をハケ調整している。59 ～ 61 は平瓦で、59 の凸面

はナデ調整であるが、60・61 の凸面には縄目タタキがみられる。

62 は鍛冶羽口の先端部で、先端に滓が付着している。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、14 世紀後半～ 15 世紀ごろと推定される。

13 号溝（第 173 図）
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第 173 図　Ⅳ－ B 区溝実測図（1/60）
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溝 12a-a' 土層
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7	暗灰黄褐色土（やや粘質）	

8	暗灰褐色土（地山含む）	

9	明黄橙色土（灰色土含む、地山土主体）

溝 12c-c' 土層

1	明灰褐色土

2	暗灰褐色土	（粒状の地山土含む）

3	灰褐色土

4	明黄灰褐色土（地山主体）

5	暗灰褐色土

6	灰褐色土（ブロック状の地山土若干含む）

7	暗灰褐色土

溝 15土層

1	暗灰褐色土（若干炭粒含む、粘質）

2	にぶい灰褐色土（若干地山土含む、粘質）

溝 18土層

1	明灰褐色土（若干砂粒含む）

2	灰褐色土（地山ブロック含む）

3	褐灰色土（若干マンガン含む）

4	にぶい灰黄褐色土（地山粒状に含む）

5	黄褐色土（若干明灰色土含む）

溝 12d-d' 土層

 1	灰褐色土

 2	にぶい灰褐色土（地山土粒状に含む）

 3	明灰褐色土（均質）

 4	明灰褐色土（地山土若干含む）

 5	暗灰褐色土（若干粒状地山土含む）

 6	暗灰褐色土（粒状の地山土多く含む）

 7	灰黄褐色土（地山土多く含む）

 8	灰褐色土（粒状の地山土含む）

 9	暗灰色土（粘質）→溝状

10	暗灰色土（粘質、地山土若干含む）
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第 174 図　Ⅳ－ B 区 12 号溝出土遺物実測図①（1/3）
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第 175 図　Ⅳ－ B 区 12 号溝出土遺物実測図②（1/3）
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調査区の北端に位置し、Ⅳ－ A 区側から延びる３号溝に切られる。長さ 10.7 ｍ以上・幅 1.2 ｍ・

深さ 0.17m を測る直線溝である。

出土遺物（第 177 図１～４）

１・２は瓦質の火鉢で、１は口縁部を内湾させ、外面に沈線を２条巡らせて、その間に縦方向の

キザミを入れる。２は口縁下に２条の小さな突帯を廻らせる。３は龍泉窯系青磁小碗で、外面に幅

の狭い蓮弁文を施す。小碗Ⅲ類である。４は丸瓦片で、外面は磨滅しているがナデ調整とみられ、

内面に布目を残す。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、13 世紀後半～ 14 世紀ごろに収まるだろう。

14 号溝（第 173 図）

調査区の南東端に位置し、115 ～ 117 号住居や古代道路を切り、12 号溝に切られる。北側は表

土剥ぎの際に削り過ぎているため、さらに長く伸びていたと考えられる。現状で長さ 5.7 ｍ・幅 0.7

ｍ・深さ 0.27 ｍを測る直線溝で、地形に合わせて南へ傾斜する。古代道路と併行して掘削されて

いることから、ある段階では側溝としての機能を有していた可能性もある。

出土遺物（第 177 図５～７）

５は土師器甕の口縁部で、内外ともハケ調整を行う。６・７は須恵器高台付坏で、６はやや内側

を向く高台、７は小さいながらも外側に跳ね上がる高台を貼り付ける。

第 176 図　Ⅳ－ B 区 12 号溝出土遺物実測図③（1/3）
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時期は、僅かな遺物から８世紀後半ごろと推定される。古代道路が機能を始めている時期で、同

時併存している可能性が高い。

15 号溝（第 173 図）

調査区の南側に位置し、12 号溝と古代道路に切られ、南端は現代の段造成で失っている。現状

で長さ 17.15 ｍ以上・幅 0.9 ｍ・深さ 0.48 ｍで南側に向かって傾斜する。

出土遺物（第 177 図８～ 10）

８は黒色土器 A 類椀で、小さな高台を貼り付ける。９は瓦器椀で、全体に薄いつくりである。

10 は丸瓦で、凸面はナデ調整で、凹面には布目が残る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、12 世紀前半ごろであろうか。

16 号溝（第 173 図）

調査区の南側に位置し、113 号住居を切り、12 号溝に切られる。現状で長さ 6.9 ｍ以上・幅 0.83

ｍ・深さ 0.19 ｍを測る。17 号溝と併行するが、関係性は不明である。図化に耐え得る遺物の出土

はなかった。

時期は、12 号溝に切られることから、14 世紀より以前に位置づけられる。

17 号溝（第 173 図）

調査区の南側に位置し、114・118 号住居を切る。浅かったため、遺構検出の際に南北両端が短

くなってしまっているが、12・18 号溝にも切られるとみてよいだろう。現状で長さ 8.7 ｍ・幅 0.62 ｍ・

第 177 図　Ⅳ－ B 区 13 ～ 15 号溝出土遺物実測図（1/3）
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深さ 0.25 ｍを測る。図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、遺構の切り合いなどから、14 世紀より以前の段階に位置づけられよう。

18 号溝（図版 38、第 173 図）

調査区の中央に位置し、114・121・128・129 号住居を切り、19 号土坑に切られる。調査区を

南北に縦断する直線溝で、長さ 60.0 ｍ以上・幅 1.35 ｍ・深さ 0.32m を測る。埋土中から一定量

の遺物が出土したが、とくに一括して廃棄されたような痕跡などはなかった。なお、19 号土坑に

切られているものの、北端部分で西側へ折れることは確かで、南側も少し西に振れているのは西へ

と折れる角に近い可能性を示す。

出土遺物（第 178 図）

１は土師器坏の底部片で、磨滅により調整は不明である。２・３は土師器椀で、２は内外ともミ

ガキを施し、３は断面三角形の小さな高台を付ける。４は土師質の土製品で、外面をナデ調整し、

鼻のように突出するが全体像は不明である。５は瓦器椀で、内面にミガキの痕跡が残る。

６は土師質の鍋で、口径 41.6cm に復元できる。７・８は瓦質の鉢で、７は口縁部が屈曲し、８

は内側を三角形に肥厚させる。９は瓦質の火鉢ないし風炉で、型押しでつくられた脚が付く。鉢部

の下半には菊花状のスタンプを押す。

10 は須恵器器台の鉢部で、上部に波状文、下部にヘラ書き三角文を施す。11 は東播系の甕か。

体部外面に深みのある平行タタキを行う。12 は備前系の擂鉢で、内面に７本を単位とする摺り目

がある。13・14・15 は備前系の甕で、13・14 とも口縁部が帯状に肥厚する。15 の外面には粗

いヘラケズリがみられる。22 は陶器の壺で、畳付き以外は全面に釉が掛かり、灰緑色に発色する。

23 は陶器鉢で、口縁部の外側が突帯状に肥厚する。

16 はおそらく龍泉窯系の青磁碗で、高台内の外側寄りを除いて全面に施釉する。

17 ～ 21 は白磁である。17・18 は口縁端部を僅かに外反させ、皿の口縁部か。19 はやや高め

の高台、20 は低く太目の高台を持つ。19・20 はともに畳付きと高台内が露胎である。

24・25 は瓦である。24 は平瓦で、凸面に縄目タタキを行う。25 は玉縁式の丸瓦で、凸面はナ

デ調整で、凹面には一部に布目が残る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から 14 世紀後半～ 15 世紀ごろに位置づけられようか。

19 号溝（第 173 図）

調査区の北側に位置し、12・18 号溝に切られる。北辺 3.0 ｍ以上・西辺 3.5 ｍ以上・幅 1.3 ｍ・

深さ 0.22 ｍで、12 号溝の北西角から西に伸び、南へ折れる L 字状をなす。12 号溝とは比高差が

大きく同時併存というよりも先後関係にあると考えるほうがよいだろう。南側は現代の造成で削平

されている。

出土遺物（第 179 図１～３）

１は土師器皿で、底部は糸切りである。２は土師器椀で、小さな高台を持つ。３は土師器甕で、

口径 19.4cm に復元できる。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、12 世紀前半ごろと推定される。

20 号溝（第 173 図）
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第 178 図　Ⅳ－ B 区 18 号溝出土遺物実測図（1/3）
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調査区の東側に位置し、109・111 号住居を切り、古代道路に切られる。長さは僅か 2.0 ｍで、

幅 0.68 ｍ・深さ 0.09 ｍを測る。図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、遺構の切り合いから古代以前に遡る可能性がある。

23 号溝（第 173 図）

調査区の中央に位置し、12 号溝に切られる。道路とも重複するが、道路開削後に掘られた可能

性が高い。長さ 2.15m ほどが確認でき、幅 0.46 ｍ・深さ 0.09 ｍの浅い溝である。図化に耐え得

る遺物の出土はなかった。

時期は、遺構の切り合いなどから古代の範疇で捉えるべきか。

24 号溝（第 173 図）

調査区の中央に位置し、古代道路に向かって階段状に傾斜する溝で、12 号溝に切られる。23 号

溝と同様に道路開削後の掘削とみられる。長さ 2.6 ｍ・幅 0.85 ｍ・深さ 0.36 ｍを測る。

出土遺物（第 179 図４～６）

第 179 図　Ⅳ－ B 区 19・24・27・28 号溝出土遺物実測図（1/3）
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４は土師器皿で、底部は磨滅しているが糸切りか。口径 9.0cm を測る。５は黒色土器 A 類椀で、

逆台形の高台を持つ。６は瓦器椀で、口縁部が緩やかに外反する。口径 15.4cm を測る。

時期は、遺構の切り合いや出土遺物から、古代であろうか。

25 号溝（第 173 図）

調査区の南寄りに位置し、12 号溝に確実に切られ、道路との切り合いは不明である。長さ 1.3

ｍ以上・幅 0.55 ｍ・深さ 0.24 ｍを測り、方向から 17 号溝に連なる可能性もあるが、不明である。

図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、道路との関係如何では異なってくるが、確実に 12 号溝に切られる点を重視すれば、中

世前期ごろとみるべきか。

26 号溝（第 173 図）

調査区の南寄りに位置し、12 号溝には確実に切られ、古代道路との切り合いは不明である。規

模は長さ 1.95 ｍ以上・幅 0.62 ｍ・深さ 0.2 ｍを測る。図化に耐え得る遺物の出土はなかった。

時期は、不明確ながら、12 号溝には確実に切られることから、中世前期あるいは古代にさかの

ぼるとみるべきか。

27 号溝（第 173 図）

調査区の中央に位置し、道路の上層の波板状遺構を切っている。長さ 4.86 ｍ・幅 0.8 ｍ・深さ 0.34

ｍを測り、その方向から 26 号溝に連なる可能性もある。

出土遺物（第 179 図８～ 10）

８～ 10 は瓦で、８・９が平瓦、10 が丸瓦である。いずれも凸面に縄目タタキを行っている。

時期は、遺物から判断できないが、遺構の切り合い関係や道路の存続時期等を考えると、９～

10 世紀ごろになろうか。

28 号溝（第 173 図）

調査区の中央に位置し、上層の波板状遺構の検出面で確認した溝で、波板状遺構を切る。長さは

3.55 ｍほどしか確認できなかったが、幅 0.37 ｍ・深さ 0.06 ｍを測る。

出土遺物（第 179 図７）

７は土師器坏底部で、底部外面に板状圧痕がある。

時期は、上層の波板状遺構を切ることから、道路としての機能を失い埋没が始まるころではない

かと考える。出土土器を根拠にすれば、不確かながら 10 ～ 11 世紀ごろになろうか。
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（５）道路（図版 40・41、第 180 〜 199 図）
Ⅳ－ B 区でも、道路遺構を確認した。調査区の中ほどで屈曲するが、それ以外は概ね直線的に伸

びている。当調査区内での総延長は 58 ｍを測り、道幅は遺構面では最大 5.5 ｍ、路面では 2.5 ～ 3.3

ｍほどを測る。北半は道幅が狭く、路面は 1.5 ｍほどの幅となる。中央部が最も遺構面からの高低
差があり深さ 1.05 ｍを測り、周囲の住居が削平を受けていることから 1.5 ｍほどの深さがあったと
推定される。最初に堆積状況を確認するため数カ所にトレンチを設け、土層を観察し、概ね上・中・
下の３層に分けることが可能と判断し、それぞれの面で検出を行った。その結果、上・中層を除去
した段階で波板状遺構を確認し、さらに下層を除去した段階でも波板状遺構を確認した。調査時に
は遺構検出面を第１面、上中層を除去した段階を第２面、下層まで除去した段階を第３面としてい
たが、上・中層は明らかに道路廃絶後の堆積層であることから、中層直下の面を「第１面」、下層
直下の面を「第２面」として報告する。なお、道路の北端と南端は後世の削平で既に第２面の直上
付近が露出する状況で、全ての遺構を層位的に峻別できなかった。

さて、第１面では、まばらながらも所々に波板状遺構を確認した。波板状遺構は、いずれも不整
楕円形を呈し、埋土にはマンガンが混じるほど硬化していた。その半数ほどには土器・瓦・石・鉄
滓などがまとまって出土する状況にあったが（図中網かけ）、後述する第２面ほどではない。波板
状遺構は、道路の北半では一列であるが、南半では２列になっていた。

また、この面では帯状に伸びる数条の浅い遺構を確認した。いずれも深さは１～２㎝ほどで遺物
はほとんど含まないが周囲よりも固く締まる状況であった。歩行による踏圧などで硬化した可能性
が高く、「帯状硬化」とよばれる痕跡と考えられる。道路の方向に沿うように検出できることも傍
証となろう。ここでは帯状痕跡として報告する。

道路南半の西壁に沿って幅 55cm・深さ 30 ～ 40cm の側溝が掘られている。また、道路南端付近
では幅 15 ～ 35cm・深さ５～８cm ほどの細い筋状の痕跡があった。周囲の硬化状況に対してあま
り締まっておらず、この筋状の中には土器などが敷かれた痕跡はなかった。轍などの痕跡になるの
ではないかと推定する。なお、27・28 号溝はこの面で検出し、明らかに道路を切っていたが、本
来の掘り込みはさらに上層からとみられる。40・49 号土坑も同様であろう。

第２面は波板状遺構が多数見つかった。いずれも長い楕円形ないしは帯状に近いもので、道路の
方向とは直交している。複数回の切り合いがあるようで、全てが一時期に形成されたものではない
だろう。おそらくこの面でも少なくとも１回は掘り直しが行われたと推定される。底面にはかなり
密に土器・瓦・石・鉄滓などを敷いており（図中網かけ）、手鍬で掘ると火花が出るほど固く締まっ
ていた。底面はしっかり締まる地山土をさらに掘り込んでいた。第２面の道路北半では、南半と異
なりやや規模の小さい波板状遺構で、楕円形や円形の掘り込みが多くみられ、幅も狭い。

以下、出土遺物を、出土位置ごとに分けて報告する。
第１面波板状遺構出土遺物（第 190 図）

１・２は土師器椀である。１は逆台形、２は外に広がる高台を持つ。１は波板 190 出土、２は波
板 174 出土。３は土師器甕の口縁部で、波板 175 出土。４・５は須恵器坏身で、口縁の立ち上がり
が低い。４は波板 201 出土、５は波板 249 出土。６は須恵器高台付坏の底部で、断面方形の小さな
高台が付く。波板 249 出土。７～９は瓦である。７は丸瓦で、凸面をナデ調整し、凹面に布目が残る。
波板 168 出土。８・９はいずれも平瓦で、凸面に縄目タタキがみられる。８は波板 172 出土、９は
波板 249 出土。
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第 181 図　Ⅳ－ B 区道路第 1 面実測図①（1/60）
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第 182 図　Ⅳ－ B 区道路第 1 面実測図②（1/60）
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第 183 図　Ⅳ－ B 区道路第 1 面実測図③（1/60）
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第 184 図　Ⅳ－ B 区道路第 1 面実測図④（1/60）
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第 185 図　Ⅳ－ B 区道路第 2 面実測図①（1/60）
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第 186 図　Ⅳ－ B 区道路第 2 面実測図②（1/60）

8.2m
 A'

Y
－

4905

X+80820

X+80825

X+80830

299
332

333
300

334

367
301

368
302

369

303
370

304

371

305

373
325

372

375

374

222

223

227

419

420

424

335

336

224

337

225
338

226

339

340

421

413
425

422

426

228
322

250

0 2m

A
9.0m

B
8.2m

 B'

B

A'

B'

323 229

320

321
418

423
416

417

415

414

249

A

土 26

土 24

土 39



― 248 ―
第 187 図　Ⅳ－ B 区道路第 2 面実測図③（1/60）
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第 188 図　Ⅳ－ B 区道路第 2 面実測図④（1/60）

A

253

243

244

357
245

358

246

359
247

360
248

361

362

363

390

387

391

388

389 393

397
398

399
407

408

406

409

411

410

412

392

396

395

394

310

366
309

365

311

364

308

307

306

356

254 355

0

2m

AB

7.2m
 A'

7.0m
 B'

A'

B'
B

土 49

X+80805

X+80800

X+80795Y
－

4915

カクラン

カクラン

調査区外



― 250 ―

第 189 図　Ⅳ－ B 区道路土層実測図（1/60）
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第２面波板状遺構出土遺物（第 191 ～ 195 図）
１は土師器皿で、底部は糸切りである。口径 9.2cm・器高 1.0cm を測り、波板 426 出土。２～７

は土師器坏である。２は豊前系の坏で、底部は糸切りである。波板 401 出土。３も糸切りであるが、
腰部は丸味がある。波板 251 出土。４・５の底部はヘラ切りで、６・７はナデ調整である。４は波
板 414 出土、５は波板 325 出土、６は波板 255 出土、７は波板 250 出土。５～７も豊前型か。８～
14 は土師器椀である。９の底面には糸切痕があり、10 は板状圧痕がみられる。高台は８～ 10 のよ
うに小さいものと、10 ～ 14 のような高いものがある。８は波板 318 出土、９・14 は波板 220 出土、
10 は波板 159 出土、11 は波板 417 出土、12 は 244 出土、13 は波板 414 出土。

15・16 は高坏である。15 は波板 338 出土、16 は波板 238 出土。17 ～ 19 は甕で、いずれも周辺
の住居跡に由来する遺物か。17 は波板 351 出土、18 は波板 353 出土、19 は波板 315 出土。20 は土
師質の小片で、器種は不明である。波板 235 出土。21 ～ 23 は甑の把手で、21・22 は断面が扁平な
楕円形で、23 は断面球形に近い。21 は波板 220 出土、22 は 293 出土、23 は波板 338 出土。

24 ～ 28 は黒色土器 A 類椀で、26 の底部外面には糸切痕らしきものが残る。高台は 27 のように
断面三角形の小さいものから、28 のように高いものまである。24 は波板 290 出土、25 は波板 248

出土、26 は波板 425 出土、27 は波板 259 出土、28 は 308 出土。
29 は黒色土器 B 類で、内外にミガキを施す。波板 414 出土。
30 ～ 31 は須恵器坏蓋で、周囲の住居跡に由来するものであろう。30 は口径 14.6cm・器高 3.3cm

を測る。30 は波板 227 出土、31 は波板 354 出土。33 ～ 35 は須恵器蓋で、いずれも扁平な宝珠形

第 190 図　Ⅳ－ B 区道路第 1 面波板状遺構出土遺物実測図（1/3）
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第 191 図　Ⅳ－ B 区道路第 2 面波板状遺構出土遺物実測図①（1/3）
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第 192 図　Ⅳ－ B 区道路第 2 面波板状遺構出土遺物実測図②（1/3）
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の撮みを持つ。33 は波板 265 出土、34 は波板 341 出土、35 は波板 419 出土。
36 ～ 39 は須恵器坏身で、口縁の立ち上がりは様々である。36 は波板 243 出土、37 は波板 306 出土、

38 は波板 248 出土、39 は波板 245 出土。40 は須恵器坏で、波板 244 出土。
41 ～ 59 は須恵器高台付坏である。41 ～ 46 は大きめの高台である。41 は波板 426 出土、42 は

357 出土、43 は 315 出土、44 は波板 300 出土、45 は波板 350 出土、46 は波板 397 出土。
47～52・59は小さいながらも丁寧につくられる高台である。47は波板250出土、48は波板357出土、

49 は波板 378 出土、50 は波板 276 出土、51 は波板 328 出土、52 は波板 243 出土、59 は波板 350 出土。
53 ～ 56 はさらに小さな高台で、53 は波板 234 出土、54 は波板 285 出土、55 は波板 368 出土、

56 は波板 350 出土。
57・58 は僅かな高まり程度の高台で、57 は波板 308 出土、58 は波板 236 出土。
60 は須恵器皿で、口径 13.6cm を測る。波板 416 出土。61 ～ 64 は須恵器高坏で、61・62 は比較

的長めで、透かしを持つ。63・64 は低脚である。61 は波板 421 出土、62 は波板 245 出土、63 は波
板 359 出土、64 は波板 355 出土。

65 ～ 74 は須恵器壺である。65 は脚付壺などの脚部であろうか。波状文を廻らせ、方形の透かし
がある。波板 389 出土。66・67 は口縁部である。66 は波板 290 出土、67 は波板 312 出土。68 は肩
部の破片で、肩に沈線を廻らせる。波板 416 出土。69 は双耳壺の把手とみられる。波板 248 出土。
70 ～ 73 は有高台の底部で、71 は甕片が溶着する。70 は波板 415 出土、71 は波板 286 出土、72 は
波板 290 出土、73 は波板 317 出土。

74 ～ 76 は無高台の底部で、75 の底部外面は糸切りである。74 は波板 242 出土、75 は波板 251 出土、
76 は波板 245 出土。

77 ～ 84 は須恵器甕である。80 が小型、83・84 が大型である以外は、中型である。78 は外面に
波状文を廻らせ、大型の 81・82 も沈線と波状文を数段巡らせる。77 は波板 228 出土、78 は波板
248 出土、79 は波板 265 出土、80 は 349 出土、81 は波板 345 出土、82 は波板 362 出土、83 は波板
354 出土、84 は 371・372 出土。

85 も須恵器であるが、甑のような形態をなす。波板 267 出土。
86・87 は緑釉陶器で、86 は上面が渦巻状をなし、壺などの側面を飾る文様であった可能性もある。

86 は波板 231 出土、87 は 241 出土。88・89 は越州窯系青磁碗で、89 は見込みに目跡が残り、畳付
きから高台内は釉を欠き取っている。88 は波板 255 出土、89 は波板 350 出土

90・91 は製塩土器で、いずれも六連島式で、内面に布目が残る。90 は波板 236 出土、91 は 351 出土。
92 は鍛冶羽口の先端部で、若干滓の付着が認められる。波板 372 出土。

93 ～ 103 は丸瓦で、93・94 は玉縁式である。凸面はいずれもナデ調整で、凹面には布目が残る。
93 は波板 307 出土、94 は波板 265 出土、95・99 は波板 306 出土、96 は波板 342 出土、97 は波板
298 出土、98 は波板 251 出土、100 は波板 320 出土、101 は波板 239 出土、102 は波板 299 出土、
103 は波板 233 出土。

104 ～ 111 は平瓦で、凸面はいずれも縄目タタキで、凹面はナデ調整で一部に布目が残る。104

は波板 336 出土、105 は波板 290 出土、106 は波板 239 出土、107 は波板 345 出土、108 は波板 352

出土、109 は波板 296 出土、110 は波板 415・425 出土、111 は波板 225 出土。
帯状痕跡出土遺物（第 196 図１～５）

１は須恵器坏身としたが、蓋になる可能性もある。帯状痕跡１出土。２は須恵器高台付坏で、高
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第 193 図　Ⅳ－ B 区道路第 2 面波板状遺構出土遺物実測図③（1/3）
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第 194 図　Ⅳ－ B 区道路第 2 面波板状遺構出土遺物実測図④（1/3）
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第 195 図　Ⅳ－ B 区道路第 2 面波板状遺構出土遺物実測図⑤（1/3）
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台は内接する。帯状痕跡２出土。３は高坏脚端部で、端部を下に曲げる。帯状痕跡２出土。４は須
恵器𤭯で、体部下半を手持ちヘラケズリする。帯状痕跡１出土。５は丸瓦で、凸面はナデ調整、凹
面には布目が残る。６は平瓦で、凸面に縄目タタキ、凹面に布目が残る。帯状痕跡１出土。
土層ベルト出土遺物（第 196 図７～ 26）

７～ 15 は土師器椀である。７は口縁部が外反し、内面にミガキがみられる。口径 16.2cm を測る。
８は底部外面に糸切り痕が残るが、他はいずれもナデ調整である。16 は土師器甑の把手で、断面
は扁平な楕円形をなす。17・18 は須恵器坏蓋で、天井部との境に稜を持つ。18 は口径 15.4cm を測
る。19 ～ 21 は須恵器坏身で、いずれも口縁の立ち上がりが低い。22・23 は高台付坏の底部で、22

の高台は内側につまむ。23 は断面方形ながら外側へ若干はねる。24・25 は甕口縁で、24 は体部内
面に青海波の当て具痕が残る。25 は口縁部外面に櫛描き文を施す。26 は須恵器鉢か。外面にカキ
メを施す。27 は白磁碗で、高台から高台内にかけて露胎である。28 は平瓦で、外面に縄目タタキ
がみられる。

22・26・27 は 4 層、７・10 ～ 14 は５層、24 は８層、９は９層、８・20・23・25 は 10 層、15

～ 18・21・28 は 11 層、19 は 13 層からの出土である。このうち４・５・８層出土の遺物は道路上
層埋土、９・10 層出土遺物は中層埋土、11・13 層出土遺物は下層埋土に対応する遺物群である。
上・中層埋土出土遺物（図版51、第 197・198 図）

１～７は土師器皿で、ほとんど磨滅してしまっているが、２の底部外面に糸切り痕が認められる。
法量は、１が口径 7.8cm・器高 1.5cm、２が口径 8.3cm・器高 1.4cm、３が口径 8.4cm・器高 1.0cm、
４が口径 8.6cm・器高 1.6cm、５が口径 9.2cm・器高 1.3cm、６が口径 9.4cm・器高 1.4cm、７が口
径 10.0cm・器高 1.1cm を測る。

８～ 12 は土師器椀である。８・９は口縁部が僅かに外反する。８は口径 18.0cm・器高 5.3cm、
９は口径 16.7cm・器高 5.8cm を測る。13 は土師器の把手で、小さいことから坏や椀につくもので
あろう。14 は土師質の擂鉢であるが、本来は瓦質土器か。15 は瓦器椀で、内外ともミガキを行う。
口径 16.8cm・器高 5.8cm を測る。16 は瓦質鉢の底部である。

17 は須恵器坏である。18 は高台付坏の底部で、底部はヘラ切り未調整である。19 は壺の頸部か
ら肩部にかけての破片である。20・21 は甕口縁で、21 は大型である。口縁から頸部側にかけて沈
線と波状文を交互に配する。22 は提瓶の把手か。

23・24 は緑釉陶器で、24 は小さな高台が付く。25 は陶器の碗で、内外に黒緑色の釉が掛かる。
26 ～ 33 は白磁碗で、26 ～ 28 は外反する素口縁、29・30 は小さな玉縁口縁である。27 の外面には
ヘラ描きの花弁文を施す。31 ～ 33 は底部で、いずれも高台から高台内にかけては釉を削り取って、
露胎となる。

34 ～ 41 は瓦である。34・35 は重弧文軒平瓦で、34 は断面方形の弧線、35 は断面半円形の小さ
な弧線を入れる。いずれも凸面はナデ調整で、凹面は布目が付く。37 は熨斗瓦で、長さ 13.8cm 以
上、幅 9.5cm を測る。平瓦を 3 分割したものか。凸面には縄目タタキが重層している。36 は丸瓦で、
凸面に縄目タタキがみられる。37 ～ 41 は平瓦で、39 のみ内外をナデ調整し、他はいずれも凸面に
縄目タタキ、凹面に布目の痕跡が残る。
下層埋土出土遺物（第 199 図）

１・２は土師器坏である。１は底部に糸切り痕が残る。２は豊前型の坏で、底部は磨滅している。
３・４は土師器椀で、４は内外にミガキを施す。５は甑の口縁部で、外面にハケメが残る。６は土
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第 196 図　Ⅳ－ B 区道路帯状痕跡及び土層出土遺物実測図（1/3）
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第 197 図　Ⅳ－ B 区道路上・中層出土遺物実測図①（1/3）
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第 198 図　Ⅳ－ B 区道路上・中層出土遺物実測図②（1/3）
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第 199 図　Ⅳ－ B 区道路下層出土遺物実測図（1/3）
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師質土器の口縁か。7・8 は黒色土器 A 類の椀で、8 は太めの高台を付ける。
9 は須恵器坏蓋で、口径 14.8cm を測る。10 は須恵器坏身で、底部外面は回転ヘラケズリの後に

ヘラ記号を刻む。11 ～ 15 は須恵器高台付坏で、いずれも小さな高台を貼り付ける。16 は須恵器皿で、
口径 15.0cm を測る。17 は須恵器壺の底部である。18 〜 20 は須恵器甕の口縁部で、19 は外面に平
行タタキ、内面に青海波の当て具痕が残る。20 の外面は波状文を施す。

21 ～ 23 は瓦である。21 は丸瓦で、内外ともナデ調整する。22・23 は平瓦で、凸面に縄目タタ
キがみられる。

以上のように道路に関わる出土遺物は弥生時代から古墳時代にかけての住居群に由来する遺物を
多く含んでいる。また、新しい時期の遺物も混じっており、恐らく認識できなかった遺構もあり、
調査段階で厳密に遺物を層位的に峻別することはできなかったようである。

それらを除いた場合、遺物の上限は第２面の波板状遺構出土遺物の様相から８世紀中頃、あるい
は中頃でも古いほうに位置づけることができよう。その後８世紀後半ごろに下層埋土が堆積し（あ
るいは人工的な整地か）、９世紀代になって第１面の波板状遺構が形成される。そして、道路が廃
絶すると、10 ～ 11 世紀にかけて上・中層埋土が堆積し、同安・龍泉窯系の青磁を一切含まないこ
とから、11 世紀末ごろまでには完全に埋没したと推定される。

（６）ピット出土遺物（図版 51、第 200 図）
１は小型で、口縁部の短い壺か。P585 出土。２～４・７は甕である。２は内面をヘラケズリし、

口径 19.1cm を測る。P531 出土。７は内外ともハケ調整で、P424 出土。５・６は丸底の坏とみられ、
口縁部が僅かに屈曲する。５は P486 出土、６は P450 出土。８・９は小型の鉢で、８は内外ともハ
ケ調整、９はナデ調整で仕上げる。８は P581 出土。９は P764 出土。10 は台付坏の脚部で、PP585

出土。11 は袋型の土器で、側面観は舟状、平面観は檸檬型にみえる。P430 出土。12 は甑の把手で、
断面は扁平な楕円形である。P401 出土。13・14 はミニチュア土器で、13 は口径 5.3cm・器高 4.0cm

を測る。13 は P581 出土、14 は P540 出土。15 は土師器坏で、底部は糸切りである。P536 出土。
16 は黒色土器 B 類椀で、内外ともミガキを行う。P620 出土。

17 は瓦質の鍋の口縁か。P418 出土。18 は瓦質の火鉢で、外面に小さな突帯を廻らせ、その間に
格子文を刻む。P644 出土。

19・20 は須恵器坏蓋で、20 は口径 15.2cm を測る。19 は P424 出土、20 は P466 出土。21 ～ 23

は須恵器坏身である。21 は P445 出土、22 は P650 出土、23 は P495 出土。24 は須恵器高台付坏
の底部で、P434 出土。25 は須恵器壺口縁で P617 出土。26 は須恵器器台の口縁部で、P500 出土。
27・28 は備前系の陶製擂鉢である。27 は P576、28 は P578 出土。29 は片口の擂鉢で、内面見込み
に櫛描きで不整形な渦巻文を施す。30 は施釉陶器で、外面は波状文で、内面は釉が垂れる。P418

出土。31 は越州窯系の輪花碗で、P1033 出土。
32 は六連島式の製塩土器で、内面に布目が残る。P542 出土。

（７）その他の出土遺物（図版 51、第 201 図）
１は頸部の締まる甕で、内面はヘラケズリし、口径 18.0cm を測る。東側遺構検出面出土。２は

開き気味の甕で、内外ともハケ調整する。取り上げ時の注記に不備があったが、本来はⅣ－ A 区
31 号住居の入口部の屋内土坑に伴う資料とみてよいだろうが、ここに掲載する。３・４はやや小
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第 200 図　Ⅳ－ B 区ピット出土遺物実測図（1/3）
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第 201 図　Ⅳ－ B 区その他の出土遺物実測図（1/3）
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振りの甕で、３は出土遺構不明、４は遺構面検出時の出土である。５・６は高坏で、５は内外とも
ハケ調整し、６は基部の接合面にキザミを施す。ともに出土遺構不明である。７はミニチュア土器で、
口径 4.0cm・器高 3.4cm を測る。南西側遺構面検出時の出土。８は土師器の壺で、東半部遺構検出
時の出土。９は瓦質の擂鉢で、東半部遺構検出時の出土。10 は須恵器坏蓋で、口径 12.2cm を測る。
現代の整地層出土。11 〜 13 は須恵器坏身で、11 が口径 12.4cm、12 が口径 14.4cm を測る。いずれ
も出土遺構不明。14 は緑釉陶器の底部片で、撹乱からの出土。15 は白磁碗の底部で、現代の整地
層出土。

（８）特殊遺物（図版 51・52、第 202 ～ 206 図）
土製品

　１～６は土錘である。２・３は管状、他は紡錘形を呈する。６は大型品で径 3.5cm 程になる。１
は 108 号竪穴住居跡、２・３は道路南半中層、４は道路波板 362、５は道路波板 414、６は道路波
板 271 出土。７は不明土製品である。円錐形を呈し、端部 2 ヶ所に孔を穿つ。底部には径１cm、
深さ 2mm ほどの凹みが施される。92 号竪穴住居跡出土。８は紡錘車である。径 4mm の孔を中央
付近に 2 つ穿つ。81 号竪穴住居跡出土。９は土馬か。全体をユビナデで成形し、端部に平坦面を持つ。
焼成は良好で土馬の前脚部であろう。道路波板 361 出土。10 は土製人形である。扇を持った人物
が表現され、服の文様を丁寧に施す。18 号溝出土。

ガラス製品

　11・12 はガラス製小玉である。径 3.5mm 程と 8mm 程である。11 は淡青色で道路南端下層、12

は濃青色で 12 号溝北辺出土。

石製品

　13 ～ 16 は滑石製小玉である。径はいずれも 4mm 強を測る。13 は 28 号土坑、14 は 112 号竪穴
住居跡中央部、15 は道路南半上層、16 は道路波板 227 出土。17・18 は碧玉製管玉である。18 は片
側穿孔の痕跡が見られる。17 は 112 号竪穴住居跡カマド周辺、18 は 112 号竪穴住居跡中央部出土。
19 は打製石鏃である。凹基式で中央に主要剥離面が残る。黒曜石製で 112 号竪穴住居跡中央部出
土。20 は石製円盤である。偏円形を呈し、研磨が粗いことから有孔円盤の未成品の可能性もある。
滑石製で 18 号溝出土。21・22 は紡錘車である。21 は破片で復元径 4.6cm を測る。滑石製で道路上
層出土。22 は側縁部に縦方向の研磨を施し暗文状を呈する。緑色片岩製で 105 号竪穴住居跡出土。
23・24 は石庖丁である。23 は体部破片のみが遺存する。粘板岩製で 99 号竪穴住居跡入口土坑出土。
24 は外湾片刃半月形で、左側破損部に再研磨が施される。外孔 0.6、内孔 0.3、孔間 2.2、背孔 1.2cm

を測る。片岩製で道路南半下層出土。25・26 は石斧である。25 は基部が窄まり、乳棒状を呈する
ものと考えられる。蛇紋岩製で 13 号溝出土。26 は体部の破片である。蛇紋岩製で道路波板 345 出
土。27 ～ 46 は砥石である。破片資料が多いものの、石質と大きさから 42 ～ 46 は置き砥の仕上げ砥、
他は概ね持ち砥の仕上げ砥と考えられる。27 は頁岩製で検出面出土。28 は白色頁岩製で 113 号竪
穴住居跡出土。29 は砂岩製で検出面出土。30 は粘板岩製で道路南端下層出土。31 は片岩系石材製
で道路帯状３出土。32 は凝灰岩製で道路波板 245 出土。33 は粘板岩製で道路波板 318 出土。34 は
４面を砥面とする。頁岩製。道路帯状３出土。35 は側面に金属製刃器の研磨痕が見られ、一部被
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第 202 図　Ⅳ－ B 区出土特殊遺物実測図①（1/2、11 ～ 18 は 2/3）
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熱により黒変する。細粒砂岩製。道路波板 323 出土。36 は片岩系石材製で道路波板 416 出土。37

は遺存する５面全てを砥面とする。金属製刃器の研磨痕が見られる。粘板岩製。道路波板 253 出土。
38 は上および右側面に成形時の研磨が見られる。頁岩製で道路上層出土。39 は砂岩製で 119 号竪
穴住居跡 P－3 出土。40 は凝灰岩製で遺構面出土。41 は側面に金属製刃器による研磨痕が認められる。
砂岩製で 18 号溝出土。42 は大型砥石の破片で研磨痕は明確ではない。花崗岩製で撹乱出土。43 は
上および右側面に成形時の研磨が見られる。頁岩製で 12 号溝出土。44 は３面を砥面とする。頁岩
製で道路波板 251 出土。45 は欠損が著しいが上面に金属製刃器の研磨痕が３条認められる。凝灰

第 203 図　Ⅳ－ B 区出土特殊遺物実測図②（1/3）
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岩製で道路波板 269 出土。46 は 4 面を砥面とするが研磨痕等は明確でない。頁岩製で道路波板 246

出土。47・48 はすり石である。47 は表裏面中央がやや凹む。凝灰岩製で 105 号竪穴住居跡カマド
内出土。48 は中央に細かな磨り面が見られる。安山質凝灰岩製で道路波板 414 出土。49 は石鍋の
再加工品である下の割れ面に研磨を施すが、用途は不明である。滑石製で道路南半上層出土。50

は滑石製石鍋である。底部片のみが遺存する。18 号溝出土。51 は石臼の上臼である磨滅が著しく、
磨り面は明確でない。凝灰岩製で 12 号溝北辺出土。

金属製品

　52 は大正７年発行の一銭硬貨である。遺構面出土。53 は銭が４枚錆着しており、上面が 1423
年初鋳の朝鮮通寶、下面が明の永楽年間（1402 〜 1424）発行の永楽通寶である。出土時は上面
にもう１枚付着していたが、剥落してしまい、錆が著しいため種類は不明である。12 号溝出土。54

は銅環で、復元径は 5cm 程となる。P－414 出土。55 は鏡片で、縁が僅かに膨らみ、復元径は 11cm

程となる。素文鏡か。56 は鉄鏃か。91 号竪穴住居跡出土。57 は不明鉄製品である。鉄板の中央に

第 204 図　Ⅳ－ B 区出土特殊遺物実測図③（1/2、49・50 は 1/3、51 は 1/4）
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第 205 図　Ⅳ－ B 区出土特殊遺物実測図④（1/3）
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鋲状の物が差し込まれる。留め
金具のようなものか。50 号土
坑上層出土。58・59 は犂先で
ある。58 は表面に葦が付着し
ており、先端が尖る。袋部はや
や大きく残存状態は良好であ
る。59 は先端がやや丸みを帯
び、使用による磨耗と考えられ
る。袋部は 58 に比べるとやや
狭い。60 は犂鑱（リサン）で、
高さ４cm の突起が２つ付き、
先端は弧状に凹む。表面に葦及
び植物繊維が付着する。58 ～
60 はいずれも 1 号地下式土坑
出土。

木製品

　61 は部材ないしは杭か。表
裏面に鋸による切断痕が認め
られ、先端がやや尖る。1 号地
下式土坑№ 1 出土。62 は柱材
か。丸太を粗く加工し、下端か
ら 25cm 上方に刳り込みを造り
出す。横位に圧痕が認められ、
他の部材が当たっていたこと
がわかる。1 号地下式土坑出土。
63 は部材か。下端は欠損する
が、元々細くなっていたと考え
られ、他の部材に差し込んでい
たものか。上端には長方形の臍
を造り出すが、それを切る形で
両側から斜め方向に、鋸による
切断痕が認められる。その切断
痕は幅を減じて折り取るため
の加工と考えられ、土坑廃絶の
際の解体に伴うものか、より長
大な臍を持つ部材を再利用し
たものである可能性がある。1

号地下式土坑№ 2 出土。

第 206 図　Ⅳ－ B 区出土特殊遺物実測図⑤（1/8）
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第６表　Ⅳ－ B 区出土特殊遺物一覧表

4-1
4-2
4-3
4-4
4-5
4-6
4-7
4-8
4-9
4-10
4-11
4-12
4-13
4-14
4-15
4-16
4-17
4-18
4-19
4-20
4-21
4-22
4-23
4-24
4-25
4-26
4-27
4-28
4-29
4-30
4-31
4-32
4-33
4-34
4-35
4-36
4-37
5-38
5-39
5-40
5-41
5-42
5-43
5-44
5-45
5-46
5-47
5-48
6-49
6-50
6-51
6-52
6-53
6-54
6-55
6-56
6-57
7-58
7-59
7-60
8-61
8-62
8-63

1468
1470
1469
1628
1637
1568
13
1474
1626
1475
50004
90001
50037
50032
50086
50087
50036
50033
50031
50002
50016
50020
50019
50085
50024
50088
50075
50003
50076
50098
50101
50094
50095
50090
50096
50089
50100
50079
50070
50051
50006
50007
50050
50092
50093
50097
50045
50091
50063
50015
1226

70139
70140
70141

土製品
土製品
土製品
土製品
土製品
土製品
土製品
土製品
土製品
土製品

ガラス製品
ガラス製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
石製品
銅製品
銅製品
銅製品
銅製品
鉄製品
鉄製品
鉄製品
鉄製品
鉄製品
木製品
木製品
木製品

土錘
土錘
土錘
土錘
土錘
土錘

不明土製品
紡錘車
土馬
人形
小玉
小玉
小玉
小玉
小玉
小玉
管玉
管玉
打製石鏃
円盤状石製品
紡錘車
紡錘車
石庖丁
石庖丁
石斧
石斧
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
砥石
磨石
すり石

不明石製品
石鍋
石臼
一銭
銭貨
銅環
鏡
鉄鏃？

不明鉄製品
犂先
犂先
犂鑱

不明木製品
柱
杭

4.60 
(3.00)
(3.30)
(4.15)
(3.70)
(5.00)
4.00 
4.30 
(3.10)
(5.60)
0.35 
0.78 
0.50 
0.42 
0.45 
0.50 
(0.92)
2.20 
1.70 
3.50 
(4.60)
(4.80)
(4.00)
(4.80)
(7.70)
(5.00)
(2.30)
(4.65)
(4.80)
(3.45)
(5.00)
6.20 
(5.50)
(4.80)
(4.35)
(5.20)
(4.60)
(7.40)
(5.40)
(8.90)
(5.80)
(7.75)
(9.90)
(10.60)
(6.45)
(16.65)
10.50 
(7.60)
(11.70)
22.00 
35.00 
2.30 
2.50 
5.00 
(4.40)
(5.60)
(2.90)
21.90 
20.50 
25.20 
100.30 
(117.80)
104.50 

1.10 
1.30 
1.50 

4.00 

(2.60)
2.40 

1.60 
3.20 

(4.00)
(3.90)
(3.70)
(2.40)
(3.10)
(3.05)
(4.50)
(1.80)
(4.00)
4.60 
(4.95)
(3.50)
(3.30)
(4.65)
5.10 
(2.90)
(3.50)
3.70 
(6.30)
(5.70)
(8.30)
8.00 
(4.30)
5.85 
5.10 
(5.10)
5.30 

(3.90)
(0.85)
(2.10)
16.30 
16.20 
18.70 
7.00 
18.00 

1.10 
1.30 
1.50 
1.45 
1.95 
3.50 
(2.10)
0.80 
(4.80)
1.70 
0.15 
0.50 
0.25 
0.22 
0.20 
0.20 
0.33 
0.70 
0.40 
0.80 
(1.70)
1.00 
(0.30)
0.70 
2.50 
(0.60)
1.35 
(1.30)
1.65 
1.40 
(2.10)
1.75 
(1.10)
2.85 
3.00 
(3.05)
3.55 
1.10 
3.50 
3.80 
4.05 
(4.70)
2.30 
4.20 
(5.50)
6.80 
3.00 
3.00 
3.35 
(4.20)
(5.80)
0.12 
0.70 
0.20 
0.20 
0.50 
0.50 
1.20 
1.00 
4.50 
3.70 
11.50 
5.60 

4.16 
(4.23)
(5.36)
(6.82)
(11.12)
(45.54)
(23.70)
(8.13)
(21.94)
(18.27)
0.03 
0.06 
0.09 
0.06 
0.08 
0.12 
(0.14)
1.61 
1.11 
14.00 
(11.00)
(17.00)
(5.03)
(21.82)
(97.00)
(10.67)
(11.30)
(22.70)
(54.47)
(11.46)

82.61 
(33.16)
(65.31)
(43.86)
(65.68)
(93.22)
(42.23)
(86.72)
(175.01)
(130.10)
(335.00)
(246.21)
(342.00)
(128.01)
(840.00)
270.00 
(149.49)
(286.00)
-

(4000.00)
3.58 
12.69 
(3.82)
(7.75)
(7.02)
(3.83)
465.00 
293.00 
627.00 
-
-
-

1
0.6
0.5
0.8
0.7
0.2
0.5
0.6
0.1
0.8
1
1
1
1
1
1
0.5
1
1
1
0.2
0.4
0.1
0.3
0.5
0.1
0.1
0.2
0.2
0.1
0.4
1
0.1
0.3
0.2
0.3
0.3
0.3
0.3
0.7
0.3
0.3
0.5
0.3
0.2
0.7
1
0.4
0.3
0.1
0.4
1

0.4
0.1
0.4
0.1
1
0.8
1
1
0.7
1

淡青色
濃青～青色
滑石
滑石
滑石
滑石
碧玉
碧玉
黒曜石
滑石
滑石
緑色片岩
粘板岩
片岩
蛇紋岩
蛇紋岩
頁岩
頁岩
砂岩
粘板岩
片岩系
凝灰岩
粘板岩
頁岩
細粒砂岩
片岩系
粘板岩
頁岩
砂岩
凝灰岩
砂岩
花崗岩
頁岩
頁岩
凝灰岩
頁岩？
凝灰岩

安山質凝灰岩
滑石
滑石
凝灰岩

4枚錆着

住 108
道路南半中層
道路南半中層
道路波板 362
道路波板 414
道路波板 271
住 92
住 81

道路波板 361
溝 18

道路南端下層
溝 12
土 28

住 112 中央部
道路南半上層
道路波板 227

住 112 カマド周辺
住 112 中央部
住 112 中央部
溝 18
道路上層
住 105

住 99 入口土坑
道路南半下層
溝 13

道路波板 345
東半分検出
住 113

東半部検出面
道路南端下層
道路帯状 3
道路波板 245
道路波板 318
道路帯状 3
道路波板 323
道路波板 416
道路波板 253
道路上層
住 119

西半部中央付近遺構面
溝 18
撹乱

溝 12北辺
道路波板 251
道路波板 269
道路波板 246
住 105 カマド内
道路波板 414
道路南半上層
溝 18
溝 12
西半検出

溝 12西辺中央
P-414

道路南半上層
住 91

土 40 上層
地下式土坑１
地下式土坑１
地下式土坑１
地下式土坑 1№1
地下式土坑 1
地下式土坑 1№2

地点名 出土遺構 種類 備考残存器種 長
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重
(g)

登録
番号

図版
番号

（　　）は残存値
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　Ⅳ　総　　括
本書では、延永ヤヨミ園遺跡Ⅳ－ A 区およびⅣ－ B 区の北側から東側にかけての範囲について報

告を行った。遺跡の性格・意義については他の地点における調査を含めて総合的に検討することが

必要であるが、紙幅に限りもあるため、ここでは本書に掲載した地区における様相についてまとめ

ることにする。

１　遺構の変遷
当地区では、弥生時代後期後半ないし末頃から古墳時代前期（一部古墳時代中期）、古墳時代後期、

古代（７世紀末ごろ～ 10 世紀）、中世（12 ～ 16 世紀）という大きく４つの時期の遺構に分ける

ことができる。

　弥生後期～古墳前期　Ⅳ－ A 区では 44・55 号住居などの大型の竪穴住居などが出現する。いず

れも長方形の住居で、主軸が西に傾き、南東側を入口とする。大型の住居は４本柱で、小型の住居

は２本柱の場合が多い。ベッド状遺構を有する例も多く、入口付近に屋内土坑を設けている。屋内

土坑の性格については諸説あるが、底面にピット状の掘り込みを有する例もあり、入口の階段など

の構造に関わる遺構の可能性が考えられる。Ⅳ－ B 区でもこの時期に位置付けられる住居が散見さ

れるが、92・111 号住居などのように総じて小型で２本柱の事例が多い。主軸は西に傾き、南東

側を入口とする例が多いが、88 号住居のように明らかに東西方向に主軸をとる場合もある。

　古墳後期　再び集落として機能を始める段階である。Ⅳ－ A 区では、比較的規模の大きな住居が

後期前半から中頃に営まれており、徐々に規模が縮小していく傾向にある。とくに 10・15 号住居

などは古墳時代後期末ないしは７世紀に下る可能性があり、６号住居跡も遺物が少なく時期は不確

定ながらやはり、小規模化が進んだ段階に位置づけられよう。この時期からカマドを備えるように

なるが、Ⅳ－ A 区ではカマドの支脚として土師器高坏や甕を転用したもの、石材を設置するものの

２種が確認できた。土器を転用する場合は倒立させて設置しており、安定性を確保しているものと

考えられる。カマドは基本的に北側に面した壁の中央に設置されているが、25・47 号住居のよう

に住居の隅部に設けられている場合もあった。当初住居の輪郭を間違えたのではないかと何度も精

査したが、やはり隅に位置していることが判り、この地区の住居の中では特異な存在といえる。な

お、概ね主柱は４本柱であるが、一部２本柱の可能性がある住居もある。また、古墳時代前期まで

の住居にはみられた入口部の屋内土坑については、姿を消すようである。

Ⅳ－ B 区でもカマドを備える住居がほとんどで、カマドの位置はいずれも北側に面する壁の中央

である。支脚には土師器高坏を転用して倒置させた例が大半を占め、石材を用いた例は認められな

かった。ほとんどが支脚を残しており、袖部も比較的残りが良かったことから、住居の廃絶に際し

てカマドを徹底して破壊する場合ばかりではなかったようである。91 号住居や 105 号住居では周

囲に完形に近い土器がそのまま置かれた状態で出土していることからも、カマド内に堆積している

カマド構築土由来の土についても全てを人為的に破壊した結果とみることには躊躇する。主柱は基

本的には４本柱で、明確に貼り床を行っているのは 113 号住居ぐらいである。Ⅳ－ A 区と同様に

入口部の屋内土坑は姿を消している。

　古　代　確実にこの段階に帰属する遺構としては道路と５・11 号溝を挙げ得るのみである。柱

穴になりそうな掘り込みも多数確認したことから、掘立柱建物の存在も期待したが、確認には至ら
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第 207 図　Ⅳ－A・B区遺構変遷図（1/600）
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なかった。まず溝についてであるが、道路の側溝になるとみられる５号溝と、方向的にはそれと直

交する 11 号溝がある。両者は時期的にも概ね同時期とみられ、一連の遺構になる可能性がある。

そのように見て良いならば、本来直角に折れる溝となり、Ⅳ－ A 区の西側に溝による区画が存在し

たことになる。ただし、その溝で囲まれた範囲内に建物等は確認できなかった。この区画の問題に

ついては次項で触れることにしたい。

道路はⅣ－ A 区からⅣ－ B 区にかけて確認したが、Ⅳ－ A 区北端やⅣ－ B 区北端は後世の造成

によって削平されている。Ⅳ－ A・B 区を合わせた全体の規模は長さ約 120 ｍにも及び、丘陵を南

北に横断する。Ⅳ－ B 区の中ほどで屈曲しているが、Ⅳ－ A 区でも僅かに屈曲しながら北へと伸

びる。

この段階の遺構の軸は北から 45°以上東に振れている。何故こうした振れが生じているのかは判

然としないが、津隈あたりの地割が同じように東に振れていることから、延永近辺の古代の地割が

東に振れていたためかもしれない。

　中　世　中世前期は、３号溝など比較的浅い溝などで区画される集落あるいは屋敷があったとみ

られる。古代までの遺跡の様相と大きくことなるのは、南北を志向する点である。古代までは道路

にせよ溝にせよ、南北軸が東に大きく振れていたが、中世になると南北軸を志向するように変化す

る。その要因が何にあるのかは不明であるが、周辺の低地における条理地割の在り方にも変化が生

じているのかもしれない。掘立柱建物が数棟確認できる程度で、屋敷地の構造はよく分からない。

６号土坑はこの段階の土壙墓とみられ、屋敷地内に墓が営まれたようである。

中世後期になると、中世前期よりも幅が広く、深さのある方形の区画溝が出現する。より防御性

を高めた屋敷地とみられ、削平により途切れる部分などもあるが、周辺の調査地点も含めて多数の

区画が形成されていく。Ⅳ－ A 区の１号溝は明らかに３号溝を切っており、こうした区画の設定に

際しては前段階の区画を一新するものであったと考えられる。また、掘立柱建物の一部はこの段階

に属するとみられるが、Ⅳ－ B 区では地下式土坑３基が営まれる。１号地下式土坑は２基が重複す

るもので、あるいは一連の地下空間として利用されていた可能性もある。２・３号地下式土坑はそ

れぞれ単独で営まれるが、２号は区画溝に切られる位置にあるため、やや古いのかもしれない。大

きな区画溝の登場と地下式土坑の出現は連動しているとみられ、戦乱の絶えない中世後期の時代性

を表徴する遺構といえよう。

その後の延永ヤヨミ園遺跡では、近世や近現代の集落に通じるような村落が展開していたとみら

れるが、遺跡として確認できる状況はない。ただⅣ－ B 区で見つかった 21 号土坑や 27 号土坑な

どの火葬遺構は、上片島遺跡群の発掘調査など周辺の状況を踏まえれば近世期に属する可能性があ

る。いずれにせよ、その後の状況を知るには考古学的な情報に乏しく、今後の課題としたい。

２　古代道路

Ⅳ－ A・B 区の調査では古代の道路を確認した。一部現代の造成によって削平され途切れているが、

北端から南端までの総延長は 120 ｍにも及ぶ。途中屈曲する部分もあるが、曲線になるのではなく、

直線の折れの連続で、「屈折」と表現すべきかもしれない。Ⅳ－ A・B 区とも路面下に波板状遺構

を確認することができた。

報文中でも述べたが、波板状遺構からは大きいものでは 15cm 大ほど、小さいものでは５ｍｍ程

度にまで割れた土器や土製品、石器、石、瓦、鉄滓などが出土した。埋土中に混在するような状態



― 276 ―

ではなく、遺構の底面や僅かに浮いた位置に敷き詰められたような状態で面をなして出土した。そ

の在り方からは人為的な施工であることが推測でき、土に様々なものを混ぜて付き固めるのではな

く、一度敷き詰めて埋戻しながら搗き固めた状況と考えられる。波板状遺構の埋土そのものにもマ

ンガンが目立ち、底面の遺物もマンガン等の沈着によって遺物どうしが接着する状況にあった。

波板状遺構の解釈には、牛馬等の歩行痕跡説から路面の舗装（基盤強化など）説まで様々あり、

研究者間でも意見の一致をみていないが、少なくとも本遺跡の状況は、歩行等による偶発的な痕跡

とみるよりも、人為的な痕跡として捉えるべきと考える。現状では、路面の基盤強化を目的とした

構造とみている。

さて、延永ヤヨミ遺跡における道路遺構であるが、これまでⅣ－ A・B 区に限らず、Ⅱ区やⅤ区

でも見つかっている。Ⅴ区の道路遺構は削平が著しいが、Ⅳ－ A・B 区と同じく波板状の痕跡が認

められ、側溝の残欠とみられる細い溝も確認された。周囲も含めて削平されているが、道路の路面

が一段低くなっていたと考えられる。

いずれの道路も路面幅は２～３ｍ程度で、豊前地域で見つかっている西海道豊前路の路面幅９ｍ

に比べると３分の１ほどで、駅路のような広域交通に関わる道路ではなく、集落間や施設間をつな

ぐ道路と考えるべきであろう。しかし、日常生活の中で使用する道路のために周囲よりも深く掘り

下げて路面を形成したり、波板状遺構を密に配したりすることは考え難く、屈折しながらも直線を

志向する在り方から、生活道路よりも上位の道路として敷設されたものと考えられる。

なお、Ⅳ－ A・B 区で確認した道路の時期は、既述のように上限は８世紀で、下限は９世紀末頃

あるいは 10 世紀前半ごろと推定され、廃絶後は徐々に堆積が始まり、中世に入るころには完全に

埋没していたと考えられる。

ところで、今回見つかった道路が屈折することは先述のとおりであるが、この道路とⅣ－ A 区

11 号溝との関係について、少し考えてみる。

11 号溝はⅣ－ A 区の西側にあって、西隣のⅡ－３区まで含めて直線に伸びる東西溝である。古

代道路より東側では一切確認できず、道路に接するところで止まっている可能性が高い。一方、方

向的にこれと直交するⅣ－ A 区５号溝は、道路の西側側溝として機能していた可能性が高く、住居

の廃絶とともに役目を終えているようである。調査当初はそれぞれを別個の遺構として認識してい

たが、11 号溝と５号溝は一連の L 字に折れる溝で方形区画の一部をなし、その区画に接して道路

が付設された可能性があるのではないかと考えている。

それは 11 号溝と５号溝の交点になる付近で道路が屈折しているからである。道路はⅣ－ A 区の

北側から少しづつ屈折しながら南へ延びるが、その交点付近で折れた後はⅣ－ B 区で大きく折れる

までほぼ直線をなし、Ⅳ－ B 区の屈曲部から南は再び直線に延びていく。溝の交点とⅣ－ B 区の屈

曲部まではおよそ 54 ｍほどあり、その間は削平もあって歪みもあるが、概ね直線的になっている。

この直線部が区画の東辺をなす可能性があるのではないかと考えるわけである。

東九州道自動車道に関わるⅤ－５区の調査でも古代の溝が見つかっているが、幅や深さが 11 号

溝に近似し、西辺にあたる可能性がある。そうした場合は正方形や長方形というよりも台形様の矩

形になるが、Ⅴ１～３区で見つかった方形区画溝も矩形になっているので、あながち間違いではな

いと考える。蛇足ではあるが、Ⅱ－２区で見つかった道路遺構の延長は、先ほど区画の西辺ではな

いかと類推したⅤ－５区の溝の脇にあり、区画の両側を道路が通過していたのかもしれない。Ⅴ－

１～３区の方形区画も南辺に沿って道路が見つかっていて、区画と道路は強い結びつきがある。
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３　出土瓦について
本調査区では、古代の道路遺構を中心に多数の瓦片が出土した。その多くは道路の波板状遺構の

バラス材として、あるいは道路や溝をはじめとする遺構の埋土からの出土で、すでに屋根に葺かれ

る状況からはかけ離れた存在として出土したものである。しかし、波板状遺構には本来弥生時代か

ら古墳時代の住居等に由来する土器類も多数含まれ、建物こそ見つかっていないが、瓦も基本的に

本遺跡内で葺かれていたと考えてよいだろう。

出土した瓦はほぼ全てが丸瓦や平瓦で、軒先瓦は僅かに軒丸瓦１点、軒平瓦２点を見出したに過

ぎない。丸瓦・平瓦の大半は凸面縄目タタキで、一部に格子タタキの資料がある。凹面は布目が残

るものも多い。また凸面・凹面ともナデ調整で仕上げるものも一定量存在する。丸瓦には玉縁式の

ものも数点みられ、それらも凸面に縄目タタキの痕跡を残すものと、ナデ消すものがある。明らか

に行基式といえる資料は見当たらない。平瓦は小片も多く判断できないものもあるが、桶板の痕跡

を残す事例が多いことから、概ね粘土紐桶巻づくりと考えて良いだろう。

軒先瓦については、延永ヤヨミ園遺跡から北西に 2.8km ほどいった平野の最奥部に所在する椿市

廃寺との関連が指摘できる。椿市廃寺は、発掘調査によって百済系単弁軒丸瓦や高句麗系単弁軒丸

瓦などが出土し、この他平城宮 6284F 型式軒丸瓦の笵型を持ち込んで生産された軒丸瓦と、外区

外縁の線鋸歯文を陽起鋸歯文に彫り直して製作された軒丸瓦が出土した。軒平瓦では重弧文軒平瓦

と、唐草文軒平瓦が出土しており、重弧文軒平瓦は弧線の太さなどで数種類に細分されている。

今回出土した軒丸瓦は、外区外縁に線鋸歯文を廻らせる複弁八葉軒丸瓦で、資料の付き合わせが

できていないが、椿市廃寺出土の平城宮 6284F 型式に該当するとみてよい。一方、出土した軒平

瓦は、一条の弧線を入れる重弧文軒平瓦（二重弧文）で、断面コの字状の太い弧線の資料（椿市廃

寺Ⅰ a 類）と、断面半円形で細い弧線の資料（椿市廃寺Ⅰ b 類）の二種が確認でき、いずれも椿市

廃寺から出土している重弧文軒平瓦に類品を見出すことができる。重弧文軒平瓦については、豊前

地域に多数の出土例が知られ、椿市廃寺のみに限定して考えることが妥当かどうかは検討しなけれ

ばならないが、軒丸瓦の瓦当文様が椿市廃寺出土資料に一致することから、軒平瓦についても椿市

廃寺と関わるとみてよいだろう。

なお、東九州自動車道建設に伴うⅠ区の調査では、線鋸歯文から陽起鋸歯文に変わった段階の軒

丸瓦が出土している。そのため延永ヤヨミ遺跡では平城宮式ないしは平城宮系の軒丸瓦と、重弧文

軒平瓦が出ている。椿市廃寺ではこれらの軒丸瓦は唐草文軒平瓦と組み、重弧文軒平瓦は百済系や

高句麗系の単弁瓦と組むと考えられており、本遺跡では椿市廃寺の新旧２段階の瓦が混在している

ことになる。本来は唐草文軒平瓦が存在したのか、あるいは単弁軒丸瓦が存在したのか定かでない

が、組合せと認定するには資料の増加を待たねばならないだろう。

ところで、6284F 型式は平城宮の軒先瓦の第１段階に位置づけられ、708 年～ 721 年ごろの瓦

とされる。胎土の観察から在地生産であることが判明しており、椿市廃寺の報告書の中では天平

12 年（740）の藤原広嗣の乱に際して勲功を挙げた京都郡大領外従七位上楉田勢麻呂が翌年に外

従五位下に叙位された記事に基づき、741 年ごろに持ち込まれ、そのまま在地生産されたと推定さ

れている（行橋市教育委員会 1996）。6284F 型式自体は、既刊の平城宮関連の報告書を通覧する

限り、ごく僅かにしか出土しておらず、補修など補足的かつ限定的に生産された型式であった可能

性がある。それだけに、一定量の生産が終われば平城宮の側では不要となり、比較的期間を空けず

に豊前に持ち込まれた可能性が考えられる。椿市廃寺の報告では８世紀中頃に持ち込まれた可能性
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を論じているが、平城宮側でごく少量の生産のために製作された笵であれば、741 年を待たずして

持ち込まれた可能性も考えてよいのではないだろうか。

今回、その同笵瓦とみられる資料が出土したことで、6284F 型式が椿市廃寺の屋根瓦を生産のた

めに持ち込まれたのか、あるいは延永ヤヨミ園遺跡に瓦を葺く建物が存在し、そのために瓦笵がも

たらされたのか、新たな検討課題が生じている。その確認のためには笵傷の進行などを現物の付き

合わせから確認する必要があるが、残念ながら本書の刊行までにはできなかった。今後の課題とし

たい。

ただ、今回の軒先瓦が同じ京都郡の寺院で出土している点は重要で、同型式の流通圏が一郡内に

収まることを示すのではないだろうか。延永ヤヨミ遺跡では、これまでの調査で掘立柱建物群や区

画溝、道路などが見つかり、「京都大」・「京郡物太」・「津」などの墨書土器や、郡符木簡、天平年

間の木簡など京都郡や古代の港湾施設「草野津」との関連が推定できる遺物が出土している。その

ため、本遺跡を「草野津」に比定する見解も出されている。古代において津は公的な港湾施設で中

央の統制下に置かれていたが、出土した文字資料からその維持・管理は所在する京都郡が担当した

と推定されている（酒井 2014）。本遺跡で出土した軒瓦も流通圏が京都郡内で収まるならば、文字

資料と同じく京都郡による津の管理を傍証する資料となろう。さらには、その型式から少なくとも

８世紀前半以降には何らかの施設が存在していた可能性が高い。
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図版1

1.　Ⅳ− A・B区調査区全景

　( 南から )

2.　Ⅳ− A区調査区全景

　( 北から )



図版2

1.　Ⅳ− A区調査区全景

　( 上から )

2.　Ⅳ− B区調査区全景

　( 上から )



図版3

１.　Ⅳ− A区南西壁基本土層

　( 北から )

２.　Ⅳ− A区 2・3・74号竪

　穴住居跡 ( 南東から )

３.　Ⅳ− A区 4号竪穴住居跡

　( 北東から )



図版4

1.　Ⅳ− A区 6号竪穴住居跡

　( 東から )

3.　Ⅳ− A区 7号竪穴住居跡

　カマド ( 南東から )

2.　Ⅳ− A区 7・8・9・10

　号竪穴住居跡 ( 南から )



図版5

1.　Ⅳ− A区 10号竪穴住居跡

　( 南から )

2.　Ⅳ− A区 10号竪穴住居跡

　カマド ( 南から )

3.　Ⅳ− A区 13号竪穴住居跡

　カマド ( 南東から )



図版6

1.　Ⅳ− A区 14号竪穴住居跡

　( 南から )

3.　Ⅳ− A区 16・82号竪穴住居

　跡 ( 南東から )

2.　Ⅳ− A区 15号竪穴住居跡

　( 南から )



図版7

1.　Ⅳ− A区 18号竪穴住居跡

　( 西から )

2.　Ⅳ− A区 20号竪穴住居跡

　カマド ( 南東から )

3.　Ⅳ− A区 22・23号竪穴住

　居跡 ( 北から )



図版8

1.　Ⅳ− A区 24・47号竪穴住居

　跡 ( 北東から )

3.　Ⅳ− A区 28号竪穴住居跡

　( 南東から )

2.　Ⅳ− A区 26号竪穴住居跡

　カマド ( 南東から )



図版9

1.　Ⅳ− A区 28号竪穴住居跡

　カマド ( 南東から )

2.　Ⅳ− A区 29・30・31号竪

　穴住居跡 ( 南東から )

3.　Ⅳ− A区 30号竪穴住居跡

　( 南東から )



図版10

1.　Ⅳ− A区 31号竪穴住居跡

　手焙形土器出土状況(東から)

3.　Ⅳ− A区 35号竪穴住居跡

　カマド ( 南から )

2.　Ⅳ− A区 35号竪穴住居跡　

　( 南から )



図版11

1.　Ⅳ− A区 37・48号竪穴

　住居跡 ( 東から )

2.　Ⅳ− A区 38号竪穴住居跡

　( 東から )

3.　Ⅳ− A区 39号竪穴住居跡

　( 東から )



図版12

1.　Ⅳ− A区 41号竪穴住居跡

　( 南から )

3.　Ⅳ− A区 49号竪穴住居跡

　( 東から )

2.　Ⅳ− A区 44号竪穴住居跡

　( 南東から )



図版13

1.　Ⅳ− A区 55号竪穴住居跡

　( 南東から )

2.　Ⅳ− A区 57号竪穴住居跡

　( 北から )

3.　Ⅳ− A区 59・75・81号

　竪穴住居跡 ( 南東から )



図版14

1.　Ⅳ− A区 59号竪穴住居跡

　カマド ( 南東から )

2.　Ⅳ− A区 60号竪穴住居跡

　( 東から )

3.　Ⅳ− A区 60号竪穴住居跡　

　カマド ( 南東から )



図版15

1.　Ⅳ− A 区 61・64 号竪穴

　住居跡 ( 北東から )

3.　Ⅳ− A区 66号竪穴住居跡

　カマド ( 南東から )

2.　Ⅳ− A区 66号竪穴住居跡

　( 北東から )



図版16

3.　Ⅳ− A区 150 号竪穴住居跡

　カマド ( 東から )

1.　Ⅳ− A区 79号竪穴住居跡

　( 南西から )

2.　Ⅳ− A区 80号竪穴住居跡

　( 北から )



図版17

1.　Ⅳ− B区 85号竪穴住居跡

　( 東から )

2.　Ⅳ− B区 88号竪穴住居跡

　( 北から )

3.　Ⅳ− B区 89号竪穴住居跡

　( 南から )



図版18

1.　Ⅳ− B区 89号竪穴住居跡

　カマド ( 南から )

3.　Ⅳ− B区 91号竪穴住居跡

　( 北西から )

2.　Ⅳ− B区 90号竪穴住居跡

　( 南から )



図版19

1.　Ⅳ− B区 91号竪穴住居跡

　カマド ( 西から )

2.　Ⅳ− B区 92号竪穴住居跡

　( 南東から )

3.　Ⅳ− B区 93号竪穴住居跡

　( 南西から )



図版20

1.　Ⅳ− B区 93号竪穴住居跡

　カマド ( 南東から )

3.　Ⅳ− B区 96号竪穴住居跡

　カマド残欠 ( 東から )

2.　Ⅳ− B区 94・95号竪穴住居

　跡 ( 南東から )



図版21

1.　Ⅳ− B区 99号竪穴住居跡

　( 南東から )

2.　Ⅳ− B区 102・103 号竪穴

　住居跡 ( 南西から )

3.　Ⅳ− B区 104・112 号竪穴

　住居跡 ( 南から )



図版22

1.　Ⅳ− B区 105・106 号竪穴

　住居跡 ( 南東から )

3.　Ⅳ− B区 106 号竪穴住居跡

　カマド残欠 ( 南から )

2.　Ⅳ− B区 105 号竪穴住居跡

　( 南から )



図版23

1.　Ⅳ− B区 111 号竪穴住居跡

　( 南東から )

2.　Ⅳ− B区 112 号竪穴住居跡

　カマド ( 南から )

3.　Ⅳ− B区 113 号竪穴住居跡

　( 南東から )



図版24

1.　Ⅳ− B区 113 号竪穴住居跡

　カマド ( 南から )

3.　Ⅳ− B区 119 号竪穴住居跡

　( 南から )

2.　Ⅳ− B 区 118 号竪穴住居

跡　カマド ( 南から )



図版25

1.　Ⅳ− B区 123 号竪穴住居跡

　カマド ( 南東から )

2.　Ⅳ− A区 1・2号掘立柱建物

　跡 ( 北東から )

3.　Ⅳ− A区 3・4号掘立柱建物

　跡 ( 南東から )



図版26

1.　Ⅳ− A区 6号掘立柱建物跡

　( 北から )

3.　Ⅳ− A区 3号土坑 ( 北から )

2.　Ⅳ−A区2号土坑(北から )



図版27

2.　Ⅳ− A区 6号土坑

　( 南西から )

3.　Ⅳ−A区9号土坑(東から)

1.　Ⅳ−A区4号土坑(東から)



図版28

1.　Ⅳ−A区11号土坑(西から)

3.　Ⅳ−A区14号土坑(南から)

2.　Ⅳ− A区 12号土坑 ( 北から )



図版29

1.　Ⅳ−B区19号土坑(東から)

2.　Ⅳ− B区 20号土坑

( 西から )

3.　Ⅳ− B区 21号土坑

　( 東から )



図版30

1.　Ⅳ− B区 25号土坑

　( 南東から )

3.　Ⅳ− B区 27号土坑

　( 東から )

2.　Ⅳ− B区 26号土坑

　( 北から )



図版31

1.　Ⅳ−B区27号土坑(東から)

2.　Ⅳ− B区 40号土坑

　( 北東から )

3.　Ⅳ− B区 41号土坑

　( 北西から )



図版32

1.　Ⅳ−B区44号土坑(南から)

3.　Ⅳ−B区51号土坑(北東から)

2.　Ⅳ− B 区 49 号土坑 ( 東か

ら )



図版33

1.　Ⅳ−B区52号土坑(東から)

2.　Ⅳ−B区53号土坑(東から)

3.　Ⅳ− B区 1号地下式土坑出

　土状況 ( 東から )



図版34

1.　Ⅳ− B区 1号地下式土坑出土

　状況 ( 東から )

3.　Ⅳ− B区 2号地下式土坑

　( 南東から )

2.　Ⅳ− B区 1号地下式土坑北

　西側 ( 南東から )



図版35

1.　Ⅳ− B区 3号地下式土坑

　半裁　( 東から )

2.　Ⅳ− A区１号溝南端土層

　( 北から )

3.　Ⅳ− A区 2号溝南端土層

　( 北から )



図版36

1.　Ⅳ− A区 3号溝出土状況

　( 西から )

3.　Ⅳ− A区 3号溝北辺土層

　( 東から )

2.　Ⅳ− A区 3号溝土層

　( 南から )



図版37

1.　Ⅳ− B区 12号溝・道路

　( 北から )

2.　Ⅳ− B区 12号溝北辺西側

　土層及び出土状況 ( 東から )

3.　Ⅳ− B区 12号溝北辺

　土層及び出土状況 ( 東から )



図版38

1.　Ⅳ− B区 12号溝西辺土層

　( 北から )

3.　Ⅳ− A区道路 ( 北東から )

2.　Ⅳ− B 区 18 号溝土層 b − b'

　( 南から )



図版39

1.　Ⅳ− A区道路中央部

　( 北西から )

2.　Ⅳ− A区道路南端

　( 北西から )

3.　Ⅳ− A区道路中央付近

　波板状遺構　( 南から )



図版40

1.　Ⅳ− A区道路北端土層

　( 北から )

3.　Ⅳ− B区道路北端帯状硬化

　( 東から )

2.　Ⅳ− B区道路南半−南端

　( 北から )



図版41

1.　Ⅳ− B区道路南半帯状硬化

　( 東から )

2.　Ⅳ− B区道路南半波板状

　遺構　( 東から )

3.　Ⅳ− A区調査風景

　( 北から )
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出土遺物 10
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出土遺物 11
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ふ り が な ふ り が な コード
北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所 収 遺 跡 名 所 在 地 市町村 遺跡番号

のぶながやよみその

いせき

ふくおかけんゆくはししおおあざ

のぶなが・よしくに
402133 14115010

33°
43′
45″

130°
56′
50″

20120515
～

20120710
19,000㎡ 国道建設延 永 ヤ ヨ

ミ 園 遺 跡
福岡県行橋市大字延永・吉国

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

延 永 ヤ ヨ

ミ 園 遺 跡

Ⅳ - A 区

集落

弥生時代 竪穴住居跡
土坑

弥生土器・石器
金属器

古墳時代 竪穴住居跡 
土坑・溝

土師器・須恵器
石器・金属器 手焙形土器の出土

古代 掘立柱建物跡
道路・区画溝 須恵器・土師器 波板状遺構・軒丸瓦・土馬

中世
掘立柱建物跡

区画溝・土壙墓
土師器・陶磁器 方形区画

延 永 ヤ ヨ

ミ 園 遺 跡

Ⅳ - B 区

集落

弥生時代 竪穴住居跡・土坑 弥生土器・石器

古墳時代 竪穴住居跡・土坑 土師器・須恵器

古代 道路 須恵器・土師器 波板状遺構・軒平瓦

中世
区画溝・井戸
地下式土坑

土師器・瓦器

陶器・輸入陶磁器
方形区画

要 約

　延永ヤヨミ園遺跡は、現在の海岸線から約 5km 内陸に入った標高 10 ｍ前後の低 ･
中位段丘上に位置している。北側は小波瀬川、東 ･ 南は長峡川による低地が広がって
いる。丘陵は、中央が東に向かって開口している馬蹄形をし、古墳時代においてはす
ぐそばまで海岸線が入っていたことが推定される。
　遺構および遺物は、おおむね弥生時代終末～古墳時代前期、古墳時代後期、古代、
中世の 4 時期に分かれている。主要な遺構を挙げると、弥生時代終末～古墳時代前期
と古墳時代後期については竪穴住居跡や掘立柱建物跡など、古代には道路や溝、中世
には掘立柱建物跡、土坑、地下式土坑、区画溝などが見つかった。断絶あるいは衰退
する時期もあるが、連綿と遺跡が営まれていたことが窺える。
　とくに古代道路や出土した軒丸・軒平瓦、隣接地点で見つかっている「京都大」・「京
郡物太」・「津」などの墨書土器は、古代豊前あるいは京都郡に関わる官衙的施設の存
在を暗示させる内容で、古代の歴史的景観を復元する際の重要な調査成果といえる。
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